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　新しん和わ殿でんのなめらかな石いし床ゆかに一条の月光が射さし込む。細く開いた扉とびらから月光とともに内部へ身を滑すべり込ませたのは、崑こん国こく宰さい相しよう周しゆう考こう仁じんだ。

　わずかな月光では、人の身の丈たけの三倍も高さのある天てん井じようや、高い位置にある玉座を照らすほどの明るさはない。内部はほとんど暗くら闇やみ。扉近くに位置する柱数本に施ほどこされた極ごく彩さい色しきの彫ちよう刻こくが、ぼんやり浮うかび上がるのみ。

　考仁が「丈じよう鉄てつ」と呼ぶ。すると闇に沈しずむ奥の方から、禁軍尉い将しようである勅ちよく任にん武官秦しん丈鉄が、音もなく姿を現した。闇から生まれたような、野性的な風ふう貌ぼうと油断ならない目の光。

「突とつ然ぜんの呼び出し、何ごとでしょう」

「おまえはわたしに、報告するべきことがあるのではないか？」

　唐とう突とつに不ふ機き嫌げんな声で問われたが、丈鉄は平然と受け流す。

「さあ。特には思い当たりませんね」

「朱しゆ西せいが近ちか頃ごろ、度たび々たび姿が見えなくなると侍じ官かんから聞いた。どこへ行っているのだ」

「そうですか？　俺が監かん視ししている範はん囲いでは、普ふ段だんと変わらず行動しているようですが」

「侍官の目につくほど頻ひん繁ぱんな行動に気がついていないとは、おまえの怠たい慢まんだ。朱西がどこへ行っているのか監視の範囲を広げ、つきとめて、急ぎ報告せよ」

　考仁の声こわ音ねににじむ微かすかな苛いら立だち。それを感じた丈鉄の口元が、抑おさえきれずに小さく笑いの形に歪ゆがむ。

（この人は朱西のこととなると、昔からこうだ）

「なにか言いたげだな、丈鉄」

「そんなに朱西が気がかりなのかと思いましてね。まるで恐おそれていらっしゃるようだ」

「あれが、わたしの予想を逸いつ脱だつする行動を起こすとは思えない。だが油断は禁物。わずかでもおかしな動きがあれば、迅じん速そくに対処せねばならぬというだけだ」

　そこで考仁は小さく笑う。

「雪せつ理り美みは皇后に内定し、思し慮りよ分別があるからこそ朱西は身を引いた。どれほど哀かなしみ苦しんだかは知らぬが、分別あるが故ゆえに恋こいしい女も抱だけぬ。しかしそれが朱西のため。朱西の本当の父が誰だれか知られたあかつきに理美との関係が続いていたら、立場どころか命に関かかわる」

　朱西のためと言いながら、彼が悩なやみ苦しむのを楽しむ気配がある。昔から考仁は、立場や命が危あやうくなるほどの窮きゆう地ちに朱西を追い込むことはない。にもかかわらず、心を傷つけたり、苦く悩のうさせたりするようなことを、あえて好んでやっているようにしか思えない。

「朱西はわたしの思おも惑わく通りに動いている。これからもそうやって動いてもらわねばならん。そのために監視しているだけで、恐れてはいない」

「ご子息は、お気の毒なことですね」

「その片棒を担かつぎ続けているおまえが言うことか？　丈鉄」

「そうですね。ごもっともだ」

　報告を待つと告げ、考仁は扉の隙すき間まから外へ出た。見送った丈鉄は不敵に笑う。

「承知しました……と、言いたいところですが、宰相閣下。そんな気ありませんよ」

　丈鉄は考仁から、朱西の行動を監視するように指示を受けている。しかし今、丈鉄は朱西に対する監視はしていない。だから彼の姿が見えない時間があるとは知らなかったし、どこへ行くのか調べろと命じられても従う気はない。

　朱西は、朱西の好きにすればいい。運命を楽しめと、彼をそそのかした。もし彼がなにかを楽しむと決めたのならば、それはそれで結構なこと。

　丈鉄自身が、何をしようという気はないし、何がしたいというのでもない。ただ考仁の命令に従う気には、なれなくなっていた。

「さて、俺の行く先はどこなのか」

　声を殺して笑い、暗闇へと歩を進める。

　一歩先の足あし下もとさえも見えないが、それがぞくぞくした喜びに繫つながっていた。これは解放感なのかもしれない。先が見えないそのことが───楽しい。
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　暖かみのある春風が吹く。後宮のはずれにある小しよう翼よく宮きゆうの庭に院わも、小鳥のさえずりで賑にぎやかだ。花木が芽め吹ぶき、陽ひざしの暖かさに温ぬくもった石いし畳だたみの上では、誰かの飼かい猫ねこがぬくぬくと丸まって昼ひる寝ねをしている。

　崑こん暦れき百十三年、春の盛り。

「ええ、わたしは最初からわかっていましたよ、理美様はいずれ高い地位に昇のぼられるということを。理美様は、他ほかの女によ官かんたちとは何かが違ちがっていましたもの」

　崑国後宮女官であり正しよう六ろつ品ぴん宝ほう林りんの位を持つ妃ひ嬪ひん、雪理美の寝起きする房ぼうは、小翼宮の片かた隅すみにある。居室の扉を開くと、庭院が卓たく子しの背景になり具合が良い。そこでお茶を給きゆう仕じしながら上機嫌な老侍女に、理美は卓子に頰ほお杖づえをついたまま上うわの空で返事する。

「そうだったわ……。たった一年前なのに懐なつかしい。あなたは最初からわたしを、宝林の位が不ふ釣つり合いな異国の小こ娘むすめって言ってたから、他の女官とは別物あつかいだったものね……」

「あ、あらっ！　理美様っ。わたしが言ったそんな冗じよう談だんを、覚えておいでですの」

「……うん。わりと鮮せん明めいに……ちくちく、ねちねち、言われてたことは……」

　無意識に応えると、老侍女は顔を引きつらせた。手にした青磁の茶器が、かちかち震ふるえる。

「あの、まさか。今さら、あのときの復ふく讐しゆうをしようなどとは、お考えになっていませんよね」

　崑国後宮に入ったのは去年の春、ちょうど一年前。あのときは自分がこんな場所に立たされようとは、思いもよらなかった。異国から宮官として後宮に入った女が、よもや皇后に指名されようとは。そしてそれを承しよう諾だくしてしまおうとは───。

（あ～、成せい華か城じようから戻もどって、ほとんど料理できてないな）

　今までは小翼宮の厨ちゆう房ぼうに気軽に顔を出し、毎日のように四し夫ふ人じんたちに菓か子しをこしらえたり、朱西にお茶ちや請うけを作ったりしていた。周囲の者が、それこそ理美つきの老侍女すらも、適度に理美を放置してくれていたからこそできたことだった。

　しかし今はそうはいかない。理美の一挙手一投足に周囲の注意が向けられる。

（いろんな人がわたしのことを見てるから、珠たまちゃんも怖こわがって寝しん室しつから滅めつ多たに出てこないし。そのせいで珠ちゃんたら、ひと目のない夜中に散歩に行く夜遊びを覚えちゃったし）

　元気を回復した珠ちゃんは、今も隣となりの寝室にいる。昼間は寝台の中へ潜もぐりこんで寝ているが、そのぶん夜に俄が然ぜん元気になって散歩に出ていく、夜遊び龍りゆうと化している。

　立りつ后こう式しきの日取りはまだ決定していない。

　だが理美が皇后に内定したことは、宮城内に知らされている。

　宝林の女官がいきなり皇后になるのは、ほとんど天変地異。歓かん迎げいする者、不快感をあらわにする者と、後宮は大おお騒そう動どうになり、未いまだに女たちの心は落ち着かないらしい。

　後宮のどこにいても、羨せん望ぼうの眼まな差ざしや嫉しつ妬とと嫌けん悪おの眼差しが、常に理美に絡からみつく。

（斎さい宮ぐう様。わたし、とんでもない巡めぐり合わせになってしまったみたいです）

　自分が決意し、承諾したことだ。にもかかわらず自分が皇后になるなど、

「身の程ほど知らずだわ」

　という感かん慨がいしか抱いだけない。ぽつりと漏もれた声を、老侍女は何か勘かん違ちがいしたらしい。青ざめてすくみ上がる。

「すす、すみません。わたし、あのときはどうかしていて。本当に身の程知らずでした」

　なにやら老侍女が言い訳しているが、理美の耳には入っていない。

「腹を立てた誰かさんに、塵ちりになって消えてしまえとか言われても、仕方ないかも……」

「お許しください。塵に還かえれなどとそのような恐ろしいこと！　命だけは！」

　悲鳴をあげた老侍女が、がばっとその場にひれ伏ふした。

　ようやくそこで理美は正気づく。

「え？　なにしてるの？　いったい、なにが？　お化けでも出た？」

　ぶるぶる震え怯おびえる老侍女を見おろし、きょとんとした。

「雪宝林。侍じ女じよを折せつ檻かんしていますの？」

　笑いを含ふくむ声が庭院から聞こえ、理美はそちらにふり向いた。

「宋そう貴き妃ひ様。それに余よ淑しゆく妃ひ様、鳳ほう徳とく妃ひ様、温おん賢けん妃ひ様。皆みな様さま方おそろいで、どうされたんですか」

　侍女たちを引き連れた大集団で、四し夫ふ人じんが庭院に入ってきたところだった。四夫人がやって来たことに驚おどろき、小翼宮に房を与あたえられている女官たちは大おお慌あわてで膝ひざを折る。

　こんな後宮の外れに四夫人がやって来ると、場違いな感じが否いなめない。田舎いなかのあばら屋に天人が舞まい降りてきたようだ。

　居室を出て庭院に下りた理美は、いつもの習慣で膝を折って四人を出で迎むかえようとした。しかしその前に、鳳徳妃が茶ちや化かすように声をかけた。

「あら、あなたは膝なんか折って良い立場だったかしら雪宝林」

　はっとして動きを止めた理美の腕うでに、駆かけ寄ってきた余淑妃が腕を絡ませる。

「お姉様ったら、忘れんぼさん」

「すみません。つい、癖くせで」

　しかし膝を折らずに挨あい拶さつするのは照れくさい。それを見て取ったのか温賢妃が微笑ほほえむ。

「急に慣れろと言われても、難しいものですわ。徐じよ々じよにでよいのですわ、雪宝林」

「ありがとうございます四夫人。皆様は、なぜこちらへ」

　後宮で最も頼たよりになり、しかも理美のことを好きだと言ってくれた四人だ。彼女たちの顔を見ると、ほっとして笑えみがこぼれる。

「誘さそいに来てさしあげましたの。北ほく嶺れい宮きゆうの様子を一いつ緒しよにご覧になった方がいいと思って」

　つんと顎あごをそらし、宋貴妃が言う。

　後宮の北辺にある北嶺宮は、皇后の住まいとなる宮きゆう殿でん。立后式の日取りはまだ決まっていなくとも、北嶺宮では既すでに新たな主あるじを迎むかえる準備が始められているとは聞いていた。

「調度の配置や、庭院の整え具合、装そう飾しよくの好みなど指示した方がいい。これから自分が住む宮殿なのだから、自分好みに快適に整えさせないと。わたしたちも、助言をしてあげられるわ」

　鳳徳妃の言葉に、怯えひれ伏していたはずの老侍女が、顔をあげ目を輝かがやかせる。

「なんて素す晴ばらしい！　北嶺宮を自分好みに仕立てるなんて。理美様、参りましょう！」

　後宮で最上の宮殿を好みに模様替がえできる機会とあって、老侍女の恐きよう怖ふは吹っ飛んだらしい。

　理美は住む場所など、屋根があればいい程度にしか思わない。だが皇后ともなると、住まいがみすぼらしかったり趣しゆ味みが悪かったりすると、皇こう帝ていの品位を落とすことになりかねない。

（陛下のためにも、北嶺宮を整えなくちゃ）

　大切な務めだと気を引き締しめた。

「ありがとうございます、四夫人。参ります。一緒にお願いします」

　四夫人が誘いに来るということは、これは必要な準備の一つなのだ。なにも知らない理美を、彼女たちはこうやって指導してくれている。

　余淑妃は理美の腕をとり、きゃっきゃっとはしゃいで小翼宮から連れ出してくれた。

　四夫人たちの心こころ遣づかいがありがたい。さらに彼女たちも立后式の準備を我が事のように楽しんでいるのを肌はだで感じて嬉うれしい。笑顔で北嶺宮へと向かっていると、裳も裾すそを吹き抜ぬけた風に梨り花かの香かおりが混じっていた。すると胸の中に抑おさえこんでいる思いが、ふと顔を出す。

（朱西様）

　思い出すのは一年前。はじめて朱西と二人きりで言葉を交かわしたのは、夜の梨り苑えんでだった。

　近ちか頃ごろ、朱西とはろくに話す機会がない。

　毎朝祥しよう飛ひのもとへ向かい、珠ちゃんの元気な姿を見せる義務は続いている。そこに朱西も同席しているので、一言二言言葉は交わす。しかし理美が皇后に内定してからは、後宮を出るときには常に内侍の蔡さい伯はく礼れいが同行していたし、食しき学がく博士はかせの助手もできなくなっていた。

　皇后になることを承知した時点で、本来なら後宮から出てはならないはず。それを未だにこういう形で後宮を出ることを許されているのは、祥飛の気き遣づかいだ。急に後宮に押し込めるのはしのびないと思ってくれているらしい。

（陛下は以前に比べてずっと人を思いやってくださる。きっと素晴らしい皇帝陛下として、崑国をお治めになるはず。だからわたしは陛下の臣の一人として、陛下を支えるために力を尽つくす。朱西様とおなじ場所で、朱西様と同じ目的のために働く）

　朱西に対する愛いとしさはいまだ消えず、こうやって折に触ふれて胸が絞しぼられるように痛む。けれど、朱西のことが大切だからこそ、彼の立場や居場所を守るために、気持ちがぶれることはない。ぶれないからこそ、自分がいるべき場所も、守るべきものもしっかりと意識できる。

　老侍女を従えた理美が、四夫人たちの侍女が掲かかげる絹の傘かさの下を歩きながら北嶺宮へ向かっていると、正面から伯礼がやって来た。

　左右にゆっくりと揺ゆれるような優ゆう雅がな足取りで歩む伯礼の薄うす茶ちやの髪かみと瞳ひとみは、春の陽ひざしに美しく映はえる。相変わらずの魅み惑わく的な美び貌ぼうだ。彼は今、北嶺宮を整える段取りを任されている。

　伯礼の顔を見ると、宋貴妃、温賢妃、余淑妃は「伯礼。ご苦労様」とねぎらったが、鳳徳妃だけは汚けがらわしいと言わんばかりに、声をかけることもなく顔を背そむけていた。

（鳳徳妃様……やはり伯礼様を軽けい蔑べつされてる。伯礼様は……）

　成華城での一件以来、鳳徳妃は伯礼と視線すら合わせない。伯礼の本当の気持ちを思うと、理美の胸は苦しい。

　しかし当の伯礼は気にした様子もなく、四夫人に優雅に礼をとる。

「ご機き嫌げんうるわしいご様子、なによりです四夫人。そして理美、ちょうど良かった。君を呼びに行くところだった。すこし困ったことが起きた。君を陛下の元へ連れてくるようにと連れん絡らくがあったから、一緒においで。外朝へ行く」

「困ったことってなんなの伯礼。立后式のこと？」

　余淑妃が問うと、伯礼は神しん妙みように頷うなずく。

「立りつ后こう式しきというよりは、理美の立后そのものに関してですが」

　温賢妃が不安げな表情になる。

「立后そのものと？　具体的にはなんですの」

「吏り部ぶ尚しよう書しよを中心とした一部の臣下たちから、理美を皇后位に据すえることに反対する意見書が、陛下の元へ届けられたのです」

　淡たん々たんと告げられた言葉に、四し夫ふ人じんが一様に目を見開く。

「なにを言っているの。臣下が皇帝の皇后選びに口を出していいものですか、無礼な」

　最初に、かっとしたように高い声を出したのは宋貴妃だ。鳳徳妃の目に不快の色が浮うかぶ。温賢妃も、「そんなこと前例がありませんわ」と呟つぶやく。

「宋貴妃様、温賢妃様の仰おつしやるとおり。皇后選定は皇帝の権利。誰だれも異を唱えることはできないもの。わたしに言わせれば、皇后選定に臣下が口を出すのは異常事態です」

　珍めずらしく伯礼が眉まゆをひそめる。

（本来、皇帝の独断で決められることにまで官かん吏りが口を出す。その意味するところは、陛下が官吏たちから軽かろんじられているということ）

　西さい沙さ国こくとの一件でも感じた、年若い皇帝に対する官吏たちの侮あなどり。その侮りを、あの誇ほこり高い祥飛がどう受け止めているのか。

（きっと平気な顔をして、強がっていらっしゃる。でも侮られ続けることに腹が立って、自分が情けなくて心を乱してるはず。せめてお側そばに行かなければ。すこしでも陛下を慰なぐさめられるように）

　余淑妃はきょとんとした目をして問う。

「なぜ臣下の一部が、お姉様が皇后になることに反対するの伯礼？　なにが駄だ目めなの」

「理美が和わ国こくから後宮入りしたことを、理由にあげているようです」

「でもそれは、どうしようもないことです。いったい、どうすれば……」

　理美が和国人であること。それは変えようがない事実なのだ。

「それがね、理美を皇后にするための策があるみたいだよ。朱西と礼れい部ぶ尚書が考えたとか」

　伯礼の言葉に、理美は目をぱちぱちさせた。

「策？」




　　　二




　崑国皇帝龍りゆう祥飛は椅い子すの肘ひじ掛かけに拳こぶしを置き、微び動どうだにしない。怒いかりをこらえているのだと、幼い頃ころから側近く仕えている食学博士周しゆう朱西にはよく分かった。

（皇后選びにまで口を出されては、陛下は怒おこって当然。あからさまに陛下を侮っているやり方だ。にもかかわらず、こうやって怒りをこらえるとは随ずい分ぶん大人になられた）

　吏部尚書を筆頭に、幾いく人にんかの有力官吏の名を連ねた書面が祥飛の元へ届けられたのは昨日の午後。そこには祥飛が皇后に指名した妃ひ嬪ひんは崑国にとって望ましくないと記され、理由が書き連ねてあった。

　官吏たちは、和国人が皇后になることで、和国が従属するゆえに甘んじて受けている不平等な貿易取引などを、公正にせよと強気に出てきかねないと危あやぶんでいた。さらに皇帝が皇后にそそのかされ、和国に有利な条約などを結ばないか、と。

　そして最後に、皇后内定を取り消すように願うと結ばれていた。

　願うと書かれていたが、書きぶりは皇帝に対してあからさまに圧力をかけていた。臣下の意向を無視すれば、祥飛が政まつりごとをすすめる上で、大変な苦労をするだろうと臭におわせている。

　当然祥飛は怒り狂くるったが、ただ怒ど鳴なって暴れるだけで終わらなかった。立后式の段取りを任せている礼部尚書迅じん景けい有ゆうと朱西を呼び出し、二人に書面を見せて相談したのだ。

　迅景有は書面を読むと、「はあ。これはこれは、また」と飄ひよう々ひようとしたものだった。

　理美が皇后になることにある程度の反対が出ることは、朱西も予測していた。しかしここまであからさまだとは考えていなかったから、正直驚おどろいた。

　書面を手にした景有は朱西に目配せし、「どうするかい？」と問いかけてきた。そこで朱西は「礼部尚書と一晩考えさせて欲しい」と申し出て祥飛の前を辞した。

　朱西が咄とつ嗟さに思いついた解決策には、景有の協力が不可欠。解決策について礼部尚書が認めているという裏打ちがあるなしで、まったく効果が違ちがってくるものだった。

　軽けい薄はくで遊び人と噂うわさの景有が、朱西とともに真面目まじめに考えを巡めぐらしてくれるかと危ぶんだが───意外にも景有は真面目に朱西とともに議論をし、最善の方法を導き出した。

　朝になり、景有と朱西は祥飛に面会し、策を考えたから雪理美も交えて相談したいと申し出たのだ。

　扉とびらと窓を開け放った執しつ務む室に、新芽の香を含ふくむ風が吹ふき抜ける。

　祥飛は黒こく檀たんの文ふ机づくえに着き、背後の左右に朱西と丈鉄が控ひかえる。

　景有は、室の中央に置かれた卓たく子しに着いて欠伸あくびをしていた。齢よわい三十を過ぎているのに妻帯せずに遊び歩く彼の横顔は、軽薄そのもの。だが軽薄さとは裏腹に、政に関しては抜け目なく物事を運ぶ才覚があるからこそ、宰さい相しよう周考仁の片かた腕うでとまで言われている。

（軽薄なお方ではあるが、確かに礼部尚書は切れ者だ）

　昨夜の議論の中で、朱西はそれを肌で感じていた。

　執務室へ真っ直すぐ続く廊ろう下かから衣きぬ擦ずれの音がすると、戸口に伯礼が姿を現す。

「雪宝ほう林りんを連れて参りました」

　礼をとった後、戸口脇わきに伯礼が控えると、続いて理美が顔を出す。彼女も礼をとり、「お召めしにより参りました」と挨あい拶さつした。

　いつものようにまん丸い目をしている、気が抜ぬけたような可愛かわいらしい顔で彼女は室内を見回す。朱西と目が合うと戸と惑まどうように瞳を揺らすが、それに対して朱西は優やさしく微笑ほほえんだ。

　理美は、ほっとしたように微笑み返す。

　理美が皇后となることを受け入れたあの日から、朱西は逆に、落ち着いて彼女と相対することができるようになっていた。おそらく自分がなにをするべきか、なにをしたいのか、はっきりとわかり、自分でも納なつ得とくしたからだろう。

　ただ彼女のことを可愛らしく、愛しく感じることだけは変わらない。

　丈鉄が朱西の表情を探さぐるように見ているが、気にならなかった。

（そもそも、そそのかしたのはおまえだ。丈鉄）

　丈鉄の思おも惑わくは読めないところが大半だが、彼がなにを察し、なにを考えていようとかまわない。自分は自分のために、なすべきことをするのみ。望む未来に向けて、知ち恵えを巡らせるだけだ。自らの思考力を遠えん慮りよなく自らのためだけに使えば、望みは叶かなうだろうとの自信がある。

（まずは理美の地位を確実なものにしなくては。後々、事が起こったときには、彼女の立場が確固たるものでなければならない）
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　理美はいつも、朱西の姿にどきりとしてしまう。

　朱西の方は落ち着いた微笑みを浮うかべている。理美が皇后に内定してから、彼とは数えるほどしか会話していないが、会えば以前と変わらず優しく微笑んでくれる。

　朱西がこんなふうに落ち着いた顔を見せるのは、二人とも自分のいるべき場所を確かく認にんし、お互たがいを諦あきらめるべきだと、迷いなく決断した結果。理美も未いまだに朱西を恋こいしがる気持ちは胸の隅すみに生き続けているが、二度とそれに流されない自信がある。

　二人の間にあった、危うい気持ちの綱つな渡わたりは終わっていた。

　二人とも綱から自らの意思で下り、地面にしっかり足をつけた。ただ胸が痛いだけ。それさえ目をつぶれば、二人の間に何ごともなく食しき学がく博士はかせと助手として、のほほんと向かい合っていたあのときとなにも変わらないでいられた。

「急な呼び出し申し訳ありませんでした、理美。呼び出しの理由は伯礼から聞きましたか」

　朱西の問いかけに頷く。

「わたしが皇后に指名されたことに、反対意見が出ていると。わたしが和国人なのが問題だと」

　どこかが痛むように祥飛は顔をしかめた。

「すまぬ理美。余が不ふ甲斐がいないために、このような無礼を許してしまった」

「陛下のせいではありません。わたしが和国人なのが問題なんですから。でも……わたしが和国人なのは事実で変えることはできないし。どうすればいいのか」

「それについてだが、景有と朱西から提案があった。官吏たちを黙だまらせるための策だ」

「策があるのでしたら、それを実行すれば」

「うかつに、実行すればいいなんて言っていいの？　君が、本来の君でなくなることなんだよ」

　景有が席に着いたまま、理美に向かってにやにやする。

「どういうことですか」

　不安げな理美の表情を見て、朱西が厳しい顔で景有を咎とがめた。

「尚しよう書しよ。なぶるような真似まねはおやめください。彼女は皇后となる女性ですよ」

「ということは、今はまだ皇后じゃない。だろう？」

「景有止やめよ。遊ばず、まずは説明せよ」

　鋭するどく祥飛が命じると、景有は肩かたをすくめて朱西に目配せした。「おまえがやれ」ということだと察したらしく、彼は卓子へと近づき、広げられていた冊子を引き寄せ紙面に指をあてる。

「俺が説明しましょう。これは崑国宮きゆう廷ていへ出仕している他国の者を管理するため、礼部が作成している臣しん籍せき簿ぼ。あと、こちらは」

　卓子の中央に置かれた巻物を引き寄せ、はらりと開く。

「今きん上じよう陛下の御み世よになってから内ない侍じ省が作成した、後宮の女性たちを管理するために作られた集しゆう女じよ巻かん。どちらにも和国人として理美の名が記されています。臣籍簿も集女巻も、一度記き載さいされた者の名を改変することを禁じています。記録を歪ゆがめることになる故ゆえです。ここに和国人として理美の名がある限り、あなたは和国人。しかし逆に考えれば、臣籍簿から除じよ籍せきされ、なおかつ集女巻に雪理美の名が崑国人として記されれば、あなたは和国人ではない」

「でも。わたしの名は既すでに和国人として記されていて、改変も許されないんですよね」

「改変せずに、あなたの名を崑国人として記すことはできるんです」

　疑ぎ問もん符ふだらけで、理美は首を傾かしげた。

「どういう意味ですか？」

「一いつ旦たん、あなたには後宮を辞してもらいます。するとこの臣籍簿と集女巻に『和国人雪理美は宮城を退いた』と記入される。そこで和国人としてのあなたは終わり。そして再び、崑国貴族の誰だれかの遠とお縁えんとして再度後宮入りする。すると集女巻にのみ『某なにがしの縁続きの姫ひめ・雪理美』として再度記録され、記録上、雪理美という女性は崑国人となるのです」

「要するに。同どう姓せい同名の別人のような顔をして、崑国人として再度後宮に入ると」

「そうです。ただそうすることで、和国の姫としての足あし跡あとが途と絶だえます。故国の誰かが訪ねて来ても、和国の姫君は宮城を出て行方ゆくえ知れずというあつかいになっているから、故国の者とは会えない。つまり、今後あなたと故国との関係が一いつ切さい断たれることを意味するんです」

　ごく簡単なことだ。記録上、和国人から崑国人へと変わるだけ。

　しかしそのごく簡単なことに、大きな意味がある。和国人としての記録が消えるとなれば、朱西が言うように、和国との関係が消しよう滅めつするということ。

　反対派の官かん吏りたちが最も気にしているのは、皇后が和国人であることで、和国が外交で有利になりはしないかということだ。

　もし記録上理美が崑国人になれば、皇后が和国人であるという事実は消え、和国が外交で有利になる理由はなくなる。さらにこれは、皇こう帝てい自身が「皇后を和国人と認めていない」という証あかしになる。それはとりもなおさず、皇帝が皇后にそそのかされて和国に有利な政まつりごとをすることはない、という証立てとしても機能する。

　単純だが、朱西と景有が持ち出して来た策とやらは名案に違いない。しかし。

（斎さい宮ぐう様）

　真っ先に思い浮かぶのは姉斎宮のこと。理美が記録上崑国人となり、和国との関係を断たち切るとなれば、姉斎宮へ文ふみさえ届けられなくなるだろう。

　もし姉斎宮と秘ひ密みつ裏りに文を交かわし、それがばれてしまったら、「実態は和国と繫つながっていた」と臣下たちに糾きゆう弾だんされる。そうなれば記録上崑国人になったことの意味がなくなってしまうから、理美自身も和国との関係を完全に断ち切ることを要求される。

（記録上和国人から崑国人になるのは、和国人の理美がいなくなるということ。斎宮様に文も書けない。斎宮様からの文も届かなくなる）

　自分の中には、故国と繫がっていたいと願う部分が強い。未だに香かおり漬づけの壺つぼを大切に抱かかえ、ことあるごとに姉斎宮を思い出す。美味うましの宮みやであったことが誇ほこりでもある。生まれて初めて得られた居場所の思い出は、懐なつかしくて温かくて、どんなにわずかでも繫がっていたい。

（斎宮様……寂さびしい……）

　繫がりが全すべて消えると想像すると、心細さで泣きたくなる。

「つらいか？」

　気き遣づかわしげな祥飛の声に、はっとして顔をあげた。

「おまえが和国との関係を断ち切ることに躊躇ためらいがあるなら、素す直なおにそう言って欲しい」

「しかし、理美を皇后にしようと思えば、それ以外の方法はありませんけれどね。陛下は皇后の内定を取り消されるつもりですか」

　景有の無神経な一言を、祥飛は「黙れ、景有」と一いつ喝かつした。

「遠慮はいらぬ。おまえの気持ちを聞かせてくれ」

　労いたわりに満ちた祥飛の言葉に、理美は悟さとる。

（陛下はわたしが嫌いやがれば、皇后の内定を取り消すおつもりだ）

　皇后の内定を取り消せば、官吏たちは若き皇帝を屈くつ服ぷくさせたと自信をつけ、さらに勝手な振ふる舞まいをはじめるかもしれない。それでも祥飛は、理美の気持ちを大切にしようとしている。
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　そんなことはさせられない、絶対に。

　朱西と目が合うと、彼は励はげますように微かすかに頷うなずく。

　成せい華か城じようで迷いに迷い、決断したあのときのことを思い出す。

（もともと二度と和国に帰れないと覚かく悟ごして、崑国後宮に入ったじゃない。それに今は、ここがわたしの居場所。大切にしたい。ここが自分で決めた居場所だから）

　それを思うと、ほわりと笑えた。

「平気です。わたしは崑国人になります」

　和国人であることを捨て崑国人となることを、姉斎宮はなんと言うだろうか。

　呆あきれられるか、怒おこられるか、それとも「それもあなたの生きかたでしょう」と、さらりと受け止めてくれるのか。遠い地にいてはそれすらもわからない。

　もしかするとときおり聞こえる姉斎宮の懐かしい声すらも、理美の中に響ひびかなくなるかもしれない。姉斎宮は、和国の国くに護まもりの大おお神かみに仕える人。和国そのものとも言える神聖な人の声が、和国人であることを捨てた者に、果たして聞こえるのか。

（聞こえなくなるかも……）

　しかし、これは受け入れるべきことなのだと思えた。祥飛は驚おどろいた顔をしている。

「良いのか、理美。そのような決断を」

「はい」

　迷うことなく、頷いた。
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　景有は朱西を連れ執しつ務む室を後にした。理美も伯礼に連れられて後宮に帰ったので、祥飛は丈鉄とともに私室へ戻もどった。

　室の花台には春らしく生花が飾かざられ、卓たく子しには銀粉で水すい仙せんを描えがいた茶器が一式準備してある。

「思い切りがいいですね、理美は」

　侍官が準備したそれらの茶器で、丈鉄がおおざっぱに茶を淹いれ祥飛に湯飲みを手て渡わたした。

「余も驚いたが、案外本当に平気なのかもしれぬ。あの惚とぼけた女のことだからな」

　理美はいつもほけほけ笑っていて、たいがいのことは「まあ、いいかな」と受け流しそうだ。そういったおおらかなところもまた、祥飛にとっては好ましい。

　それを見み透すかしたように丈鉄がにやつく。

「その惚けた女が可愛かわいくてたまらないと、顔に書いてありますけどね。口づけくらいはもう、してみましたか」

　口に含ふくんだ茶を噴ふき出しそうになり、祥飛はむせて赤面した。

「なにを言うか！」

「その様子じゃまだですね。案外、陛下も奥手だ」

　反論しようとしたとき、「失礼します」と戸口に人ひと影かげが立った。伯礼だった。

「どうした伯礼」

「陛下のお耳に入れたいことがあって参りました」

　これ以上からかわれたくなかった祥飛は、心から感謝しながら伯礼を招き入れた。

　五ご龍りゆうの事件以来、伯礼は祥飛に真しん摯しに仕えてくれているように思う。彼は祥飛の皇帝としての資質を見み極きわめると宣言しているのだから、失望すれば再びなにか事を起こすのかもしれない。

　ただ、そんな気配は感じない。少しずつ、伯礼が近づいてきているような気すらするのだ。

「余の耳に入れたいこととは、なんだ」

「理美を崑国人に仕立てるため、一旦彼女を後宮から出す計画になっておりますね」

「そうするべく景有と朱西が動いているが。それがどうした」

「理美を後宮から出すのであれば、彼女の身辺に、信しん頼らいできる護衛をおつけください。彼女は命を狙ねらわれかねません」




　　　三




「どういう意味だ」

　祥飛は眉まゆをひそめ、丈鉄は探さぐるような上うわ目め遣づかいで伯礼を観察する。

「吏り部ぶ尚しよう書しよが、理美が皇后位に就つくことに関して、あからさまな反対を表明したのは不自然だと思われませんか。和国は崑国の属国。それの利権が多少拡大するとしても、たいしたことではないでしょう」

　不自然。その言葉にはっとする。

（和国との関係で損害が生じても、それらに直接関係するのは外交や経済を司つかさどる礼れい部ぶや戸こ部ぶ。吏部には関係ないこと。吏部尚書が宮きゆう廷てい全体を見通し考えを巡めぐらし、あえて余に無礼な書面を出そうと決意するほど忠誠心が強いとは思えぬ。確かに不自然だ）

　伯礼と目を合わせると、彼は気がついたかと問うように頷く。

「ではなぜ吏部尚書は、あのように反対を表明した」

「吏部尚書に影えい響きよう力がある、和国人嫌ぎらいの者と共きよう謀ぼうしたのでしょう。吏部尚書はその者に多額の借金があると噂うわさされており、頭が上がらない。そしてその者は和国人が嫌きらいで、後宮最高位に和国人が座ることは我が慢まんできないでしょう」

　そこまで言われ、祥飛はようやく察した。

「内ない侍じ監かん伊い文ぶん亮りようか」

　祥飛や伯礼が生まれる以前から後宮を取り仕切る伊文亮は、長年その地位を利用して多額の財を蓄たくわえているらしい。後宮には有力貴族や豪ごう商しようの娘むすめたちがこぞってやって来るので、それらに便べん宜ぎを図はかることで肥え太っていくのだ。

　文亮は選民意識が強い。崑国人でも身分のない者は虫けらのように見下す。和国人など、人とも思っていないはず。それは明めい来らい告こく地ちの前、四し夫ふ人じんたちと文亮が対立したことでも知れる。

「どれほど記録上理美が崑国人になろうとも、伊内侍監にとって彼女は和国人。彼女を皇后位に就かせないために、執しゆう念ねん深くどんな手でも使ってきます。彼はえげつなく執念深い」

　そこで伯礼の目に、暗い影かげが揺ゆれる。

「身をもって知っています。わたしは」

　一いつ瞬しゆん見せた伯礼の暗い表情に、胸をつかれる。

（伯礼は十一年間、どんな目にあったのだ）

　それを思うと、彼の容よう貌ぼうが高貴で美しいだけによけいに痛々しい。

　つらかったか、と問いたかったが、気き恥はずかしさと過か酷こくな経験を語らせることへの躊躇いに、沈ちん黙もくした。伯礼は続ける。

「ですから、理美には信頼できる、腕うでの立つ護衛をつけるべきだと申し上げたくて参りました。後宮を離はなれるとなればなおさら、伊内侍監にとっては好機」

「手出しはさせぬ、絶対に。理美は余のものだ」

　自らが侮あなどられることよりも、意味もなく人を蔑さげすむ者に腹が立つ。伊文亮が伯礼をどのようにあつかってきたかは知らない。だが伯礼の言葉から察するに、かなり痛めつけられている。

（伯礼。そしてこのたびは、理美か）

　理美が命を狙われるなど、あまりの馬ば鹿か馬鹿しさと無意味さに憎にくしみさえ覚える。

　しかし祥飛は皇こう帝ていであり、彼女を守るために側そばに居続けることなどできない。愛いとしい女を自分の手で守ることすら、ままならない。皇帝は不自由なのだ。

（そのかわり、最も頼たよりになり、信頼できる者を護衛につけるべきだ）

　それが祥飛にできる精せい一いつ杯ぱいのことなのだから。

　怒いかりを押し殺しながら「丈鉄」と呼ぶと、丈鉄が「はい」と低く答える。

「理美を守ってくれるか」

「ご命令とあれば。しかし和国人だからと、そんな理由で命まで狙うものですかね。ちょいと気に入らなくても、損害も利益もない」

　武官であり密みつ探たんも務める丈鉄にしてみれば、実利のない殺意など愚おろかとしかうつらないはず。

「偏へん見けんと憎ぞう悪おは、理り屈くつや理性でははかれません。だからこそ危険なのです」

　伯礼の答えに、丈鉄は苦く笑しようする。

「あんたの疑いこそが、偏見や憎悪から来る杞き憂ゆうってことはないかい？」

「いや、丈鉄。おそらく伯礼の見立ては正しい」

　祥飛は後宮で育ったのだ。母延えん貴き妃ひとともに我が物顔で後宮を支配していた伊文亮の性向は、肌はだで感じて知っていた。

「余は伯礼が抱いだく危き惧ぐはもっともだと思う。だからこそ、おまえに頼たのみたいのだ丈鉄」

「そこまでご心配ならば。やりますよ」

　気負いなく答えた丈鉄の様子は頼もしい。祥飛が知るなかで彼は最上の護衛だ。

　彼は祥飛の護衛でありながら、周考仁の命を受けて度たび々たび動く。そもそも丈鉄を祥飛の護衛としたのは先帝と考仁なので、なんらかの関かかわりがあっても不思議ではない。

　祥飛だけに忠誠を誓ちかい、他ほかの誰だれの命令もきいてはならぬと、悋りん気きの強い女のように丈鉄を縛しばる気はない。彼が誰の命を受けてなにをしようとも、祥飛に不利なことはしないだろうと信じている。

　それは十年近く側で一いつ緒しよに過ごしたことで、ゆっくりと芽生えた信頼。

　緩ゆるやかに芽生えたものは大きく根を張り、些さ細さいなことでは揺るがない。そういうものだ。
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　立りつ后こう式しきの日取りが決定したと理美に知らせが来たのは、それから三日後だった。

　龍たつ之の月づき三さん廻めぐりの甲こう。その日を立后式とすることが最善と、宮廷道士の卜ぼく占せんに出たらしい。

　おおよそ六十日後の初夏である。

　それと同時に、にわかに理美の周囲が慌あわただしくなった。後宮を辞する段取りがなされ、理美は水すい祇し宮きゆうへと居を移すことになったのだ。

　後宮を出るのには特別な儀ぎ式しきもなく、通用門に準備された小さな馬車で去る。老侍女は通用門まで見送りに出て涙なみだし、「早く帰ってきてくださいまし」と何度も繰くり返した。

　食材や日用品を届ける商人たちの馬車とすれ違ちがい、ひっそりと通用門を出る馬車の明かり取りから後宮の甍いらかをふり返り、もの寂さびしい気持ちになる。

　後宮から暇ひまを出される女たちというのは、解放感と一緒に、虚むなしさや寂しさを感じながら去るのだろう。これからの先行きの不安と、敗北感に似たものも抱かかえ。

（これで、和国からやって来た美味うましの宮みや理あや子こ──雪理美は行方ゆくえ知れずになった）

　膝ひざに抱えた香かおり漬づけの素す焼やきの壺つぼを撫なでる。これだけは手放さないでも良いと、朱西が請うけ合ってくれていた。献けん上じよう品として、国外の珍めずらしい食品を受け取ることはありえるので、と。

　ただ、和国を去るときに手て渡わたされた姉斎さい宮ぐうからの文ふみは、小しよう翼よく宮きゆうを出るときに蠟ろう燭そくの火で焼いた。和国人の通つう詞じから渡わたされた、俗ぞく語ごの単語帖ちようも焼いてしまったので、今後俗語が飛び交かう場面では、苦労しそうな予感がする。

　単語帖を焼くのはまだ良かった。困るだろうなぁと、吞のん気きに構えていられた。

　しかし姉斎宮の文を焼くときは、目の前にある姉斎宮の心すらも焼き捨てるような気がして、ぼうっとしてしまった。脱だつ力りよく感かんばかりが強かった。

　今になって哀かなしみがこみあげる。後宮を出ることによって、和国からやって来た理子という存在が完全に消しよう滅めつすることを今さら実感したのだ。

（斎宮様。わたしは崑国人になります。もう斎宮様の文も読めません。文を出すことも）

　俯うつむいた瞬しゆん間かんにほろりと涙がこぼれた。

　理美の裳もの中に隠かくれていた珠ちゃんが顔を出し、青いきれいな瞳ひとみで理美を見つめる。するするっと肩かたに上ると、小さな鼻先を頰ほおに擦こすりつけてきた。

「ありがとう、珠ちゃん」

　小さな神しん獣じゆうの労いたわりが嬉うれしかった。

（哀しむのは水祇宮に着くまでにしよう。わたしのいる場所には、珠ちゃんもいる。陛下も、朱西様も、四夫人も。哀しむ必要はないから。泣く必要なんてないから）

　珠ちゃんを抱だきしめ、俯き、静かに涙を流した。誰にも見られないように。







　水祇宮は皇帝が避ひ暑しよに利用する夏の離り宮きゆうであり、去年の春、一時理美が幽ゆう閉へいされた場所。

　理美は周考仁の縁えん戚せきの姫ひめとして再度後宮に入る段取りのようで、そのため水祇宮での身み柄がらは考仁預かりとなるらしかった。

「え～と、あの～。なんと言いますか～」

　水祇宮に到とう着ちやくした理美は自分に与あたえられた房ぼうで、困こん惑わくして立ちつくす。

　理美を困らせている原因は、彼女の困惑など意に介かいさぬ様子で、腕うで枕まくらして長なが椅い子すに寝ねそべり、ひらひらと手を振ふった。

「どうした理美。遠えん慮りよはいらないぜ。どんどん荷ほどきでも、襦じゆ裙くんの帯でも解いてくれ」

　狼おおかみが笑ったような顔でそう言ったのは、丈鉄。

　水祇宮の建物群は、深緑色の水をたたえる翡ひ翠すい泉せんの岸を取り囲む歩ほ廊ろうで繫つながれている。

　回廊の一部は岸からわずかに水面へとせり出し、建物から建物へと移動するときでさえ、水みな面もを渡る風を全身に受ける。さらには泉の中央を突つき抜ぬけるように、水上には一本の歩廊がある。これはまさに水上散策の道。中央は円形に膨ふくれ小さな四阿あずまやとなっていた。

　水祇宮で理美に与えられたのは、居室と寝しん室しつ、侍じ女じよの控ひかえ室と予備室の、四部屋からなるゆったりした房だ。房には泉にせり出した露ろ台だいがあり、涼すずしい風が吹ふく。夏場に傘かさなど持ち出してくつろげば、心ここ地ちよいだろう。

　理美は、周考仁の縁戚の姫として滞たい在ざいすることになる。そのために後宮で理美つきだった老侍女とは一いつ旦たん別れたし、水祇宮で働く侍女や下働きたちは、全すべてが周家から派は遣けんされていた。

　誰一人知った顔のいない環かん境きようと思いきや、理美が房に足を踏ふみ入れると、そこに丈鉄がいたのだ。丈鉄が思いがけず房にいたものだから、肩の上にいた珠ちゃんがピャッと声をあげて、慌てて理美の裳の中へ潜もぐりこんでしまった。

「荷ほどきの前に、訊ききたいことが」

「襦裙の帯の解き方か？　それなら懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えてやるぜ」

　あまりの軽口に、丈鉄に注ぐ視線が冷ややかになってしまう。

「丈鉄様。品性のかたまりみたいな朱西様と、長年おつきあいがある方とは思えない発言です」

「そうかい？　俺に足りない品性は朱西が補い、朱西に足りない野や蛮ばんさは俺が補う、良い関係なんだがな。朱西の奴やつは素す直なおだから、俺の助言は真面目まじめに聞く。以前、高貴な女の慰なぐさめかたってのを伝授したが、そうかそうかと納なつ得とくしていたしな」

「高貴な女性の慰めかた……って！　あれを教えたの、丈鉄様なんですか!?」

　一年前水祇宮に滞在していたときのこと。朱西は「高貴な女性の慰めかたは教養として習った」と言い、下心で迫せまっているようにしか見えないことを、至し極ごく真面目にやろうとした。

「あんた相手に実行したのかよ。さすが朱西」

「絶対、絶対、悪ふざけで朱西様に教えましたよね!?」

「友情ってもんさ。あの頃ころはまったく女に興味がなさそうだったから、男としてまずいと思ってな。それはそうと、あんたの質問ってのは？」

「そうでした。質問。そもそも、なんで丈鉄様がわたしの房で寝てるんですか？　丈鉄様は陛下の護衛ですよね。陛下を放置していいんですか」

「その陛下のご命令で来たのさ」

　起き上がると、丈鉄は長椅子に座ったまま理美を鋭するどい目で見あげる。

「あんたはこれから命を狙ねらわれる可能性が高い。陛下のご命令で、あんたの護衛をするんだ」

「命を？　なぜわたしが、誰に」

「和国人が皇后になるのを許せない奴がいる。伊文亮だ。あんたが皇后になるのを反対している吏り部ぶ尚しよう書しよも、文亮にたきつけられたふしがある。それに対して、礼れい部ぶ尚書と朱西が今回の策を実行した。詭き弁べんと言われようが、策が終わればあんたは記録上は崑国人になり、反対する者を黙だまらせられる。この動きを察した文亮が、最終手段として命を狙いかねない」

　伊文亮の名に、ぞっとした。彼は理美が和国人であるというだけで盗ぬすつ人とあつかいした。彼からは理美に対する蔑さげすみしか感じられず、しかも蔑みには根こん拠きよがなく、ただ感情的な嫌けん悪お感かんであるが故ゆえに、けして変わることがない種類の憎ぞう悪おだと肌で感じたからだ。

　文亮からすれば、自らが長年支配する後宮の最高位に和国人が座るのは許せないはず。

「伊内侍監かんは、そこまでするんですか？」

「するだろうと伯礼は言ってた。十一年間も伊内侍監に仕え、なぶられ続けている奴が、伊文亮ならやると言ってる。だから陛下も伯礼の助言を受け入れた。そして俺が来たってわけだ」

「伯礼様は、陛下に忠実に働いていらっしゃるみたいですね」

　不幸な兄弟が、ぎこちないながらも助けあっていると思うとほっとする。

「俺は未いまだに懐かい疑ぎ的だがな。あのきれいな顔の狐きつねが、なにを思って助言なんかしたのかってな」

「おや、心外ですね。わたしの真心を疑うなんて」

　突とつ如じよ声がした。ふり返ると、伯礼がいつもの微び笑しようで戸口に立っていた。

「伯礼様。どうしてこちらに」

「明日から、四し夫ふ人じんも水すい祇し宮きゆうに滞在するからね。その準備に」

「四夫人が水祇宮においでになるんですか!?」

　驚おどろきと嬉しさに飛びあがった。

「理美の皇后教育のため四夫人も水祇宮に滞在したいと、あの方たちが直接陛下に許しを請こうたんだよ。陛下は快かい諾だくしてくださった。四夫人は、君を驚かせて喜ばせたかったみたいだね」

　四夫人が水祇宮に来てくれるとは、どれほど心強いか。

　伯礼は扉とびらの枠わくに気け怠だるげに寄りかかり、室の中を見回す。

「朱西がいないね。彼、どうしたの。彼だけに、陛下から特命でも下ってるの？」

「さあな」と丈鉄は流したが、理美は真面目に答えていた。

「朱西様はわたしに……、水祇宮に近づくべきではないから、そうしているんですきっと。正しいことです。朱西様のお生まれを考えれば」

「朱西は周家の嫡ちやく子しでしょう。今は水祇宮も理美も周家の預かりになっているのだから、逆に、朱西はここにいるべきだと思うけれどね。なにか彼にも思おも惑わくがあるの？」

　もっともな伯礼の言葉に、理美は苦笑いを返した。

　丈鉄は勘かんぐるように理美の表情を見やるが、すぐに話題を変える。

「そう言うあんたも、陛下へのご忠告にはどんな思惑があるのやらな、伯礼。その化けの皮、俺が無む理り矢や理りにはがしてやろうか」

「そう、あせらずとも。時が来れば化けの皮を脱ぬぎましょう、自ら。……おや？」

　伯礼の視線が廊下の向こうへ流れると、彼は急に姿勢を正し戸口の脇わきに控え、礼をとる。

　颯さつ爽そうと姿を現したのは、黒と見まごう深ふか紫むらさきの上じよう衣い下か裳もを身につけた崑国皇こう帝てい、祥飛だ。

　理美も丈鉄も礼をとるが、祥飛は鷹おう揚ように手をふって「礼は不要だ。理美の様子を見に来ただけだ。あまり時間がない」と告げて室内へ踏み込む。

「今日、後宮を出て水祇宮へ移ったと聞いた。護衛としておまえに丈鉄をつけること、言っていなかったからな。伝えなければと思って来た。それにすこし、気にもなったし」

　丈鉄の件は付け足しで、理美の様子が気になってどうしようもなくて、忙いそがしい公務の間を縫ぬってやって来たのだろう。照れ隠しの言葉が可愛かわいらしい。

「ありがとうございます。わたしは、大だい丈じよう夫ぶです」

　気がつくと、いつのまにか丈鉄と伯礼がいなくなっている。祥飛の背後に控えていたはずの侍官の姿も、目につく場所から消えていた。

（あれ？　みんなどうしたのかな？）

「水祇宮に滞在するのはヨギまでで、その後再び後宮に戻もどると朱西からは聞いているが。余は頻ひん繁ぱんに水祇宮を訪おとずれることができない。大丈夫か」

　気き遣づかわしげな祥飛に心配かけまいと、理美はほわりと笑う。

「まったくぜんぜん大丈夫です。微み塵じんも寂さびしくないですよ～」

　祥飛は複雑な表情になる。

「それは良かったが。余に会えないことが微塵も寂しくないと言われると……」

「微塵は違ちがいますか？　微塵子ほど……違うかな？　抜け毛ほども寂しくない……だったかしら」

「違う。抜け毛は、この世の終わりかと思うほど寂しくなる者もいる。表現は微塵で良いのだ。余と離はなれ、おまえがせいせいしてるように思えると言いたかった」

「それはありません。本来なら陛下のお側そばで陛下のお役に立たなければいけないのに、ここにいるのが心苦しくて。せめて陛下にご心配かけたくないと」

「心配、かけてもいい」

　素す早ばやく祥飛は一歩踏み出し、理美の腰こしを抱だいて引き寄せた。鼻先がくっつくほどの距きよ離りで見つめられ、胸の中で心臓が飛びあがり顔が強こわばる。

「陛下!?」

　そこでようやく、丈鉄や伯礼たちが何気なく姿を消した理由がわかった。

（そそそ、そうか！　皆みんなで陛下に気を遣つかってるんだわ。皇后内定者のところへわざわざ来たんだから、それなりに目的があってしかるべきで。それってわたしに対して、陛下があれこれ、人目を憚はばかるようなことを。そういうことよね!?）

　当然、覚かく悟ごしていなかったわけではない。ただそんなことは立りつ后こう式しきが終わってからだろうと、勝手に思い込んでいた。

　だが考えてみれば、普ふ通つう皇后となる妃ひ嬪ひんは既すでに後宮の女で、皇帝の手がついているのが大前提。手のついていない理美の方が特とく殊しゆ。ということは、いつ何なん時どき、そういったことが起こるかわからない。皇后になると承知した瞬しゆん間かんから、祥飛に「全すべて捧ささげます」と宣言したのも同じなのだから。

　陽ひはまだ高い。けれど皇帝の場合は、そういうことに昼夜は関係あるのか。

　背中が冷や汗あせで涼すずしくなる。裳の中にいる珠ちゃんは理美の緊きん張ちようを感じたのか、尾おをゆらゆら揺ゆらしていた。柔やわらかでなめらかな尾が、するすると膝ひざのあたりを撫なでている。

「おまえは余のもので、余が自分のものを気遣うのは当然だ。甘えてよい」

　長く濃こい睫まつげと鋭い色いろ香かが漂ただよう目元。これほど麗うるわしい皇帝がどこにいるのかと、改めて感じる。しかも思いやりに満ちている。その彼に「甘えてよい」と許され、抱き寄せられるのは女としてこれ以上ない幸福なのだろう。

　ただ理美の中に消えずに残る恋こい心ごころだけが、問題なのだ。

「口づけして良いか」

　問われて、恐きよう怖ふに近い感情で縮みあがる。

（朱西様）

　心の中でそう呼んでしまったことに、理美自身は気がつかなかった。

　ただ息苦しくて、恐おそろしいとだけ感じていた。

　これはいずれ起こることで、覚悟しなければならないこと。それはわかっていたから「はい」と答え、微かすかに震ふるえながらも目を閉じた。

（朱西様、朱西様。朱西様）

　胸の奥で何かが叫さけんでいると思ったが、その声を聞かないようにした。直感的に聞いてはならないと思った。

　さらに引き寄せられ、唇くちびるに祥飛の吐と息いきを感じる。
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（来る！）

　さらに強く瞼まぶたを閉じ体を硬かたくして待った───が、なかなか口づけされない。

（………………あれ？）

　そろりと目を開けると、祥飛がなんとも言えない顔で理美を見ていた。

「陛下？　あの、口づけは」

「気が失うせた」

「へ、なんで。まさか、えっと。なんだっけそんな症しよう状じようを……御ご不能でいらっしゃいますか？」

「そのような、あけすけな言葉を使うな」

「丁てい寧ねい語です」

「残念だがまったく丁寧になっていない。気が失せたのは、歯痛を我が慢まんしているようなそんな顔を見て萎なえたからだ」

　それほど変な顔をしたのかと、両手で頰ほおを挟はさむ。

「顔!?　すみません！　緊張して。大丈夫です、わかりました。顔を作ります、今から」

「良い。無理をするな」

　苦く笑しようした祥飛は理美の腰から手を離はなすと、小さな子どもにするように頭を撫でた。

　一つ年下のはずだが、祥飛は理美よりも長身で、そうやって頭を撫でられると、自分の方が年下のようにも思えた。彼の雰ふん囲い気きが、以前に比べすこし大人びたのかもしれない。

「おまえが経験不足なのはわかった。ヨギまで待とう。それまでに四し夫ふ人じんたちに、いろいろ習っておけ。帰る」

　室を出る祥飛を追って廊ろう下かまで出ると、歩み去るその背中に深い礼をとる。正直ほっとしていた。いずれ必ず訪れることなのに、まだ心の準備ができていない。

（本当に陛下には申し訳ない。はやくしないと。あまり長々と引き延ばすのは、良くない）

　珠ちゃんがするりと裳も裾すそから出てきて肩かたに上り、理美の顔を覗のぞき込む。「大丈夫？」と気遣われているようだ。理美は滑なめらかな毛皮を撫でた。

「平気よ珠ちゃん。陛下にこれ以上不快な思いをさせないようにいろいろ習わないと、四夫人から」

　そしてそこで首を傾かしげる。

「でも。さっきから陛下が言ってたヨギって、なんだろう」
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「朱西」

　食しき学がく堂どうへ向かおうと、礼れい部ぶの歩廊を歩いていた朱西は、背後から周考仁に呼び止められた。

「なぜ礼部においでなのですか、父上」

　考仁は今日、諸税についての会議があり一日中戸こ部ぶに詰つめっぱなしだと聞いていた。礼部に来る用件はないはず。

「おまえが水すい祇し宮きゆうへ行っていないと報告を聞いて、ここに来た。なぜ行っていない。今回のことは景有とおまえで考え、実行した策ではないか」

「行く理由がありますか？　策の段取りさえできれば、水祇宮に顔を出す必要はない。それよりも食学研究を進める方が良いかと思いますが」

「策をなすなら完かん璧ぺきを目指すものだ。雪理美を崑国人に仕立てるなら、教育者が必要」

「それは四夫人が買って出てくださいました」

「四夫人は後宮の女だ。外朝の実情や政まつりごとの仕組み、臣下たちへの適切な対応など、皇后に必要な教育は外朝で働く者にしかできぬ」

「それに関しては、礼部の猿えん侍じ郎ろうにお願いする段取りをして」

「おまえ以上の適任者はいない」

　朱西の言葉を遮さえぎり、考仁は断言した。

「わたしの目から見ておまえ以上に皇后教育に向いている者はいない。おまえは崑国一の博士と、褒ほめそやされているではないか。しかも彼女は周家の預かり。おまえが適任だ」

　言葉の最後に滲にじむ嫌いや味みに、朱西は、握にぎりしめた拳こぶしを袖そでに隠かくした。

（この人は）

　考仁が実の父でないと知った日から、ひたすら不思議でならなかった。なぜ考仁が政敵となりえる青せい修しゆうの子を、あえて実子として育てたのか、と。

　日が経つにつれおぼろげながらわかってきたのは、考仁は純じゆん粋すいな憐あわれみや愛情から、朱西を実子としたのではないだろうということ。

　昔から時々、憎にくまれているのではないかと感じることがあった。

　それは自分の脆ぜい弱じやくな心が、過か剰じように反応しているだけかと思っていたが、どうやら違ちがう。

　本当に考仁は朱西が憎いのだ。

　政敵を憎み、そしてその子の朱西も憎んでいる。そのために手元に置き、なぶって遊ぼうとしている。そうとしか思えない。

　今もそうだ。考仁は間違いなく丈鉄から報告を受け、朱西と理美が心を通わせていたことを知っている。それなのにあえて教育を彼女にしろという。

　恋こいしい人が別の男のものになるために、自らの手で教育しろと。

（この人は、俺を苦しめたがっている）

「雪理美への徹てつ底てい的な教育が必要なのは、おまえも認めるところだろう」

　考仁が正しい点はある。理美への丁寧かつ確実な皇后教育には、朱西がもっとも向いている。理美の崑国への理解度も知っているから、彼女もやりやすいだろう。

「……わかりました。参ります、水祇宮へ」

　しばらくの沈ちん黙もくのあとに、そう答えた。考仁は満足げに頷うなずく。

「陛下と礼部尚しよう書しよにはわたしから、おまえが理美の教育に当たると報告しておく。陛下も喜ばれることだろう。信しん頼らいしているおまえが、皇后を教育するとなればな」

　お願いしますと言って、朱西は一いつ旦たん食学堂へ入った。水祇宮で理美の教育をするにあたり、必要な資料を準備するのだ。墨すみの香かおりが濃い食学堂内部は、理美がここにいたときには思いもよらないほど、味気ない。足あし下もとはひんやりとしている。

　考仁の命じるまま、こうやって資料を準備している姿を丈鉄が見たら、また言われるだろうか。「このまま周考仁の思おも惑わくの中で生きるのか」と。

（そう見えてくれれば成功か。腰こし抜ぬけと思われれば、なおいい）

　小さく笑った。

　胸に染しみついた愛いとしさが消えない。だから朱西は今、こうやって静かに準備をしているのだ。

（理美は俺のことを心から消してしまった。俺はまだ彼女を思っている。だが、それでもいい）

　手早く資料を整え、水祇宮へと向かった。
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　理美の荷ほどきはすぐに終わる。

　もともと身一つで崑国にやって来た理美には個人の持ちものが極きよく端たんに少なく、衣い装しよう箱ひとつと香かおり漬づけの壺つぼだけ。しかも衣装は崑国に来て与あたえられたものなので、さして愛着もない。

　愛着があるのは小さな素焼きの壺一つ。香漬の壺。

　卓たく子しの上に置いて中身を確かく認にんし、蓋ふたをして再び撫なで回していると、丈鉄が呆あきれたような顔をしていた。その後彼は、水祇宮の警備状じよう況きようを調べてくると言って出て行った。

（料理したいなぁ。四夫人が水祇宮に来たら、皆みんなでおいしいもの食べたいけど。わたしが作りましたと料理を出したら、怒おこられそう。皇后内定者が料理なんかしてはいけません、って。でも皇后になっても、ずっと料理できないのはつらいな～。こっそり、できないかな～）

　皇后になったあかつきには、いかに人目を盗ぬすんで料理するか。それが大問題だ。

　方法をあれこれ考えつつ、飽あきもせず香漬の壺に触ふれていると周家の侍女がやって来た。お勉強の時間なので、翡ひ翠すい泉せんの四阿あずまやにおいでくださいと告げられた。

「そういえば皇后教育のため、礼部の猿侍郎というお方が来てくださるって聞いた気がする」

　これも理美が努力をしなければならないこと。崑国の政に関することを学ぶと聞いているので、理解すること、覚えることは膨ぼう大だいなはず。

「がんばらないと。珠ちゃん、行ってくるね」

　香漬の壺に頰ほおずりしていた珠ちゃんは、いったん動きを止めて見送ってくれた。

　翡翠泉の中央へ延びる歩廊は、水中に立てた杭くいで支えられている。屋根つきの歩廊の左右には穏おだやかにさざ波が立つ水みな面もが広がる。吹ふき抜ぬけるかすかな春風のかぐわしさは、景色とあいまって、人の心を広々とした水面へと誘さそうようだ。

　歩廊は翡翠泉の中央で円形に膨ふくれ、四阿になっていた。そこに華きや奢しやな紫し檀たんの卓子と椅い子すが配置されている。

　四阿に佇たたずむ人を認めて、理美は「あっ」と小さく声をあげた。

「朱西様？」

　理美の腕うでに絡からむ領巾ひれがさらりと風に流れ、珊さん瑚ごの歩ほ揺ようが小さく音を立てた。

　欄らん干かんの側そばに立ち水面を見つめていた朱西の視線がこちらに流れ、理美と目が合うと彼はいつものように優しく微笑ほほえむ。

「なぜ朱西様が。お勉強の講師は礼部の猿侍郎と」

「急きゆう遽きよ、俺が教育することになりました」

「そうなんですか」

　答えた笑顔がぎこちない。皇后になるための教育を朱西がするということは、彼が理美に対して「皇后になれ」と命じているような気がする。

　朱西は理美が決断したことを受け、理美に対するわずかな未練もなくなったのだろう。

　それが当然で望ましいこと。

　ただ理美の胸の中では朱西を慕したう気持ちが、まだ消えない。そんな人から「他の男のものになれ」と教育されるのは、すこしだけつらい。

（でもこの胸の痛みは、抱かかえ続けると誓ちかったもの）

　自分の気持ちを立て直し、朱西に促うながされるまま卓子に着く。そこには何冊もの書が積まれていて、冊数に気が遠くなる。

「こんなに習い覚えることがあるんですか？」

「いいえ」

　ほっとしかける理美に、朱西はさらりと告げた。

「これは全体の三分の一です」

　突つっ伏ぷしたくなった。勉強は嫌きらいな方ではないのだが、まずはその膨大な量に萎なえる。

　朱西は一番上に重ねられていた書を手にとり、理美の前に広げた。

「全部一度に理解し覚えろとは言いません。けれどコウエツまでには半分理解しておくことが必要で、テンキョまでには、覚えていなくとも、ひととおりの理解をしてください」

　耳慣れない単語に首を傾かしげる。

「コウエツとテンキョって、なんですか」

「それもまだ、教えられてませんか」

　覚えることは膨大にありそうですねと溜ため息いき交じりに言いながら、朱西も卓子を挟はさんで理美の前に座った。

「立りつ后こう式しきというのは、三つの儀ぎ式しきから成るのです。コウエツ、ヨギ、テンキョがその三つ」

　ヨギという言葉に、理美はひくりと反応した。祥飛が口にした言葉だ。朱西の説明は続く。

「宮きゆう廷てい道士が立后式の日取りとして出したのは、最後の儀式テンキョが実じつ施しされる日のこと。一いつ般ぱん的にはこれを立后式と呼ぶんです。華はなやかに大々的におこなわれる儀式で、皇こう帝ていと皇后が天てん壇だんへのぼり、天神に許しを請こうというものです。天壇へのぼる長い行列が仕立てられ、とりどりの旗が閃ひらめくので、眉び山ざんに極ごく彩さい色しきの龍りゆうがのぼるような様になります」

　宙に「天てん許きよ」と文字を書き、続いて「公こう謁えつ」と書く。

「対して最初の儀式は、公謁です。これは皇后内定者と重臣たちでおこなわれます。皇后内定者を重臣たちが認めるための儀式。要するに臣下へのお披ひ露ろ目めで、定型の問答が、皇后内定者と重臣たちの間でなされます。そしてヨギですが、あなたはこの日を境に、再び後宮に戻もどる手はずになっています」

「夜よ儀ぎ」と朱西は宙に書いた。

「これは皇帝と皇后内定者の間でおこなわれる儀式で、初めて皇帝と皇后として契ちぎる夜です。夜儀は、後宮の妃ひ嬪ひんが皇后に昇しよう格かくすることがほとんどなので、初めてと言いながらも実情は、華やかな夜の宴うたげといったものですが」

　朱西が言葉を切る。躊躇ためらうような間に、理美は夜儀の意味を悟さとった。同時に祥飛が夜儀まで待つと言った理由もわかった。

（その夜が、わたしが本当の意味で陛下に全すべてを捧ささげる夜になるということ）

　視線を手元にすえたまま、朱西は理美の方を見ない。

「公謁も天許もつつがなく終えることができるように、俺が指導します。夜儀に関しては四し夫ふ人じんに教えを乞こうべきです」

「……はい」

　不安のあまり返事がか細くなってしまう。しばらく沈黙が流れた後、気を取り直したように朱西は顔をあげ笑顔を見せた。書を理美の方へと押し出す。

「さあ、始めましょう。学ぶべきことはたくさんあります」

　さらに勇気づけるように強い声で言う。

「まずは公謁のことだけを考えてください。これは大切な儀式です。臣下の前で恥はじをかけば、それは陛下の恥になります。いいですね」

　陛下の恥。それを聞いて身が引き締しまる。「はい」と今度は強くはっきりとした声で返事した理美に、朱西は「良い子です」と言いたげに微笑む。

　さあと、広げた書を朱西が理美の方へと押しだしたときに、侍じ女じよが一人四阿にやって来て「お茶をお持ちいたしました」と卓子へ茶器を置く。

「ありがとうございます」と朱西は礼を述べたが、すぐに訝いぶかしげな表情になる。

「あなたは、周家では見たことのない顔ですね」

「十日ほど前に、雇やとい入れられたばかりでございます」

　そつない笑みで侍女は答え、茶器を並べると盆ぼんを抱えて歩ほ廊ろうを戻っていく。

　花の薫かおりが強い湯飲みに理美が手を伸ばそうとしたとき、朱西がいきなりその手を叩たたいた。手から湯飲みが飛んで床ゆかに落ちて割れた。

　朱西は卓子に置かれた茶器を摑つかむと、四阿の欄干から身を乗り出して翡翠泉へと投げ捨てた。茶器がどぶりと水面に沈しずむと同時に、広がる波は紋もんの間に、銀色の魚の腹が浮うかぶ。

　あっと理美が口を覆おおうと同時に、朱西が叫さけんだ。

「丈鉄！」

　歩廊の端はしからこちらへ向かって、丈鉄が飛ぶように駆かけてくる。侍女が舌打ちし、駆け戻ろうと方向転てん換かんした。その手には銀色の小さな刀。侍女は小さなつむじ風のような身ごなしで、あっという間に理美に近づくと刃やいばを振ふりかぶった。

　一いつ閃せん、鼻先ぎりぎりを刃がかすめる。椅子から立ちあがり背後へ下がったが、裳も裾すそを踏ふんで尻しり餅もちをつく。侍女は瞬またたきのない目を見開き、刃を繰くり出してくる。

「理美！」

　尻餅をついた理美の体を朱西が抱え、床に転がり刃を避よけた。刃が朱西の腕をかすめる。袖そでが裂さけ、朱西は小さく声をあげた。

「朱西様！」

　侍女が刃を振りかぶったとき、彼女の首に背後から太い腕が巻きついた。ぐっと呻うめく女の声とともに、丈鉄が怒ど鳴なる。

「理美！　朱西の腕の付け根を縛しばれ！　刃に毒が塗ぬられてる可能性がある！」

　床に転がる朱西にすがりつく。

「朱西様！」

「理美、怪け我がは」

「わたしは大だい丈じよう夫ぶです。それよりも朱西様、失礼します！」

　彼の袖をたくし上げると、二の腕に細い切り傷が一筋。その一筋の傷の周囲が紫むらさきがかっている。まずいと判断した理美は、領巾を裂いて彼の腕の付け根を縛った。「動かないでください」と告げると、傷口に口をつけた。
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「理美!?」

　朱西が仰ぎよう天てんしたように身じろぎし頰ほおを染めるが、彼の腕うでを両手で押さえて口をつける。傷口から血を吸い出し、吐はき捨てる。

　和国にいた頃ころ、山守とともに山菜採りに出向くことがあった。そのとき毒どく蛇へびに嚙かまれた山守を見ることがあり、処置も習った。毒は内臓や皮ひ膚ふの傷から体内に入る。刃に仕込んだ毒であれば皮膚からの吸収はなく、傷から浸しん透とうする種類と見て間ま違ちがいない。血に混じり体を冒おかす。となると、腕を縛り血を止め、毒に冒された血を可能な限り吸い出すのが最も有効。

　理美の口内に傷さえなければできる処置だ。

　血を吸い出す間も、丈鉄に首を絞しめられた侍女は抵てい抗こうを止やめない。丈鉄がおとなしくしろと脅おどしつけたが、彼女の手にある刃が肌はだをかすめる。丈鉄の腕にさらに力がこもり、ごきりと嫌いやな音がした。侍女の体から力が抜ぬける。

　丈鉄が舌打ちして彼女を放すと、女の体はその場に頽くずおれた。その体をまたいで丈鉄は理美の傍かたわらに膝ひざをつく。

「処置は上等だ、理美」

　朱西の肌から口を離はなすと、丈鉄と床に倒たおれた侍女を見比べた。

「あの人は」

「死んだ。朱西、大丈夫か」

「ああ。かすり傷だ。ありがとう理美。もう大丈夫です」

　朱西は理美の手をやんわり離させると、袖をおろす。

「どうしてあれが兇きよう手しゆとわかった朱西。茶を運ぶ姿は見ていたが、俺にはわからなかった」

「周家では見ない顔だし、手が荒あれていた。周家では、あんなに手の荒れた侍女を客人の前に出さない。しかも十日前に雇い入れたばかりの侍女を、賓ひん客かくの前に出すことはない……」

　そこで朱西が苦しげに呻き、胸の辺りを押さえる。

「朱西様!?」

　体が傾かしぎ、彼は理美の胸の中へ倒れこんだ。丈鉄が声をあげた。

「まずい、毒が強すぎる！」




　　　二




　急ぎ寝しん台だいへ運ばれた朱西の元へ医師が駆けつけた。幸い朱西を傷つけた刃から毒の見当がついたらしく、医師は解げ毒どくに効く数種の薬湯を煎せんじて飲ませるように指示をした。

　命に別状はないという見立てだったが、体は熱を持ち呼吸が苦しげで、意識もはっきりしていないらしい。ときに譫うわ言ごとのように、意味のない言葉を呟つぶやいた。

　この状態が一昼夜続く可能性があるという。

　理美は朱西の寝台の傍らに座り、彼の額の汗あせを、冷やした布で拭ぬぐい続けていた。

　陽ひが沈み、室内に蠟ろう燭そくの明かりが揺ゆれる。

　壁かべにもたれて朱西の様子を見守っていた丈鉄が、小さく息をつく。

「理美。あんたは自分の室へ戻もどれ。朱西のことは侍女に任せろ」

「嫌です。朱西様はわたしのために、こんなことになったんです。放ほうっておけません」

「じゃあ、俺が朱西を看みててやるから」

「噓うそです。丈鉄様はわたしの護衛を陛下に任されているから、わたしから目を離さないですよね。わたしが自分の室に帰れば、丈鉄様は、わたしを監かん視しできる場所に移動する。朱西様をこうやって見守ってくれるはずありません」

　じわりと涙なみだを滲にじませながら見つめると、丈鉄はお手上げとばかりに肩かたをすくめた。

「よくわかってるじゃないか」

　苦しそうな表情で目を閉じる朱西に視線を戻し、額の汗をまた拭う。

（まさか。本当に命を狙ねらわれるなんて）

　己おのれの立たされた場所がどんなところなのか、ようやくその重大さを認にん識しきした。

（ごめんなさい。朱西様）

　丈鉄は「ここは辛しん気きくさい」と溜ため息いきをつき、室の外で見張りをしていると告げて出て行った。
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　理美は何度も朱西の汗を拭い、医師に指示された薬湯を、彼の頭を支えて飲ませ続けた。

　朱西は時々呻き、唇くちびるを震ふるわせる。なにか探すように動く彼の手を握にぎった。

　徐じよ々じよに苦しげな様子はやわらいできたが、変わらず熱は高い。

　そんな状態が続いていたが、ようやく真夜中すぎに落ち着いた呼吸が戻った。そのことにほっとして、朱西の手を握ったままうとうとしていた。

　蠟燭が小さくなり、じっと音を立てて消えた。その音で理美がハッと目を覚ましたときに、朱西が「そこにいるのは……」と小さく声を出した。

「朱西様！　目が覚めましたか」

　握っていた手に力をこめると、いきなり抱だき寄せられた。
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　朦もう朧ろうとしていた。額や耳の辺りは異様なまでに熱を持っているのに、体の芯しんが冷えて寒い。そんな不快な体の感覚に小さく震えながら、胸の辺りを押さえつけられるような息苦しさにも耐たえていた。誰だれかがずっと朱西を呼んでいる気がしたが、なかなかその声の主の顔も名前も思い出せなかった。

　──朱西様。

　可愛かわいらしくそう呼ぶのは、誰だろうか。意識が遠のき、またぼんやりと引き戻され。そんな感覚を行き来していると、徐々に思い出してきた。

（ああ、そうだ。彼女。この声は理美）

　名を思い出すと胸にあふれるのは愛いとしさだった。重い眠ねむりの底から意識を引き剝はがすようにして目覚めようと努力し、「そこにいるのは理美ですか」と質問しようとした。

　だが声は掠かすれ、言葉は半分で途と切ぎれた。

　すると「朱西様」と呼ぶ理美の声がまた聞こえた。自分の手を握っているのが彼女の小さな手だとも認識した。どうやら自分は暗闇の中で寝台に横になっているらしいが、なぜ横になっているのか、なぜ理美が自分の手を握っているのかわからない。

（可愛い）

　胸を満たすその思いだけで、無意識に彼女を抱き寄せた。「朱西様」と惑まどった震える声がおかしくて、すこし笑いたくなったが、体が怠だるくて思うように声も出ない。ゆっくりと、抱きしめた彼女の肩や髪かみを撫なでる。

「可愛い……。俺がずっと、こうやって抱いていましょう。屋や敷しきに連れて帰って、温かくして、なにも近づけないようにして、ずっと可愛がりましょう」

　彼女の頭を撫でながら、朦朧と心にあるままの言葉を紡つむぐ。彼女は暗闇の中で戸惑うように身じろぎするが、抵抗する様子はない。そのことに満足し、朱西の意識はまた遠のく。
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（朱西様は今、熱に浮うかされて正気じゃない）

　それはよくわかっていた。そうでなければ朱西が、理美に向かって可愛いなどと言うはずがない。今さら朱西の中に、理美への思いが残っているはずがないのだ。

　これはきっと、捨て猫ねこか捨て犬を拾った夢でも見ているに違ちがいない。

（子犬を拾ったら、朱西様はきっとこんなふうに撫でてくれるんだ。可愛がってくれるんだ）

　髪を撫でる優やさしい手つきが嬉うれしくて、いっそ自分が本物の捨て犬なら良かったと思う。

　皇后になる決意をした今、こんなふうに朱西に触ふれることも、触れられることも、許されない。けれどこの暗闇の中、彼が混乱の中で見る夢に存在する捨て犬としてならば、かろうじて許される瞬しゆん間かんかもしれない。

　小さく「わん」と言ってみたら、朱西がくすっと小さく笑う。

　すぐに彼の手は動かなくなり、穏おだやかな寝ね息いきが聞こえ始める。しばらく、理美はそのまま動かなかった。暗闇の中、朱西の温ぬくみを感じていた。
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　どこか油断があったのだ。

　歩ほ廊ろうで涼すずしい風に吹ふかれながら、丈鉄は顔を歪ゆがめ夜空を見あげる。

　伊文亮が理美の命を狙う可能性を示し唆さされても、丈鉄は祥飛を守るときほどの危機感を抱いだいていなかったのは事実だ。

　皇后候補の少女の命など、普ふ通つうに考えれば、熱心に付け狙うほどのものではないからだ。

（だが伊文亮は、かなり本気ってことだ。馬ば鹿かげた執しゆう念ねんだが。伯礼が危あやぶむ通りってわけだ）

　丈鉄の油断から生まれた危機を、危ういところで回かい避ひできたのは朱西のおかげだ。彼は身を挺ていして理美を庇かばった。

　常に丈鉄とともに祥飛の傍かたわらにあり、祥飛を守り支える彼に、こうやって尻しりぬぐいをさせてしまうことが度たび々たびある。悪いとは思うのだが、同時にそれが頼たよりになり、つい甘えてしまいがちなところも確かにある。

　祥飛を軸じくにして、自分と朱西が車の両輪のように存在しているのだ。

　新月の夜。頭上には星が明るく無数に散っている。

　扉とびらに背をつけ、丈鉄は夜空を見あげ続けた。すると扉の向こうで朱西の譫言が聞こえた。愛しい人を慰い撫ぶするような声だ。

（朱西。そんなに理美が好きか）

　涙目で朱西を見守る理美の後ろ姿も瞼まぶたに焼きついている。

（そして理美も朱西が）

　二人とも恋こいの成じよう就じゆは諦あきらめている。しかし、互たがいへの思いは消えていない。

　互いをこれ以上ないほど愛しいと感じながら、諦めているのだ。

　丈鉄はこれまで他人の思いなど斟しん酌しやくする必要がなく、無関心だった。だが今は、こうやって二人の思いを感じると自分の中の何かが動く。

（俺はなにをして、なにをするべきではないか）

　今までは周考仁の命令であれば、考えることなくなんでもやった。それが祥飛や朱西への裏切り行こう為いになるとしても、それが剣けんたる者なのだとわりきっていた。

　しかしここにきて丈鉄は、わりきれなくなった。

　自分がなにをしたいのか、なにをなすべきか迷う。迷っていることをある意味楽しんでいる。

　朱西にも祥飛にも不利なことはしたくない。だが問題なのは、朱西も祥飛も理美を愛しているということ。朱西の有利に動けば祥飛が哀かなしみ、祥飛の有利に動けば朱西が苦しむ。

　これから朱西がどう動くつもりなのか。このまま周考仁の思おも惑わくをなぞるように、唯い々い諾だく々だくと生きるとは思えない。彼は優しい男だが腰こし抜ぬけではない。目の前の道が考仁の敷しいた軌き道どうだと見破れば、悄しよう然ぜんとそれを歩むだけとは思えない。

（朱西は朱西なりに、運命を楽しむ方法を考えているはず）

　それはなにか。朱西がときおり姿を消すのと関係あるかもしれない。

（二人の声を聞いて、おまえはどうするんだ？　秦丈鉄）
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「理美？」

　掠れた声で呼ばれ目が覚めた。窓の隙すき間まから頰ほおに光が射さしていた。朝だ。

　どうやら椅い子すに座ったまま、寝しん台だいの端はしに伏ふせて眠っていたらしい。目をこすりながら顔をあげると、朱西が半身を寝台に起こしていた。

「おはようございます朱西様。お体はどうですか？」

「すこし頭が重いですが。俺は、いったい。四阿あずまやで兇きよう手しゆに襲おそわれて」

「毒のせいで気を失ったんです。丈鉄様がここまで運んでくださいました。医師にも診みてもらいましたけれど、傷から入った毒で一晩うなされておいででした」

「あなたが一晩、看病してくれたんですか」

　理美ははにかんで笑う。

「お薬をさしあげただけです。他ほかにはなにもできなくて」

「迷めい惑わくをかけたんですね。すみません。ありがとうございます」

「朱西様がわたしを庇ってくださったから、わたしは無事でいられたんです。このくらい」

　答えたとき、暗くら闇やみの中で聞いた朱西の声が蘇よみがえり頰が赤らむ。

「どうしました？」

「え、いえ。朱西様は犬か猫を拾われた夢を見ていらしたみたいで」

「そうですか？」

　なにも覚えていない朱西に安あん堵どしたそのとき、回廊を駆かけてくる硬かたい足音が響ひびく。そして、

「朱西！　生きているのか!?」

　扉を開き、怒ど鳴なり込むような勢いで姿を見せたのは祥飛だった。こんな早朝に皇こう帝ていが離り宮きゆうに駆けつけてくるなど予想外だったので、ぽかんと口を開けてしまった。

「陛下？　どうして」

　衫さん一枚しか身につけていない自分はどうしたものかと困ったらしく、朱西は眉まゆ尻じりを下げる。

「どうしてこんなときに、このような場所におみえになるのですか」

「悪いのか。なんだ、その迷惑そうな顔は。おまえが毒で倒たおれたと聞いて来てやったのだ」

　理美が兇手に襲われたこと、さらに朱西が毒に倒れたことは、丈鉄からすぐに報告を受けたのだろう。つかつかと寝台に近寄ってくる祥飛に、朱西は厳しい目を向ける。

「陛下。侍じ中ちゆうが倒れたからと、陛下自らこうやっておみえになるのは、皇帝として如何いかがかと」

「おまえは、いつもうるさい！　余の勝手だ。自分が倒れたときくらいは、素す直なおにありがとうと言え！」

「陛下」と呆あきれたような顔をする朱西を見おろし、肩かたを怒いからせていた祥飛だったが、徐じよ々じよに体から力が抜ぬける。そして小さく息をつく。

「元気なのだな……。よかった」

　笑いを押し殺しながら、丈鉄が寝室に入ってきた。

「今日は説教はなしにしろよ、朱西。俺の報告を聞いて、陛下はそりゃご心配だったらしいぜ。真夜中に宮城を飛び出してこなかっただけ、自重されたと思っておけ」

　迷子の子どもがやっと親の顔を見たときのように、深い安堵と、気き恥はずかしさと、腹立たしさが混じったような祥飛の表情は、彼の年ねん齢れいよりもずっと少年ぽくて可愛かわいらしかった。

　朱西もそれを感じ取ったらしく、苦く笑しようする。

「ありがとうございます、陛下」

「うむ……。まあ、気にするな」

　今さら威い厳げんを保とうとする祥飛に、朱西と丈鉄が顔を見合わせて笑った。

「なにがおかしい！」

　理美もくすくす笑いながら、立ちあがり室から出た。三人の間にある、長年かけて培つちかってきただろう空気が心ここ地ちよく楽しげだったので邪じや魔ましたくなかった。

（朱西様もお元気になった。陛下もおみえになったんだから、料理を作ってお出ししよう）
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　厨ちゆう房ぼうへ向かう途と中ちゆうに自分の房を覗のぞいてみると、珠ちゃんは夜遊びから戻もどってきたところだった。「厨房に行ってくるね」と告げると、ふぁ～んと欠伸あくびして、行ってらっしゃいというように小さく尾おを振ふって寝台の上に丸まった。

（珠ちゃん大だい丈じよう夫ぶかな？　あんなに夜遊びしちゃって。誰だれかに会いに行ってるとか？　もしかして恋こい人びと？）

　神しん龍りゆうというのは、雌し雄ゆうの区別があるのだろうか。そんなことを考えながら厨房に入った。

（あ、懐なつかしい……）

　そこは一年前、朱西とともに立った厨房。朝あさ餉げの準備は終わったらしく、料理人たちの姿は消えていた。竈かまどには微かすかに燠おき火びが残り、ほんのりと空気は暖かい。

「おいおい、突とつ然ぜん動くなよ理美。驚おどろくだろうが」

　背後から声がかかった。丈鉄が苦笑いしながら厨房に入ってくる。

「すみません。よくわかりましたね、ここにいること」

「俺はあんたの護衛だ。つかず離はなれずってやつだな。見られてないようで見られているから、気をつけな。あんたの小さな胸だって、見たくなくとも見えちまうんだ」

「胸って、まさか着き替がえまで!?」

「見ようと思えば見られるが、そんなことはしないから安心しな。興味もないし」

「でも今、わたしの胸が云うん々ぬんって」

　理美の胸が大変つつましやかなことを、丈鉄は知っている口ぶりだ。襦じゆ裙くんの胸むな元もとを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだと言われればそれまでだが、理美もささやかながら、あれこれと工く夫ふうして人並みに見えるようにしているつもりなのに───ばれてる。

「ちらっと見たのは一年くらい前だぜ。あんたから壺つぼを盗とったときさ。見張ってたら、あんたが着替えはじめて肌はだが見えかけた。そのときは、こんな胸じゃ陛下の気は引けないだろう、気の毒な妃ひ嬪ひんだと同情したが。世の中、わからないものだな。いや、わからんのは陛下の好みか」

「一年前でも、今さっきでも。とにかく見て」

「言ったろ、見えかけただけだってな。悪いと思って目をそらしたから、大丈夫だ」

「そんなの、丈鉄様まかせじゃないですか～」

「だな。まあ、貴人の窮きゆう屈くつなところだ。我が慢まんしな。命には代えられないだろう」

　昨日のことが蘇り、ぞっとした。もしあのとき丈鉄が近くにいなければ、理美どころか朱西まで巻き添ぞえで死んでいたはず。丈鉄の姿はあのとき近くに見えなかったが、実は、理美の目の届かない場所でしっかりと見張ってくれていたのだ。

（感謝しなくちゃ。丈鉄様に。そういえばお礼もちゃんと言ってない。朱西様が倒れたことで慌あわてていたから）

　禁軍の尉い将しようで祥飛の護衛を引き受ける勅ちよく任にん武官。祥飛の幼い頃ころから、朱西とともに仕えているらしいのだが、それ以外のことはよく知らない。恋人はいるのか、出身はどこか、なぜ禁軍に勤めるようになったのか、そんなことすら知らない。

　祥飛と朱西の口からも聞いたことがないのは、彼らも詳くわしく知らないからだろう。知っていれば会話の中で、ちょくちょくそういった情報は出てくるものだ。

「ありがとうございます丈鉄様。昨日は助けて頂いて。丈鉄様がいなければ死んでました」

「陛下のご命令だからな。あんたが死んだら、俺が陛下にぶち殺される」

　軽口を叩たたき親しげだが、根本的なところを器用に隠かくし、本心を見せない。改めて丈鉄を見つめると、彼がそんなふうに振る舞まっているように感じた。

「なんだ理美？　妙みような顔して」

「なんでもないです。それよりも丈鉄様、……好きな食べ物はありますか？」

「食い物か？　なんでだ」

「わたし料理を作って、誰かに食べて欲しくてたまらないんです。今朝は陛下と朱西様、丈鉄様に召めし上がって頂きたくて。昨日のお礼もかねて、丈鉄様の好物を作ろうかと」

「変な奴やつだな。護衛にお礼かよ。皇后になっても厨房に立ちそうな勢いだな」

「実は、どうやったらそうできるか、思案中なんです」

　真しん剣けんに返事すると、丈鉄は噴ふき出した。

　丈鉄が、誰にも見せまいとしているのは、なんなのか。それは気になるところ。しかし隠しているものを無理に知る必要はない。それよりも別のことを知れば、彼の出自や家族のことを知らずとも、より深く彼という人を知ることができる。

　たとえば、どんな書を読むか、どんな花が好きか、どんな女性が好みか、そして───どんな食べ物が好きか。そういったこと。

「丈鉄様。お好きな料理はなんですか。教えてください」

　腕うで組ぐみして、丈鉄は天てん井じようの梁はりを見あげる。

「どんな食い物が好きかと問われたら……あれしか、思いつかないな。蜊リー酒ジユウ麵ミイエン」

「それって、ものすごく珍めずらしい料理ですか」

「いや。軽く夜食をすませるときや、朝餉によく出てくる。何日か前にも食ったかな」

「ちょっと待っててください！」

　言い置き、急いで自分の房へとって返そうとしたが腕うでを摑つかまれ、軽く頭を小こ突づかれた。

「だから、ちょろちょろ勝手に動くなよ」

「すみません。でも、書き付けが見たくて」

　丈鉄は「はいはい」とうんざりしたように返事して房についてきた。

　房に戻ると理美は衣い装しよう箱の中を引っ搔かき回す。「あった！」と取り出したのは、宮きゆう廷てい料理人の長おさ、饗きよう応おう長ちよう楊よう高こう晋しんから以前渡わたされた書き付け。崑国料理の基本が細かくまとめられており、ごく一いつ般ぱん的な料理の調理方法も記してある。

　そこに基本の麵めん料理として、小シヤオ海ハイ老ラオ麵ミイエン、菜ツアイ油ヨウ麵ミイエン、鶏ジー醬ジヤン麵ミイエン、蜊酒麵と並んでいる。

　蜊酒麵とは、干貝柱と干海老えびの出汁だしに、酒さか蒸むしにした蜊あさりを蒸し汁じるごと加えて湯タンとして、そこに糸のように細い麵を泳がせるものらしい。仕上げに、熱した油に葱ねぎの香かおりを移した葱油を数すう滴てき垂らす。

　おもに庶しよ民みんの食しよく卓たくに、朝餉や夜食として饗されるらしい。

（蜊は旬しゆんだから厨房にあるかも）

　丈鉄とともに、書き付けを手に厨房に戻ると石いし室むろの中を覗いた。菰こもをかけた盥たらいの中に、塩水に浸ひたされて砂抜きをしてある蜊が見つかった。粒つぶが大きく、ころりと太った良い蜊だ。

（料理できる！　食べてもらえる！）

　袖そでを紐ひもで縛しばる。ひさしぶりに厨房に立てることが、なによりも嬉うれしかった。わくわくする。

　竈の火をかきおこす。火が徐々に大きくなるのを横目に見ながら、最初に麵を打つ。

　和国でも極細の麵を食することはあったが、それは塩水と小麦、少量の植物の油を使って作り、細くのばして乾かん燥そう熟成させる素そう麵めん。あるいは蕎麦そば粉こを使った蕎麦などだった。

　崑国の麵は小麦と塩水を使うのは素麵と同じだが、これに卵を加える。すると、もちもちとして弾だん力りよくがあり、茹ゆでるとつるりとした食感の麵になる。小麦に塩水、卵を加えるとぼそぼそになるのだが、力をこめて練っていく。徐じよ々じよに滑なめらかにまとまり、黄みがかった塊かたまりになる。

「うまいもんだな。麵ってのはこうやって作るのか？」

　いつのまにか傍かたわらに丈鉄が立っていた。彼の動きには音がなく気配もほとんどない。長身の上、無む駄だのない筋肉に覆おおわれている体が気配を殺せることが驚きだ。

　彼は物もの珍めずらしそうに理美の手元を覗き込む。

「丈鉄様はお料理されないんですね。朱西様はご自分でも、食しき学がく的な料理をなさいますけど」

「あれは料理か？　前々から思ってたんだが、ありゃ嫌いやがらせの道具だろう」

　そこで丈鉄は表情を改めて、理美の耳元に鋭するどく囁ささやく。

「あんた、……朱西の秘密を知ってるな」

　小麦を練っていた手が止まる。小さく体が震ふるえた。

「なんのことですか」

「出生だ」

　顔色が変わってしまったのを意識した。こんなに動どう揺ようしていたら隠せない。「意味がわかりません」と言って笑おうとしたが、口元が引きつる。

「わかるはずだ。あんたは昨日、伯礼と話していたときに言ったよな。『正しいことです。朱西様のお生まれを考えれば』ってな。生まれと言ったぞ」

　丈鉄は追つい及きゆうを緩ゆるめない。

「知っているんだな」

　誤ご魔ま化かせない。既すでに丈鉄は確信すら抱いだいていると、詰きつ問もんする声で察した。

　理美は肩かたの力を抜ぬいて項うな垂だれる。

「……はい」

「いつ知った。どうやって」

「成せい華か城じようで怨おん霊りようを鎮しずめた夜に。朱西様と丈鉄様が話しているのを、立ち聞きしてしまいました」

「あのときか。外で人の気配がしたようには思ったんだが、気づけなかったな。俺も柄がらになく動揺してたってことか」

「口外しません。今までもこれからも、朱西様のために」

「わかってるさ。あんたが皇后になると決断したのも、そのことがあったからだろう。妙だとは思ったんだ。いきなりあんたが陛下の申し出を受けたから」

「それだけが理由じゃありません。それが最も良い選せん択たくだと信じたから、そうしたんです」

　丈鉄は小さく溜ため息いきをつき「悪いな」と呟つぶやく。

「いいえ。誰だれも悪くなんてありません。わたしの決断です」

　微笑ほほえんでそう言えた。

　再び手を動かす。今、こうやって料理をできることがありがたかった。

　理をはかる作業の連続で、自らの心を宥なだめていられる。

　練った小麦を布にくるんでしばらく休ませる間に、基本の湯タンを作る。

　湯タンの基本は干海老と干貝柱。二種類の乾ひ物ものを茹で戻もどしそれを湯タンとする。

（そうだ。干海老と干貝柱なら）

　閃ひらめいて、ここで一つ工く夫ふうを加える。石室を探さぐったときに和国から献けん上じようされた海うみ布ふがあるのを発見していたのだ。海布を一切れ、干海老と干貝柱の湯タンに入れた。湯タンのなかにじんわりと海布のうまみと風味が溶とけ出ることで、さらにこくが増すはず。

　くるくると動き回る理美を、丈鉄は珍しそうに見ている。

　今度は大きな鉄てつ鍋なべに蜊と酒を入れ、一気に酒蒸しする。酒蒸しを蒸し汁ごと、基本の湯タンへと混ぜる。こくとうまみの強い干海老と干貝柱、蜊の湯タンに、酒の風味が加わって香が抜ばつ群ぐんに良い。

　休ませておいた麵をめん棒で薄うすく伸のばし、たたみ、細切りにする。

　大鍋にたっぷり湯をわかし、麵を茹でる。麵はすぐに茹であがった。それを湯切りして器うつわに盛り、熱々にした湯タンを注ぐ。仕上げに葱油をたらす。

　澄すんだ湯タンに泳ぐ細麵。湯タンの表面には葱油の油ゆ膜まくが小さな粒になってきらきらしている。

　それを丈鉄とともに朱西の室へと運んだ。

　朱西は寝しん台だいの上で箸はしを手にし、祥飛と丈鉄、理美は卓たく子しを囲んだ。卓子と寝台を隔へだてる衝つい立たてを退どかしたので、なんとなく四人で朝あさ餉げを楽しむことはできそうだった。

「懐なつかしいですね」

　朱西が蜊酒麵を見つめて微笑む。祥飛は腹ぺこだったらしく、さっさと麵を口に運んでいたが、朱西の呟きに箸を止める。

「なにが懐かしいのだ」

「覚えておいでではないですか？　陛下は五、六歳の頃ころ食が細くていらして、しかも偏へん食しよくで、夜食はいつもこれを召めし上がっていました」

「そんなもの覚えてない」

「そうですか？　食が細くて、偏食で、癇かん癪しやく持もちで、虚きよ弱じやく体質で、それはそれは立派な皇太子殿でん下かでいらしたんですがねぇ」

　丈鉄の突つっ込みに、祥飛は頰ほおを染める。

「子どものときのことを、あれこれ言うな」

　むくれる祥飛が面おも白しろいのか、朱西と丈鉄はにこにこしている。理美の前で子どもの頃のことをあれこれ言われるのは恥はずかしかろうと、助け船のつもりで話題を変える。

「わたしの作った蜊リー酒ジユウ麵ミイエンはお口に合いますか、陛下？」

「うむ、美味うまい」

　ほっとしたように祥飛は笑う。

　朱西は上品に箸を使い、丈鉄は鉢はちを引き寄せ麵をすする。丈鉄の食べ方は豪ごう快かいで遠えん慮りよの欠片かけらもなく、それがかえって気持ちよかった。丈鉄は食しよく欲よく旺おう盛せい。祥飛や朱西に比べて、食べる速度も速いし一口が大きいのは武官ならではだろうか。

　食べ方一つにしても、その人の育った環かん境きようや職が垣かい間ま見みられるのが面白い。

「美味いな。いつも食う蜊酒麵よりも美味い気がする。あんたの腕うでか？」

　問う丈鉄の表情は、明るい。

「いいえ。わたしの腕というより、ちょっとした工夫です」

　自分の一工夫が味わいになったことが、嬉しい。しかし丈鉄の表情が明るいのは、味わい以上に、この場の和なごやかで穏おだやかな空気のおかげだろう。祥飛と朱西、丈鉄の三人は、こうやって長い間過ごしてきたのがよくわかる、互たがいの存在に馴な染じんだ様子。

（美味おいしさって、なにを食べるかだけでは決まらない。誰と食べるかって、とっても大事）

　三人の作る空気につられて、理美の食も進んだ。
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　朝餉を終えると祥飛は急いで宮城へと戻っていった。そしてそれと入れ替かわるように、四し夫ふ人じんが伯礼とともに水すい祇し宮きゆうに入ってきた。

　彼女たちは驚おどろくほどたくさんの荷物と女によ官かんを引き連れていた。出で迎むかえた理美が何ごとかと目を丸くしていると、宋貴き妃ひが顎あごをそらして胸を張り、宣言したのだ。

「あなたを皇后に相応ふさわしくしてさしあげるから、覚かく悟ごなさって」

　と。
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　とりあえずあなたの房ぼうへ案内なさいと四夫人たちに詰つめ寄られ、自らの房へと招き入れた。

　四夫人の世話役である伯礼もついて来るが、不安げな視線を向ける理美に気がつかないふりで、あさっての方ばかり見ている。

「まあ～、お姉様ったら。相変わらず殺風景な室にお住まい。盗とう賊ぞくが根こそぎいろんなものを持ち去ったあとみたいねぇ」

　入るなり余淑しゆく妃ひは辺りを見回し、感心したような声を出す。

「まあ、いいじゃない。広々していた方がやりやすい」

　鳳徳とく妃ひが椅い子すに腰こしかけると悠ゆう然ぜんと長い足を組む。

「そうですわね。吊つるすところも充じゆう分ぶんありそうですし」

　温賢けん妃ひのおっとりした声こわ音ねに、逆に身がすくむ。

「吊す!?　拷ごう問もんかなにか始めるんですか!?」

「あなた、本当にお馬ば鹿かさんね。吊すのは衣い装しようよ」

　心底呆あきれたように宋貴妃は言うと、伯礼に目配せする。彼が歩ほ廊ろうへ向けて合図を出すと、するすると女官たちが入ってきて室の端はしに控ひかえた。さらには大きな衣装箱が三つ運び込まれ蓋ふたが開けられる。

「ご覧なさいな」

　衣装箱の中から宋貴妃が取り出して広げて見せたのは、紗しやの反たん物ものだった。

　余淑妃も衣装箱に駆かけ寄り、「ほらっ！　これも、これも」と、地模様が織り込まれた絹の反物、本天の反物、薄うす絹ぎぬの反物を次々床ゆかに転がす。

　そこでようやく理美は、控える女官たちが尚しよう服ふく所属だと気がついた。

「公こう謁えつ、夜よ儀ぎ、天てん許きよ。立りつ后こう式しきには三種の衣装が必要だ。わたしたちがあなたを、美しく飾かざり立ててあげる」

　自信にあふれた笑え顔がおで鳳徳妃が告げた。宋貴妃が大きく頷うなずく。

「立后式は、まずなにをおいても衣装ですわ。衣装さえ素す晴ばらしければ、立后式でどんなへまをやらかそうが、たいがいは許されるのよ」

　温賢妃が苦く笑しようする。

「宋貴妃様のご意見は極きよく端たんですけれど、見た目が大切なのは確かですわ。はじめて皇后が人目に触ふれる儀ぎ式しきですから、誰だれも皇后の人となりを知らない。となれば、見た目で判断されます」

「公謁には上質ながら控えめで品の良い、地模様が最適。なにしろ臣下との対面ですもの。夜儀には悩なやましいほど柔やわらかな色味と肌はだ触ざわりの、女性らしいものを。陛下に媚こびる女らしさが必要だ。そして天許には金糸銀糸を織り込んだ、豪ごう華か華か麗れいなものにするべきね。皇こう帝ていの隣となりに立つ者として、他を圧する威い厳げんを見せつけないと」

　鳳徳妃の言葉に、なぜか余淑妃が赤面する。

「わたし、夜儀の衣装をお姉様が身につけるのがとても楽しみなの。陛下との夜儀は、乱入して阻そ止ししたいほど嫌いやなんだけど。夜儀の衣装って悩ましくて素す敵てきだから」

「悩ましい？　どんなふうにですか」

「柔らかい深しん衣いを上に羽織るけれど、その下は、脚あしや胸が透すけて見える薄布で作られる襦じゆ裙くんだ。透けているけれど花模様などが織り込まれていて、美しいんだ」

　鳳徳妃の説明を「へぇ～。よく御ご存ぞん知じですね」と感心しながら聞いていた理美は、彼女の言葉をもう一度己おのれの中で反はん芻すうして仰ぎよう天てんした。

「え、透ける!?　脚や胸が!?　すけすけですか!?」

「すけすけじゃない。薄く透ける程度」

「でも、こんな貧弱なものを露ろ出しゆつするなんて」

「露出はしないから」

　動どう揺ようして青ざめた理美に、温賢妃が心配そうな目を向ける。

「以前から気になっていましたけど。雪宝ほう林りんは、伽とぎというものを心得ていますの？」

「それは知ってます。……ぼんやりと」

　抱だき合って口づけするくらいは、知っている。その先は、なんとなくお互い寝ねころんで、取っ組み合うようになっているところしか想像できない。

　やはりと言うように大きく息をつき、宋貴妃は余淑妃を相手にして、これをこうして、こうなるのだと懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明してくれた。その丁寧な説明を聞いて震ふるえあがる。

「無理です。正気の沙さ汰たじゃありません！」

「なにが正気の沙汰じゃないですって!?　女なら必ず通る道なのよ！　お馬鹿さん」

　自分よりも二つ年下の宋貴妃に一いつ喝かつされ、泣きそうだ。

　理美の不安をよそに、立后式の準備はその日から着々と進んだ。

　衣装に関しては、我が事のようにはりきっている四夫人が全力で取り組んでくれているから、任せて安心。というより口を出す隙すきさえない。

　理美がなすべき最も重要なことは、朱西の教えを乞こい、儀式に対応できるだけの知識を身につけること。まず乗り切らなければならないのは公謁。

　実はこの儀式が最も理美にとって負担が大きく、なおかつ失敗できないものらしかった。
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　毒に倒たおれてから数日間、朱西は寝しん台だいから起き上がれなかった。

　和国人の理美は、崑国人なら当然知っている常識さえ知らないことが多い。それを補いつつ公謁に対処できるように教育するには、二十日でぎりぎりと朱西は見積もっていた。

　自分が伏ふせっているせいで、理美の教育を遅おくらせるわけにはいかない。

　そこで数日間は、朱西の寝台の傍かたわらに理美を呼んで講義した。

「宮きゆう廷ていの政治組織というのは古来、三さん省しよう六りく部ぶが基本とされています」

　寝台の上での朱西の講義を、真しん剣けんに理美は聞いている。床に延びる家具の影かげが長くなり、窓から射さし込む光は朱しゆ色いろみを帯びていた。もうすぐ陽ひが沈しずむ。朝から続く講義にくたくたのはずなのに、理美は泣き言一つ言わない。

「三省とは、中ちゆう書しよ省、門もん下か省、尚しよう書しよ省の三つ。これに各おの々おの二人ずつ、計六人の長官が配置されます。陛下と六人の合議によって決定した重要案件は、その配下の六部、礼れい部ぶ、吏り部ぶ、戸こ部ぶ、兵へい部ぶ、刑けい部ぶ、工こう部ぶの各部に命じ実行される」

「でも。三省の長官にはお目にかかったことがないですけれど」

「崑国初代皇帝陛下が三省を廃はいし、かわりに宰さい相しよう職を置きました。三省の六人の長官の役割を、宰相が一手に引き受けています。宰相一人の判断によるところが大きく、専横が心配されますが、初代皇帝陛下はそれよりも、政まつりごとの意思決定の速度を重視した。その結果です」

　ふむふむと、理美は頷く。

「俺も陛下のご相談役として侍じ中ちゆうと呼ばれますが、それはもともと門下省長官の役職名。宰相が三省の長官を兼けん務むするにあたり空位となったそれらの役職名を、陛下の身近にいる相談役の名として、便べん宜ぎ的に使っているだけなんです」

　朱西の講義は続く。

「ここからが本題です。公謁には王族と官かん吏りたち百人近くが新しん和わ殿でんに集まります。もちろん三省の長官の役割を担になう宰相と、六部の尚しよう書しよが顔を揃そろえます。あなたが皇后に相応ふさわしい者か否いなかを判断するため、宰相と六部の尚書たちが様々な質問をし、あなたはそれに答える。その問答が終わり、臣下たちがあなたを皇后に相応しいと認めて終しゆう了りよう。それが公謁の流れです」

「わたし、そんな偉えらい方々と問答なんて無理です。こてんぱんにやられます」

「大だい丈じよう夫ぶ。公謁は儀式。問答には定型があり、あなたはそれを覚えて答えればいいのです。いくらなんでも皇后候補の女性に、尚書方と渡わたり合えなんて過か酷こくなことは言いません」

　朱西は枕まくら元もとに重ねていた書の中から三冊、公謁に用いられる問答集を理美の膝ひざに置く。宰相と尚書たちは、この問答集の中から問いを選ぶ。理美は答えを丸暗記すれば良い。

　とはいえかなりの数があるので、理美の顔から急激に潤うるおいが失うせたようだった。

「これ……全部」

「そうですね全部です。まあ、今日のお勉強は、ここまでにしておきましょう」

　引きつった微び笑しようで「ありがとうございました」と頭を下げた理美は、それでもちゃんと三冊の書を抱かかえてふらふら出て行った。その辺りの熱心さは、好ましい。

（可哀かわい相そうだが、乗り切ってもらわなければならないことだ）

　夜儀はいわば密室の儀式であり人目を気にする必要はなく、ただ皇帝の機き嫌げんさえ損そこねなければ良い。天許が最も大がかりで華はなやかだが、皇后内定者は輿こしに乗って運ばれ、天てん壇だんで祈いのりを捧ささげるだけで良い。

　公謁は皇后内定者が、諸官の前で定型があるとはいえ尚書と問答をする。ここでの出来があまりに悪ければ、理美のみならず皇帝の度量が疑われる。

　燭しよく国こくの時代には、緊きん張ちようのあまり覚えた答えを全すべて忘れ一言も発することができなかった皇后内定者もいたらしい。その者は立后式を終えた数日後に謎なぞの病死をとげた。皇帝の権けん威いに傷をつけた故ゆえの病───あまりの無様さに皇帝の怒いかりを買って服毒を命じられた───との記録が残っているのを朱西は見たことがある。

　体調もだいぶ快復したので、明日からはまた翡ひ翠すい泉せんの四阿あずまやで講義が可能だ。狭せま苦くるしい室内で勉強するよりは、風が抜ぬける四阿の方が理美の気持ちも晴れるだろう。

（寝込んだせいで、しばらくあそこに顔を出していない……行くべきか）

　ふと思い立ち寝台を下りると身なりを整えた。侍女が夜食を運んでくる前だったので、卓たく子しの上に「夜食は必要ありません」と書き置きして室から出る。

　室を出て回かい廊ろうに踏ふみ出すと、正面の欄らん干かんに白銀の小さな生き物がちょこんと座っていた。

「五ご龍りゆう？」

　白銀に輝かがやく毛並みと、長い尾おと青く美しい瞳ひとみ。細い髭ひげをゆらゆら揺ゆらし、五龍が不思議そうな顔をしてこちらを見ている。

「どうしました。理美なら、俺の室にはいませんよ。さっき自分の房ぼうへ帰りました」

　そう教えたが、五龍はキュッと鳴いて首を傾かしげた。そんなことは知っていると言いたげで、別のなにかを訊ききたそうな顔をしている。

（近ちか頃ごろ時々こうやって、理美のいない場所で五龍の姿を見ている気がする）

　それは思い返せば、成せい華か城じようでの休養が終わってからだろうか。

「理美の側そばを離はなれて、あまり彼女を心配させないでください五龍」

　それから朱西は誰だれに知らせることもなく、一人で水すい祇し宮きゆうを出た。
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　理美は後宮を一いつ旦たん退き水祇宮に入った。丈鉄には理美の護衛を命じた。朱西も理美の皇后教育のため水祇宮に滞たい在ざい中。

　理美が水祇宮に移った日と、その翌日に水祇宮を訪ねて以降、祥飛は理美、朱西、丈鉄の三人の顔を見ていない。彼らが同時に周囲からいなくなったことに、祥飛はなんとも言えない寂さびしさを感じていた。砂さ漠ばくに一人取り残されたようで、毎日がどこか心細くて味気ない。毎晩饗きようされていた朱西のゲテモノ健康料理すら懐なつかしく感じ、我ながら自らの気弱さに呆あきれた。

　執しつ務む室の文ふ机づくえに着いて、祥飛は無意識に理美が後宮に戻もどってくる日を数えていた。

（次に理美の顔を見られるのは公こう謁えつの日。そして後宮に正式に戻るのは、夜よ儀ぎ）

「陛下。理美が宮城に帰ってくる日を、文字通り指折り数えてお待ちですか」

　笑いを含ふくむ軽い声にはっとし、居住まいを正した。

　執務室へ入ってきたのは、宰相周考仁、戸部尚書登とう利り範はん。そして礼部尚書迅景有。いつもの顔ぶれだった。

　指を折る仕草を見られたのがばつが悪く、祥飛はできるだけ真面目まじめな顔を取り繕つくろう。

「別に、そのことを数えていたわけではない」

「そうでしたか？」

　中央に置かれた円えん卓たくに着きながら、景有はお見通しとばかりににやけた顔をする。

　同様に考仁も席に着き、利範もそれに続く。利範はにやつく景有に嫌いやな顔をする。

「このたびの皇后選定のこと、おまえが詭き弁べんのような策を弄ろうしていると噂うわさになっているぞ景有」

「理美を崑国人にするという、あれだろう。間ま違ちがいなく詭弁だから反論はないね。でもすべては陛下のご意向」

「そこまでして、あの宝ほう林りんを皇后にする意味があるのですか陛下」

　右目下の古傷を歪ゆがめ、利範が問う。すると考仁が祥飛の代わりに無表情に口を開く。

「利範、あれは最善の選せん択たくなのだ。雪宝林は生きつ粋すいの崑国人でないだけに、陛下への畏おそれが少ないぶん陛下に率そつ直ちよくな意見を言う。しかも政治的な後ろ盾だてがないのは御ぎよしやすい。さらに……」

「いや」

　祥飛は考仁の言葉を遮さえぎった。

「余が理美を側に置いておきたいから選んだ。根こん拠きよも意味もそれだけだ。もしあれが崑国人でも、西沙国人でも。後ろ盾があってもなくても、余は理美を選ぶ。だから理美を余の皇后にするために景有に策を立てよと命じた。おまえも吏部尚書のように文句があるのか利範」

　受けて立つと真っ直すぐ目を見ると、利範は歯をむき出して笑う。

「なるほど。皇こう帝ていとしてではなく、男としての決断とお察しする。ならば文句はありません。どこかの尚書や宦かん官がんのように、反対はしません」

　軽く眉まゆをひそめ、祥飛は確かく認にんした。

「やはり吏部尚書の裏で糸を引いているのは、伊内侍監かんか」

「確証は摑つかめていませんが、間違いないでしょう。吏部尚書は伊内侍監から、自らの領地の二倍を売り払はらっても足りぬほどの借財がある模様です」

　税や経済に関することを掌しよう握あくする戸こ部ぶの尚書だけあって、そのあたりの情報は確かだろう。

「伊内侍監が動くとすれば、まずは公謁でしょうね」

　飄ひよう々ひようと告げる景有に、考仁が鋭するどい目を向ける。

「妨ぼう害がいがあると？」

「そうされないように、理美の移動や警備には細心の注意を払っています。ご心配なく」

　祥飛は小さく呻うめく。

「宮城内は人が多すぎる。誰だれに伊文亮の息がかかっているか、わからぬからな。怪あやしげな動きをする者に気をつけよ」

「怪しげといえば、宰相のご子息。食しき学がく博士はかせの周朱西について、気になることはありませんか」

　利範の口から朱西の名が出たことに、祥飛は目を丸くした。

「朱西に限って、なにも心配はいらぬ。馬ば鹿か馬鹿しい」

　利範は考仁へ質問したのだが、思わず祥飛が代わりに答えていた。口を噤つぐんだ利範に考仁がちらりと目配せをしたが、祥飛は気づかなかった。
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　快復した朱西の講義は連日続けられた。朝あさ餉げが終わってすぐ始まり、終わるのは陽ひが沈しずむ頃ころ。

　皇后に必要な知識を教授されながら、同時に公謁のための問答集の暗記を進めるという、科か挙きよの受験生もかくやというような詰つめ込みぶりだった。

（公謁、夜儀、天てん許きよ……）

　今日も朱西の講義が終わり房に帰った理美は、真っ直ぐ寝しん台だいに向かって倒たおれ込む。

　頭の中を、今日受けた講義の内容がぐるぐる回る。

（公謁は絶対に失敗できない。失敗したら陛下の恥はじになる）

　責任が重くのしかかってくる。

　さらに公謁のあとには、理美にとっての最難関が待ち受ける───夜儀だ。公謁のための知識の準備は、頭から湯気が立ちのぼりそうなほど大変だ。だが夜儀は心の準備が大変だ。

「どうしよう。心の準備って、どうすればできるの」

　厄やつ介かいなことに、朱西が教育係だ。胸の中で愛いとしさがこじれ、じくじく痛んでいる相手だ。そんな人と毎日触ふれあいながら、どうやって覚かく悟ごをしろというのだろうか。

　以前と変わらず優やさしい朱西の眼まな差ざし、言葉、笑え顔がお。書を繰くる長くきれいな指。様々なものが目の前にちらついて、どうしようもない。朱西に拾われる捨て犬になりたいとさえ思った自分が、今さら惨みじめで恥はずかしく、掛かけ布ふに額をこすりつける。

（馬鹿馬鹿。朱西様はわたしを皇后にするために、陛下のものになれと、あんなに熱心に講義しているのに）

　掛布にくるまってごろごろ寝台の上を転げ回っていたが、しばらく経たつとぱっと身を起こす。

「駄だ目め！　余計なことを考えない方がいいんだ。お勉強しよう」

　朱西から借りた書を卓子に置くと、黙もく々もくと読み進める。

　夜食で一時中断したが、その後も蠟ろう燭そくの明かりで読み続けた。そうしていると珠ちゃんが帰ってきて、理美の膝ひざの上で丸くなる。心ここ地ちよい重みと温ぬくもりが愛らしくて、珠ちゃんの背を撫なでながら真夜中まで読みふけっていた。

　そのうちいくつか、書かれている文章の意味がわからないところが出てくる。

　わからないところは、わからないときに解決するとよく覚えられる。今すぐ朱西に教えてもらえないかと考えていたとき、侍じ女じよが気をきかせて茶を運んで来てくれた。朱西はまだ起きているか訊たずねると、彼女は「若様はお出かけされたみたいです」と答えてさがった。

（お出かけ？）

　夜よ更ふけに出かけるとはなんの用事かと訝いぶかしんだが、そのときはさほど気にとめなかった。

　しかし翌日。その日も朱西の講義があるはずだったので、朝餉のあとに翡ひ翠すい泉せんの四阿あずまやに向かったが、彼の姿はまだなかった。代わりに、丈鉄が悠ゆう然ぜんと水上の歩ほ廊ろうを歩いてきた。

「よお、理美。十シユー雀ジヤンでもするか」

　椅い子すを引き寄せ座ると、丈鉄は木札遊びの牌パイを両手で弄もてあそぶ。

「わたし、朱西様とお勉強があるんですけど」

「あいつは夜更けに水すい祇し宮きゆうを出て行った。明け方に帰ってきたみたいだから、今朝は遅おくれるかもしれないぜ」

「夜更けに出ていって明け方ですか。そんな時間にどこへ」

「さてな、朱西はなにを考えて、どこへ行ってるやら。ただ近ちか頃ごろ、ときどきこうやって姿が見えなくなっているらしいってのは聞いてる」

「朱西様がなにをなさっているのか、気にならないんですか？」

「気になるなぁ」

　ふざけた態度の丈鉄に、すこし腹が立つ。

「丈鉄様は朱西様と昔から仲が良いんですよね。朱西様が心配じゃないんですか」

「好きにすればいいさ。朱西も子どもじゃない。あいつはあいつなりに、楽しむ方法を考えてるんだろうぜ、自分の運命ってやつを。案外、妓ぎ楼ろうにでも行ってるんじゃないか」

　横よこ面つらを平手打ちされたような衝しよう撃げきを受ける。

（妓楼。そっか、そういうこともありえる。朱西様だって女性と遊ぶ）

　急に、力が抜ぬける。

（誰だれかと語らって、触れて）

　泣きたくなったが堪こらえた。泣く権利などないからだ。

　朱西がなにを考え、なにをしていたとしても、理美は彼に関かかわるべき立場にはない。理性ではわかっていた。

「まあ、そんな顔するなよ。十雀でもして」

　と丈鉄は札をきろうとしたが、そこで「あれ、早いな」と意外そうな顔をした。彼の視線を追うと、朱西が書を手に四阿に向かって来る姿があった。

「おはようございます理美。すみません。少々お待たせしましたか？」

　朱西は丈鉄の手元に厳しい目を向け、「邪じや魔まするなよ」と言った。悪戯いたずらを見つかった子どものように首をすくめ、丈鉄は四阿から退散した。

「丈鉄は相変わらず、陛下に対しても理美に対しても、悪友のように振ふる舞まいますね」

　困ったものだと言いながら書を卓たく子しに置いた彼の衣きぬから、嗅かぎ慣れない香こうが薫かおった。爽さわやかな果実のような香かおりだ。思わず、

「どちらへ行かれていたんですか、朱西様」

　訊きいてしまった。朱西は首を傾かしげる。

「どちら、とは？」

「え……いえ。なんでもないんです」

（どこかへ行かれたんですよね。衣から朱西様が使うのとは別の香かがします）

　そう訊きたかったが堪えて書に目を落とす。朱西の衣から薫る、嗅ぎ慣れない香が切ない。それを切ないと思う自分が、情けない。

（陛下を支えるために皇后になると決心した。その決意を覆くつがえす気はない。朱西様のことを思うと心が痛くなると、それすらもわかって決断した。これは、あらかじめわかっていた痛み。なのに痛みに気を取られている自分が嫌いや。情けない。公こう謁えつのことだけを考えたいのに。夜よ儀ぎに臨のぞむために、心の準備に専念したいのに）

　俯うつむき文字を目で追う理美の横顔になにを感じたのか、朱西が卓子越ごしに顔を覗のぞき込んできた。

（見て欲しくない）

　思わず顔を背そむけてしまった。

「どうしました理美。様子がおかしい」

「自分が……情けないだけです」

　公謁は、皇后に相応ふさわしいと認められるための儀ぎ式しき。諸官の前に出て、わたしは皇后になりますと声をあげるのだ。考えてみれば、それはなんとも大それたこと。

　崑国に来て間もない頃、和国からの献けん上じよう品について騒そう動どうがあり朝議に引っ張り出された。あそこにいた官かん吏りたちと向き合うのだと思うと怖こわい。あのときの恐おそろしさは忘れられない。

　しかも、とびきり頭が良いわけではなく、とびきり美女でもない自分が、皇后になりますと公おおやけの場に出ていいのか。あらかじめ織り込み済みだった心の痛みに気を取られているような自分が、祥飛の皇后となっていいのか。

　ずっと頭の片かた隅すみにある不安が増ぞう幅ふくされる。

「わたしのような者が皇后になって、いいのでしょうか。陛下のためになるのでしょうか」

　不安の言葉がこぼれた。

　しばらく考えるように押し黙だまっていた彼は、「理美、こちらを見てください」と言う。おずおずと視線を向けると卓子越しに目が合い、彼は微笑ほほえむ。

「理美。あなたが皇后になることが良いことか悪いことなのかは、今は誰だれにも決められないこと。天神にすらまだわかりません。良いのか悪いのかは、あなたが皇后として生しよう涯がいを終えたときに、はじめてわかるものです。ただ俺は、あなたには皇后になって欲しい」

　励はげますような朱西の瞳ひとみに、胸がずきんとする。彼は理美が皇后になるのを望んでいると、はっきり口にした。

「なぜ、朱西様はわたしに皇后になって欲しいと言ってくださるんですか」

「あなたなら、陛下を支えられると信じているからです」

　強い言葉が、心の痛みにくじけそうな理美の胸に小さく明かりを灯ともす。

（信じている、と？）

　目をぱちくりさせた理美に、朱西は頷うなずく。

（あ……嬉うれしい）

　朱西は、祥飛に仕えることを最大の喜びにしているのだ。理美が祥飛の役に立つということは、朱西の役に立つのと同義。これは、信しん頼らいされているということ。

　心を通わせ、そして二人で断たち切ることを決めた。理美が皇后になることを決意した成せい華か城じようで、二人が結ばれる未来は完全に消しよう滅めつした。それからずっと心のどこかが寂さびしかったのは、恋こい心ごころを断ち切ることで、朱西との心の繫つながり───人としての信頼までもが、断ち切られたような気がしていたからだ。

　でも、違ちがう。朱西の「信じている」の言葉が、断ち切られたと思ったものはまだ存在するのだと教えてくれている。そう感じた。

「そうなれるでしょうか、わたし」

「なれますよ、あなたは。俺があなたを、誰に恥はじることない立派な皇后にしてみせます」

　ともに祥飛のために力を尽つくそうと、手を取られ、勇気づけられているようだった。

　そこには既すでに、恋心は微み塵じんも残っていないかもしれない。そのかわり朱西は、同じ目的のために戦う者の絆きずなを結ぼうとしているのだろう。

　朱西は、理美とは違う。彼は未来のない思いに決着をつけ、別のものを見つめている。

（やっぱり朱西様は、わたしなんかよりもずっと賢かしこくてお強い）

「まずは公謁です。これから充じゆう分ぶんに準備できます」

「はい」

　励まされ、理美は力強く返事した。

　朱西と思いが通じ合う前も通じ合っていたときも、その思いを消すことを決意した今も、理美はずっと朱西に助けられている。

（わたしにとって、とても大切な方）

　公謁をやり遂とげるのだと力が湧わく。夜儀、天てん許きよと待ち受けているが、それらは今考えまい。
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（たいしたものだ。理美は完かん璧ぺきに、公謁の問答集を暗記している）

　公謁に向けての特訓が始まってからの理美の集中力に、朱西は目を瞠みはった。けして少なくない問答を彼女は次々に覚え、数日前にはほぼ完璧にそらんじていた。

　礼れい部ぶ尚しよう書しよの「帝てい国こくの主あるじの隣となりに立つは我と、名乗りたる者はいずこ」の発声で、公謁は始まる。その声に応じ皇后内定者が「そは我、某なにがしなり」と名乗りをあげ、問答が開始。

　臣下が順次質問をして皇后内定者が答え、それが三巡じゆん。

　最後の問いに答えてから、皇后内定者は「我は可なりや」と問う。

　そこで臣下たちが「可なり」と答え、儀式は終しゆう了りようだ。

　公謁は今日の正午。新しん和わ殿でんでおこなわれる。

　夜明け前から問答のおさらいをしたが、理美は完璧だった。

　おさらいがすんだ彼女は、公謁の衣い装しようの最終調整があるとかで、四し夫ふ人じんに引っ張られて行ってしまった。教えるべき生徒がいなくなって、朱西は手持ちぶさた。四阿あずまやの卓子で頰ほお杖づえをつき、公謁の問答集をパラパラとめくって、自らも儀式に備えていた。理美は周家ゆかりの姫ひめとしてお披ひ露ろ目めされるのだから、朱西も随ずい行こう者として近くに控ひかえることになっている。

（伊内ない侍じ監かんの兇きよう手しゆの気配はない。公謁の最中は、さすがになにもないだろうが。油断できない）

　一度兇手の襲しゆう撃げきがあって以来、伊文亮側の動きがない。そのことが逆に気がかりだ。

（問題は水すい祇し宮きゆうから宮城への道中か。丈鉄に、理美から離はなれないように注意しておくべきか）

　一いち陣じんの強い風が吹ふき、書き付けが一枚飛ばされ翡ひ翠すい泉せんの水面へ落ちた。それを見やった朱西は、水祇宮に入ってからこちらの己おのれの忍にん耐たいに、我ながら感心した。毎日理美と向き合って、冷静に講義を続けられたのは幸いだ。

（それもこれも、自分の望みがはっきりしているからか）

　理美の房ぼうのある辺りがにわかに騒さわがしくなり、回かい廊ろうを慌あわただしく侍女たちが行き来し始めた。

　出発が近いのだ。朱西は深く息をつき、気持ちを入れ替かえ立ちあがった。門の近くへ行くと、女たちの集団につかず離れずしている丈鉄を見つけた。足早に近づき隣となりに並ぶ。

「丈鉄。公謁の最中以外は、理美から目を離すな」

　囁ささやくと、丈鉄は女たちの集団を見み据すえながら口元だけで笑う。

「公謁の間だって目を離しはしないぜ。油断大敵だと身に染しみた。伊文亮は本気だ」

「頼たのむ」

「任せろよ。それより、見ろ。なかなかじゃないか？」

　顎あごをしゃくった丈鉄の視線の先には、理美がいた。彼女の立ち姿に、朱西は息を吞のむ。
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　朝あさ陽ひが顔を出す前に目を覚ました祥飛は、喜びを抑おさえられずにいた。今日の正午に執とり行われる公謁のために、理美が宮城に来るのだ。

　実によく我が慢まんしていたと、祥飛は自分を褒ほめてやりたい。

　毒に倒たおれた朱西を見み舞まうために水祇宮を訪ねて以降、理美に会うのは我慢していた。皇后になることに、理美はまだどこかビクビクしている。そんな彼女を刺し激げきしたくなかった。ゆっくりと休ませ、落ち着かせ、心を決める時間を与あたえてやりたかったのだ。

　公謁には祥飛も立ち会う。そのため衣装は儀式用の黒。漆しつ黒こくに龍りゆうの地模様が織り込まれ、暗い場所で見れば上質な黒絹にしか見えない。しかしわずかでも光が当たれば、織り込まれた龍が白銀色で、肩かたから袖そでへと幾いく匹ひきも飛ひ翔しようする姿が浮うき出る。そこに大おお粒つぶの真しん珠じゆを連ねた五連の首くび飾かざり。冕べん冠かんには黒曜石を磨みがきだした珠たまを連ねて旒りゆうが二十四本。

　陽が高くなり、ようやく衣装を整え終わると侍官が理美の来訪を告げた。

（来た！）

　嬉しさを隠かくせず長なが椅い子すから立ちあがった。

　最初に居室に入ってきたのは朱西で、祥飛の前で礼をとる。

「周家発はつ祥しようの地、紅こう唐とうより周家縁ゆかりの姫を連れて参りました。陛下の御ご前ぜんに出てよいでしょうか」

　周家の祖先が住んでいた土地は、安あん寧ねいよりはるか西にある紅唐と呼ばれる土地。理美はそこに住まう、周家と縁えん続つづきの姫ということになるらしい。初対面という建て前上、朱西が形式的な挨あい拶さつをしている。しかしそんなことは、ほとんど祥飛の耳に入っていない。

　ひさしぶりに理美に会える嬉しさに、声がうわずる。

「許す。参れ」

　それに応じ朱西が室の外へと声をかけると、一人の女性が姿を現す。

　襦じゆ裙くんは黒一色に見えた。しかし彼女の動きに合わせ衣きぬが翻ひるがえると、その箇か所しよが艶つややかな深しん紅くに見える。深紅には細かな蔓つる草くさの地模様が浮く。腕うでに絡からむ領巾ひれは薄うすく透すける白。髪かみに揺ゆれる歩ほ揺ようは、精せい緻ちな花を模した珊さん瑚ごを連ねたもの。

　顔をあげた彼女の目元にはうっすらと紅。唇くちびるも艶やかな赤。息を吞むほど妖よう艶えんな、大人の女性がそこにいる。

（これは……）

　驚おどろき目を見開く祥飛の前で、彼女はきれいな礼をとったあと顔をあげ、ほわりと笑った。

「陛下。初めてお目にかかります。雪理美でございます」

　理美は、教えられた通りらしい挨拶をした。

　声と笑え顔がおで理美だと確信したが、もし彼女がすました顔で微笑ほほえめば、誰だれかわからなかっただろう。それほど今日の彼女は大人びて美しかった。彼女が日ひ頃ごろどれほど、身なりに無む頓とん着ちやくなのかわかろうというもの。こうやって化け粧しようをして着飾れば、滑なめらかな肌はだは透き通るようで、髪は艶やかで、表情はどこか温かそうで、見み惚とれるほどに美しい。

　理美の背後には伯礼も控えていた。四夫人から、儀ぎ式しきを見届けて報告せよと命じられて来たのだ。その彼も祥飛の驚き顔に満足げ。四夫人が精せい一いつ杯ぱい理美を飾り立てた結果なのだろう。

「あの、陛下？」

　無反応の祥飛に不ふ審しんを感じたらしく、理美は小首を傾かしげる。

「美しい」

　素す直なおな感想を口にすると、理美は目を丸くして周囲をぐるりと見回した。そしてなにかを悟さとったらしく小さく頷うなずくと、にこっと笑って祥飛を見あげる。

「はい。伯礼様は今日もお美しくて」

「違ちがう！　おまえだ！」

「え？」と、目をぱちぱちさせる理美に、傍かたわらから朱西が囁く。

「あなたのことですよ、理美。今日のあなたは美しいです」

　それでようやく理美はほんのり頰ほおを染め、恥ずかしそうに、もじもじと領巾をいじる。

「え、それは。えっと。……ありがとうございます。陛下」

　着飾っても変わらない理美の様子に、愛いとしさはいや増す。

「公こう謁えつへ向かう。ともに参れ」

「はい」と答えた理美は、歩き出した祥飛の背中を追うようについて来る。彼女が近くにいることに喜びが強くなり、彼女を連れて歩ける自分に自信がわく。

（余を侮あなどる臣下たちに見せてやる。余の皇后を）

　今日の理美を見る限り、美しさにおいてけちをつけられるような隙すきはない。しかも彼女は周家の縁えん戚せきの姫となり、崑国人となったのだ。

（誰も、文句を言えまい）
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　公謁開始の時間に合わせ、新和殿には官かん吏りたちが集まっていた。ひときわ背が高くがっちりとした体たい軀くが目を引く戸こ部ぶ尚しよう書しよ登利範の背後から、するすると近寄る細身の尚書がいた。

「利範。早いな。公謁がそれほど楽しみか」

　軽口を叩たたき利範に並んだのは、礼れい部ぶ尚書迅景有。右目の下の傷きず痕あとを歪ゆがめ、利範は景有を睨にらむ。

「儀式を司つかさどる礼部尚書が、だらだらと皆みなと同じに新和殿入りしていいのか」

「先に猿侍じ郎ろうが入って準備万ばん端たん整えているから、大だい丈じよう夫ぶ。どうした、機き嫌げんが悪い」

「気になる情報を摑つかんだ」

「なんだ」

「公謁が終わったあとに、周宰さい相しように申し上げる」

　けちだねぇとぼやく景有を無視し、利範は景有と並んで新和殿へと入る。
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　祥飛の背を追って歩き出すと、理美の斜ななめ後ろから影かげのようについて来る朱西が囁く。

「定型に則のつとった儀式です。落ち着いて。ただ気は抜ぬかないようにしてください」

「はい」

　水すい祇し宮きゆうを出るときも四し夫ふ人じんから「しっかりなさい」と激げき励れいされた。

（珠ちゃんが一いつ緒しよにいてくれたらいいのになぁ）

　不安が増してくると弱気なことを考えた。珠ちゃんは一緒に宮城まで来てくれたのだが、祥飛の室へ向かう途と中ちゆうで「遊びに行ってくるから、がんばってね」と言うように、理美の首をちょっと尻しつ尾ぽで撫なでてとっとと散歩に行ってしまった。

　いったいどこへ行ったのかと不安だが、公謁が終わる頃ころには戻もどってくるだろう。

　新しん和わ殿でんの背後から内部へと、侍官に導かれる祥飛のあとについて行く。

　ひんやりとした空気が石いし床ゆかから立ちのぼる巨きよ大だいな建物は、静まり返っていた。

　銅ど鑼らの音が響ひびく。それを合図に笛が鳴り、二に胡こを交えた、ゆったりとした楽が奏かなでられる。

　緞どん帳ちようを侍官がめくり、祥飛が玉座へと歩み出た。

　理美は彼のあとについて緞帳を潜くぐり、玉座の一段下に置かれた椅い子すに座る予定だった。祥飛を追って踏ふみ出し、そして一いつ瞬しゆんおののき足が止まる。

（これは！）

　広い新和殿の広間の石床を埋うめるように、袍ほうを身につけた臣下たちがひれ伏ふしていたのだ。

　先頭の一列には王族として鳳家の鳳ほう寧ねい孫そんの姿があった。

　二列目には宰相と六りく部ぶの尚書。禁軍将軍。彼らの背後に各部の侍郎を筆頭にした官吏たち。従じゆう九きゆう品ひん以上の官吏が列席しているようだ。

　沈ちん黙もくしひれ伏す彼らの、静かな存在感に圧あつ倒とうされる。

　祥飛は玉座に進み悠ゆう然ぜんと座る。傅かしずかれることに慣れきった彼とは違い、理美は逃にげ出したくなるような恐きよう怖ふを感じた。

「理美」

　背に朱西の声が当たる。ふり向くと彼が、安心させるように微笑んでいた。

「大丈夫。俺も玉座の背後にある緞帳の裏にいます。あなたの声も聞こえる。俺の声も、あなたに聞こえる。安心して。俺がいます」

　その言葉が、なによりも心強かった。理美は頷き返すと、顔をあげ踏み出した。

　玉座は、黒大理石が積まれた一段高い場所にある。

　黒大理石は二段構えで、最上段に祥飛が座る金の装そう飾しよくが施ほどこされた玉座があり、二段目は普ふ段だんなにも置かれていない。今日は、そこに一つ椅子が持ち出され置かれていた。背もたれは理美の頭三つ分ほども高く、肘ひじ掛かけや脚あしに花模様が浮き彫ぼりされた上に黒くろ漆うるしと金きん箔ぱくで装飾された、存在感のある椅子だ。

　緞帳から歩み出た理美は、その椅子に座った。膝ひざの上で手を握にぎり合わせ、ひれ伏す臣下たちを見つめた。体が硬かたい。口の中が乾かわいている。

　楽の音は続いていたが、また一つ銅鑼の音が響くとぴたりと止まる。続いて、

「諸官に告ぐ。崑国五代皇こう帝てい龍祥飛の皇后にたる者が名乗る。諸官の歓かん迎げいを望む。顔をあげよ」

　祥飛が声を張ると一いつ斉せいに臣下たちが顔をあげ、再び銅鑼が鳴る。

　宰相、六部の尚書が立ちあがった。

　端に立つ礼部尚書迅景有が、深い礼をとり、顔をあげると口を開く。

「帝国の主あるじの隣となりに立つは我と、名乗りたる者はいずこ」

　始まりの合図だ。理美はぐっとお腹なかに力をこめ、声を出す。

「そは我、紅唐を祖の地とする周家に連なる雪理美なり」

　覚えた通りに答えられたが、声に力がない。震ふるえを抑おさえるので精一杯。

「可なり、不可なり」

　と祥飛の声。すると景有が「お待ち願います」と答え、祥飛が「許す」と言う。

　問答が始まるのだ。

　宰相周考仁が理美の方へ視線を向け礼をとる。

「齢よわいをお聞かせ願いましょう」

　当たり障さわりのない親切な問答に、理美はほっとして答える。

「十七歳です」

「皇后となる意思はありますか」

　今度は景有が問うが、これも簡単だ。二人は理美をこの場に慣らし、彼女の緊きん張ちようを解こうとしているようだった。「はい」と返すと、戸部尚書登利範が鋭するどい目でこちらを見やる。

「皇后の役割を心得ておられますか」

「皇帝陛下を支え、皇帝陛下のお役に立つこと。後宮をつつがなく営み、血を絶やすことなきよう血を繫つなげ育て、千年の先に残すこと」

　これも定型問答で、皇后の心得という項こう目もくに分類されていた。こんな問答が、心得、知識、教養、国政、時事と項目別に八百近くあるのだが、理美は完かん璧ぺきに覚えた自信があった。

　答えられたことで肩かたの力が抜ける。

　次は、熊くまのように髭ひげの濃こい工こう部ぶ尚書が問う。

「崑国の全県と郷ごうの数は御ご存ぞん知じか」

「工部省監かん地ちによれば五県、七十二郷。監地によらぬ地は知らず。監地になき地は陛下の臣民にあらず故ゆえです」

　理美の背後で、祥飛も満足げに頷く。

（これなら陛下の恥はじにならず、無事に終わることができる。これなら───）

　期待と余よ裕ゆうが生まれかけたそのとき、ひどく瘦やせた吏り部ぶ尚書が声を発した。

「父母、祖父母の名を言って頂こう」

　咳せき払ばらいさえ躊躇ためらわれるほど静かだった建物内が、ざわついた。

（えっ!?）

　定型の問答集にない問いだ。祥飛が眉まゆ根ねを寄せ、考仁、景有、利範が吏部尚書を横目で見やる。

　工部尚書も目を丸くしてあからさまに隣の吏部尚書を見ていたが、その他、兵へい部ぶ尚書と刑けい部ぶ尚書は、当然のような顔をして前を向いている。

（吏部尚書。わたしが皇后になることに反対する意見書を出した方だ）

　ざわめきが鎮しずまると、先刻とは異なる緊張感が空間にみなぎる。儀ぎ式しきだと高をくくって出てきた官吏たちが、おかしな事の成り行きに息を詰つめ、理美の言葉を待つ気配。

　指先が冷え、嫌いやな汗あせが首筋に滲にじむ。

　公こう謁えつでは定型問題が基本とされているが、問答集にない問いを禁じているわけではない。

　ただ慣習として、常識として、そんなことはしないのだ。

　それをあえて非常識な質問をするからには、吏部尚書には目的がある。

（恥をかかせて、それをこの場であげつらい、陛下に対して「この皇后は認められない」と突つきつける気だ）

　この場で最終的に臣下が「可なり」と言わなければ公謁は終しゆう了りようしない。

　本来なら段取り通りに粛しゆく々しゆくと進む儀式をあえて引っ搔かき回す。臣下が動どう揺ようし儀式が段取りのように進まなければ、「可なり」ともならない。公謁そのものが成立しない。

　そうやって理美が皇后になるのを妨ぼう害がいする気だ。理美が恥をかき、公謁すら成立しなければ祥飛への批判に繫がる。皇帝はなんと間ま抜ぬけな若者だ、と。

　かつて燭国の時代にあったという惨みじめな公謁を、再現しようとでもしているのだろう。

（公謁の儀式そのものを、妨害する手に出るなんて）

　そこまで祥飛が侮あなどられているということか。

　目の端はしだけで背後の祥飛の様子を探さぐると、彼は顔色をなくしている。この場で皇帝は口出しできないのだ。己おのれが選んだ皇后内定者を己の口で擁よう護ごするのは、見苦しい。

　肘掛けを摑つかむ祥飛の指は、力を入れ過ぎて白くなっていた。

（陛下をあからさまに侮ぶ辱じよくするような真似まねは、絶対に許しては駄だ目めなんだ。でも、どうしよう）

　吏部尚しよう書しよの質問は、簡単だ。普ふ通つうなら困ることなどないはずだが、理美の身分は急ごしらえ。相手はそれを見み越こして質問してきた。

（どうしよう……！）
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　強く両手を握り合わせると、背後から低く小さく声が聞こえた。

「父は雪せつ庸よう弘こう、母は周しゆう園えん佳か。父方祖父は雪せつ群ぐん起き、祖母は周しゆう恵けい名めい」

　朱西の声だ。はっとしてふり返りそうになったが、鋭く叱しつ責せきされる。

「ふり向いては駄目です。俺の言うことをそのまま答えて。いいですか、もう一度言います。父は雪庸弘、母は周園佳。父方祖父は雪群起、祖母は周恵名。雪家は二代におよび周家と縁えにしを結んでおります、と。周園佳も周恵名も実在する人物です。雪庸弘、雪群起も紅唐の地の記録に載のせる細工をしてあります」

　必死で朱西の声を聞き取り、動揺を飲みこんで吏部尚書を見た。彼の目は揶や揄ゆするように細まっている。

「ち、父は雪庸弘、母は周園佳。父方祖父は雪群起、祖母は周恵名。雪家は二代におよび周家と縁を結んでおります」

　なんとか言えた。吏部尚書は忌いま忌ましそうに口の中で小さくなにか呟つぶやいたが、隣の兵部尚書に目配せする。

（兵部尚書も刑部尚書も、きっと吏部尚書と立場が同じ）

　先ほどの尚書たちの反応を見るに、兵部尚書と刑部尚書は、吏部尚書の思おも惑わくを最初から知っている。そしてそれを受け入れている。ということは、

「崑国に従属する国が、宗そう主しゆ国こくたる我が国に離り反はんしたらどうされるか。たとえば、和国が」

　尚書の中で最も年上らしい、白しら髪が交じりの兵部尚書がした質問は、やはり問答集にないもの。

「それは政まつりごと。諸官で策を出し、皇帝陛下が決断されるべきこと。自分が口を出せる問題ではないと仰おつしやい」

　すかさず朱西の囁ささやき。

「それは政です。諸官で策を出し皇帝陛下が決断なさるべきこと。わたしは、口を出す立場にはありません」

　ほうと、感心したような声がちらほら聞こえた。

（朱西様は判断が速い。今の問いは、外交の正しい対処方法を答えさせるように見せかけている。けど、実は答えないことが正解の質問だった。立場をわきまえているかどうかを試ためす質問）

　理美は刑部尚書に目を向けた。彼は小こ柄がらで、子どものような幼顔だが、目つきだけが捻ひねくれている男だった。

「もし今この場で、あなたの目の前で、鳥とり籠かごから小鳥を放つ。小鳥はどうなりますか。客観的にお答えください」

　おかしな質問に絶句した。これには諸官も小さくざわめく。

（なんのことを言ってるの!?　小鳥は飛んで逃にげるに決まってる）

　焦あせる理美の背後から朱西の声が囁く。

「しばらく飛び、疲つかれれば休むでしょう、と」

（そうか！）

　朱西の言葉で、刑部尚書が理美に対して試したいことを理解した。

「小鳥は飛び、疲れれば休むでしょう」

　刑部尚書が目を細め、一部の官かん吏りは感心したらしく唸うなる。しかしほとんどの官吏は、意味がわからずぽかんとしていた。

（小鳥は飛んで逃げますとか、いなくなると言っては駄目なんだ。刑部尚書はわざわざ、客観的にと言ったのだから。これは冷静さと、正しく言葉を理解する能力を問う質問）

　小鳥が逃げた、いなくなったと思うのは、人間の主観。小鳥は逃げたわけでもなく、いなくなったわけでもなく、放たれたから飛んだだけ。それが客観的ということ。

　小鳥は飛ぶ。それが正解なのだ。

　ここで一巡じゆん目めが終わり、二巡目。再び周考仁が口を開く。
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　二巡目の考仁、景有、利範、さらに工こう部ぶ尚書の問いが続く。その間、朱西は緞どん帳ちようの背後に片かた膝ひざをついたまま小さく息をつく。

　考仁から工部尚書までの四人の質問は問答集の中にあり、それであれば理美は完かん璧ぺきに答えられる。期待通り二巡目も、理美は問答集の問答であればすらすら答えている。

「仕し掛かけてきたね。大だい胆たんに」

　伯礼が朱西の傍かたわらに膝をついて囁く。

「伯礼。吏り部ぶ尚書、兵部尚書、刑部尚書の三人とも、伊内ない侍じ監かんと繫つながりがあるのですか」

「伊内侍監に弱みを握にぎられているのは吏部尚書だけ。あとの二人は、陛下の皇こう帝ていとしての資質を疑っている節があり、その点において吏部尚書に乗ったと見るね」

「ということは公謁を理美が見事に切り抜ぬければ、兵部尚書と刑部尚書の物の見方もすこしは変えられる可能性があるということですね」

「自信があるの？」

「自信のあるなしにかかわらず、やらなければなりません」

　神経をとがらせ、朱西は緞帳の向こうの声に耳を澄すます。

　吏部尚書の質問が始まった。定型外の質問だ。
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　二巡目の吏部尚書の質問も問答集にない。すかさず朱西が答えを囁き、理美が答える。

　次は兵へい部ぶ尚書、刑けい部ぶ尚書。二人の質問にも朱西が答えを出す。朱西の答えを自分の声で答えながら、徐じよ々じよに理美はわかってきた。

（質問に対する答えには基本がある。質問の言葉をしっかり聞き、それに則そくした答えを出すこと。けして皇帝の権けん威いを傷つけず、権利を侵おかさず、出しゃばらない。己の立場を自覚しながら答えること。皇后の務めを知り、命と一生をかけてそれを果たすと心に決めて答えること）

　そうすればどんな質問でも、冷ややかな視線を浴びる答えを出さなくてすむ。

　闇やみ雲くもに問答集を覚え込んだが、考えてみると問答集のどの問いの答えも、その基本から外れぬように慎しん重ちように作られている。

（それにしても、陛下に対してなんという無礼なの）

　二巡目の質問が終わり、三巡目の考仁の質問が始まると、徐々に腹立たしくなってきた。和国生まれの理美が気に入らないからと、儀ぎ式しきの場で皇帝を侮あなどるのは許しがたい。

　三巡目の工部尚しよう書しよの問いが終わり、吏部尚書が三度目の口を開く。

「紅唐の地を囲む川の流れ三つをお答えください」

　吏部尚書は三度とも、理美が紅唐の出身でないことを証明したいがための質問だ。

（公こう謁えつとは、その者が皇后になるのに相応ふさわしいかを問う儀式だったはず。その基本を忘れ、否定することありきで質問を続けている）

　それが皇帝を支えるべき臣下の態度なのか。

「紅唐の地東西に流れるのは平へい河が、葉よう江こうの二つの川のみ。南にある紅こう水すいは湿しつ地ちゆえに川にあらず、と」

「紅唐の東西に流れるのは平河、葉江の二つの川のみです。南にある紅水は湿地ですから、川ではありません」

　朱西の囁きに応じ答える。吏部尚書が悔くやしげに眉まゆをひそめ、あとを託たくすように次に問いを発する兵部尚書に目配せする。兵部尚書はわずかに頷うなずき、問う。

「仮に他国の侵しん略りやくを受け後宮が包囲され、あなたと女たちは孤こ立りつした。あなたはどうしますか」

（これは覚かく悟ごを問うているの？　それとも対策？　どう答えるのが正解なの？）

　すると朱西の声が聞こえた。

「そのようなことは、万に一つも起こりませんと微笑ほほえみなさい」

（そうか、これは、わたしがどれほど崑国の兵や陛下を信しん頼らいしているのかを問うもの）

　ぎこちなく、理美は微笑む。

「万に一つも、そのようなことは起こりませんでしょう」

　兵部尚書が苦い顔をすると、官吏たちがくすくすと笑う。兵部尚書の思惑が見み透すかされあざやかに切り返されたのが愉ゆ快かいなのだ。

（あと一人。あと一問）

　兵部尚書が刑部尚書に目配せするが、刑部尚書の方は目配せに応じる気配はなく理美だけを見み据すえている。ゆっくりと低い声で、彼は問う。

「陛下を侮る者があなたの前に現れた。さて、どういたしますか」

　ぎょっとした。

　その場にひれ伏ふす官吏たちがざわめき、考仁や景有、利範すらも眉をひそめた。

（こんなあからさまなことを言うなんて！）

　祥飛が唇くちびるを嚙かんだ。

　刑部尚書の言葉は、状じよう況きようさえ違ちがえばなんてことない問いだろう。しかし公謁の儀式を乱す行こう為いが祥飛の目の前でおこなわれている今、彼が侮られているのは明白。その状況であえてそれを口にするのは、もはや挑ちよう発はつ。

　おまえの前で今、皇帝は侮られているぞ。さあ、どうするのだと、涼すずしい顔で舌を出しているのだ。

　儀式という場だからこそ段取りを崩くずせない。ここで祥飛が怒いかりにまかせて立ちあがり怒ど鳴なり散らせば、公謁は中断する。そして吏部尚書たちは言うだろう。「刑部尚書はそんなつもりはなかった。定型の問答では味気ないと捻ひねった質問をしたら、皇后内定者ではなく、陛下が突とつ然ぜん怒おこり出した。わけがわからない。こんな皇帝も公謁も聞いたことがない」と。

（どうすれば……朱西様！）
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（なんということを言う、刑部尚書。大胆にも程ほどがある）

　耳を疑う問いに驚おどろいたのは朱西ばかりではなく、伯礼も「そこまで」と呟つぶやく。

　理美も動どう揺ようしているはず。すぐに適切な指示を与あたえようと口を開こうとしたが、突然伯礼が立ちあがった。

「伊内侍監」

　思わずのように漏もれた伯礼の声に、朱西は慌あわててふり返った。そこには若い宦かん官がんに左右から支えられ、伊文亮がいた。強きよう烈れつな薬草臭くささと豪ごう奢しやな緋ひ色いろの衣きぬと、三連の黒くろ真しん珠じゆの首くび飾かざり。たるんだ皮ひ膚ふの口元にいやらしい笑えみを浮うかべ、掠かすれ声をさらに低くし、

「伯礼。そこでなにをしておる。食しき学がく博士はかせも、おひさしぶりにお目にかかる」

　にやりとした。伯礼はその場で礼をとり、朱西も礼をとらざるを得ない。位は文亮が上だ。

（理美に指示を）

　焦あせる朱西を舐なめるように見つめながら、文亮はやけにゆっくりと近づいてくると、おもむろに朱西の手を取る。長いつけ爪づめがひやりと手の甲こうを撫なでる。

「実は博士にご相談があって参りました。こちらにおみえだと聞きましてね。どうでしょうか、この年寄りの悩なやみを食学で解決できましょうか」

「伊内侍監。わたしが後ほど、内侍監の元へ食学博士をご案内……」

　伯礼が口を挟はさもうとしたが、文亮は「黙だまれ伯礼」と、憎にく々にくしげに吐はき捨てた。それではっきりした。吏部尚書たちがおこなう儀式妨ぼう害がいを手助けするため、文亮はやって来たのだ。

　上うわ目め遣づかいの濁にごった目からは、妄もう執しゆうが漂ただよう。和国人など皇后にしてなるものか、と。

　しっかりと手を握られ、朱西は冷や汗あせが背を伝う。

（指示が出せない！　理美！）




　　　二




　しばらく待っても背後から朱西の指示がない。

（おかしい。朱西様。なにかあった!?）

　刑部尚書と百を超こす官かん吏りたちの目が、早く答えろと急せかすように理美に注がれている。

　ここに来て発せられたとんでもない問いに、居並ぶ者たちはなにが起こるかと、全員が緊きん張ちようしている。皇こう帝ていが怒り出すか、皇后内定者が泣き出すか、それとももっと別の何かが起こるか、と。どのみち公謁は大混乱に陥おちいるだろうと予測し、空気が張りつめる。

　緊張と恐きよう怖ふのために喉のどがひくひく震ふるえる。泣き出しそうだ。けれど泣いては駄だ目めだ。泣いてしまっては相手の思うつぼ。

　沈ちん黙もくも続けられない。どんな馬ば鹿かな答えになろうとも、答えるしかないのだ。

（陛下のために）

　その信念だけが自分の中で空転し、頭が真っ白になる。

「聞こえていらっしゃらないようだ。もう一度問います。陛下を侮る者があなたの前に現れた。どういたしますか」

　どうするのだ、どうするのだ、と声が響ひびく。その声が自分の中で大きくなり、思わず震えるか細い声で言っていた。

「あなたなら……どうされますか」

　さざ波のように官吏たちに動揺が広がる。問いに対して、問いで答えたのだから当然だ。

　吏り部ぶ尚書が景有に向かい鋭するどく、「礼れい部ぶ尚書」と声をあげる。儀式の中で、これを許して良いのかという非難の声だ。景有が背後に控ひかえる礼部侍じ郎ろうに目配せすると、礼部侍郎が手にした式進行の次し第だいを記した書をめくり、景有に囁ささやく。

「公謁は、名乗りをあげた者が我らの問いに答える問答。問いに対して、答えれば良いとだけ記されている故ゆえ、一問一答との制約はなく、問答を繰くり返すのは礼に反しないと判ずる」

　響く景有の声に、官吏たちは面おも白しろくなったとばかりに色めき立つ。

　刑けい部ぶ尚書は、そんなことはたいした問題ではないと言いたげに、表情を動かさない。そしてまだ理美から目を離はなさない。

「問答をお望みのようなので、お答えする。陛下を侮る者が現れたら、わたしはまずその者の真意をくみましょう。そのような真似まねを働いた者の大義があるやもしれません。わたしは答えた。さあ、あなただ！」

　刑部尚書の言葉に、ずっと心の中で小さく燻くすぶっていた腹立たしさが、いきなり燃えあがるように強くなった。

（真意をくむ!?）

　真っ白な頭に怒りだけがほとばしる。真意をくむとは、まるで侮る者にこそ正義があるような言いぐさだ。そんな発言を許してはならない。

「わたしは……わたしは違います！」

　声は震えていたが、空間に響く大声が出た。ただ背後で静かに恥ち辱じよくに耐たえている祥飛を庇かばいたい一心で、言葉が口をついて出る。

「どんな大義があるにしろ、その大義のための方法は無数にあるはず。わざわざ崑国皇帝陛下を公然と侮あなどる必要はない。侮る者は、侮ることを目的としてそうしているんです」

　一度大声が出ると、自分の声に興奮する。自分の発する一言に触しよく発はつされ引きずられるように、次の言葉が出てくる。

　どんな馬鹿な答えしかできなくても、今、理美が答えなければならないのだ。

「陛下を侮るしか方法が見あたらなかったという者は、愚おろか者です。その頭でひねり出せなかった別の方法を、賢けん者じやに乞こい願い教えてもらうべきです。賢者に乞うことすら思いつかないのであれば、それは救いがたい大馬鹿者です！」

　官吏たちが息を吞のむ。今の理美の言葉は、吏部尚しよう書しよをはじめ、兵へい部ぶ尚書、刑部尚書もまとめて大馬鹿者呼ばわりしたことになる。

　しかし三人の尚書は自らが皇帝を侮ったとは、絶対に認めない。その場にいる全員、理美が吏部尚書を含ふくめた三人を大馬鹿者あつかいしたとわかっているのに、彼ら三人は一言の反論すらもできないということ。三人の尚書たちのやり方を逆手に取ったのだ。

　誰だれかが小さく「うまい」と呟いた。

　しかし理美は計算をしたわけではなかった。ただ祥飛の尊厳を守りたくて、怒りにまかせて声を張ったのだ。

「あなたは大馬鹿者でしょうか、刑部尚書。答えてください」

「わたしは、馬鹿者ではない」

（噓うそつき！）

　平然と答えるその態度が許しがたい。これほどたくさんの臣下の前で祥飛に恥はじをかかせておきながら、涼しい顔をしているのが許せない。

「ならば、ここには陛下を侮る者は存在しません。誰一人。ですがもし陛下を侮る者があれば、わたしはどんな罰ばつを受けようとも、その者を指し弾だんします」

　吏部尚書、兵部尚書、刑部尚書と、理美はゆっくりと指さした。

（この人と、この人と、この人だ。今この場で陛下を侮り続けた三人）

　それはあきらかに指弾の仕草。指先が震えていた。こんなことが許されるのか、わからない。けれど、ここまで追い詰つめられればこうするしかない。

「これが刑部尚書の問いに対する、わたしの答えです。わたしの答えもやり方も」

　そして言葉を切り一呼吸置くと、ゆっくりと問う。

「許されることでしょうか」

　自分の答えに自信がなかった。だから思わずその場にいる官吏たちに向けて問う形になった。

　場が静まり返った。

　理美は訊きいたのだ。許されることでしょうか───そは可なりや、と。
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　しばらくして居並ぶ官吏の最後列の辺りから「可なり」と小さく聞こえた。

　すると伝でん染せんするかのように「可なり」と声があがり、諸官が頭こうべを垂れる。「可なり」の声が大きくなり空間に反はん響きようすると、最前列の考仁、景有、利範、工こう部ぶ尚書も深く礼をとり「可なり」と声を発した。

　吏部尚書を筆頭とした三人は苦い顔をしたが、「可なり」と言って礼をとる。

　なにが起こったのかと呆ぼう然ぜんとその様子を見つめていた理美は、

（あ、間ま違ちがえた）

　ようやく、自分の間違いに気がついた。

　尚書たちの問答に全すべて答え終えたあと、「我は可なりや」───「わたしは皇后として許されますか」と問わねばならない。だが理美は「許されることでしょうか」───「そは可なりや」と訊いてしまったのだ。

　けれど官吏たちは答えた。

　官吏たちは、理美の発した問いに対して可なりと答えたのだ。それは同時に、彼女自身への承しよう認にんでもある。

　我らはあなたを認めましょう、と。

　頭を垂れる官吏たちの姿をぼうっと見つめていると、優やさしく肩かたを叩たたかれた。

「理美、参れ」

　祥飛が玉座を下り、理美の傍かたわらに来ていた。その目に喜びの色を見いだす。

「よくやった。これでさがれば良いのだ。参れ」

　立とうとしたが、膝ひざが笑って立ちあがるのが精せい一いつ杯ぱいだった。震える理美に祥飛は小さく笑い、「世話が焼ける」と囁き抱だき上げた。

「陛下!?　そのようなことは」

　驚おどろいて声をあげるが、祥飛は意地悪そうな目で問う。

「歩けるのか？」

「え、いえ。それは……」

「ならばおとなしくせよ」
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（切り抜ぬけた。よくやってくれた）

　朱西は深い安あん堵どの息をつく。

　緞どん帳ちようの陰かげで伊文亮は色を失っていた。朱西の手を握にぎっていた手から力が抜けたので、朱西は自らの手を引き抜き礼をとる。

「失礼、伊内侍監。教育係を務めている遠とお縁えんの姫ひめが、こちらへ戻もどってきます。行かなければ」

　伯礼も文亮の前で礼をとる。

「わたしも、四し夫ふ人じんから仰おおせつかった仕事があります故、失礼します」

　朱西とともに伯礼も歩き出すが、伯礼の肩を文亮が摑つかんだ。

「待つのだ伯礼！　なぜ行く！」

「仕事があります」

「行ってはならぬ。わたしを後宮に送り届けよ。それからおまえに、やらせる仕事がある」

　文亮の焦あせりが、手に取るようにわかる。彼は公こう謁えつで理美を貶おとしめて決着をつけるつもりだったのに、その思おも惑わくが総そう崩くずれになったのだ。次の手を打たねばと、冷や汗あせをかいているのだ。

「申し訳ございませんが、今わたしは陛下から、いろいろと直接ご指示頂いているので、内侍監のお仕事は受けかねます」

「自らを卑いやしい身分に堕おとした者たちにおもねるとは、誇ほこりもなにも持ち合わせておらぬのか」

　血走った目ですがるように迫せまる文亮の気き魄はくに、朱西はわずかにおののく。

　しかし肩を摑まれた伯礼は、いつもの魅み惑わく的で美しい微び笑しようを見せる。

「誇り？　おやおや、今さら誇りと。そんなものはあなた様がわたしの尊厳ごと、ずっと昔に剝はぎ取ってくださいましたのをお忘れでしょうか」

　文亮は目を見開く。綺き麗れいな猫ねこに引っ搔かかれ、はじめてその猫に爪つめがあると知ったような顔をしている。

「おまえは、そのような口をきける身分ではないはず。そのような……」

「ええ、今までは。けれど雪理美が皇后となったあかつきには、彼女が後宮の支配者。彼女はあなたを好きにはならないでしょう。けれどわたしは、彼女と親しい」

　文亮の唇くちびるがわななく。伯礼は文亮の手を振ふり払はらうと数歩離はなれて、文亮を支える宦かん官がんたちに向けて微笑する。

「あなたたちも、誰に向かって風が吹ふくのか見み極きわめることですね。風は永久に同じ方向には吹きませんよ」

　若い宦官たちは顔を見合わせる。

　伯礼が歩き出し、朱西も歩調を合わせて進む。その横顔に問う。

「あのようなことを伊内ない侍じ監かんに言っていいのですか、伯礼」

「かまいません。あの方があれで、さらに焦ってくれるほうがありがたいのです。焦れば焦るほど、尻しつ尾ぽを出しやすくなります」

「それによって理美の身に降りかかる危険が増します」

「公謁を無事に切り抜けたからには、理美の身に降りかかる危険は増すのが当然。わたしが伊内侍監を焦らせようと、彼女の身に降りかかる危険は同じ」

「しかし」

「理美のおかげで後宮に風が吹く。わたしは十一年待ち続けた。今やっと来たこの勝負所を、ふいにする気はないよ」

　伯礼の瞳ひとみの中に冷ややかなものが見える。権力を欲ほつする熱はない。根雪のように積み重なった憎にくしみを、じわじわと己おのれの原動力に変えているようだった。

　理美が皇后になることで、確実に後宮内の勢力図は変わる。

　蔡さい徳とく妃ひが自死し、延貴き妃ひが支配していた後宮は、祥飛の代になって妃ひ嬪ひんたちが総入れ替かえされたとは言え、内侍たちは変わらず居続けているのだ。年若い妃嬪たちには老ろう獪かいな内侍を御ぎよする力も、彼らの動きを封ふうじる知ち恵えもない。しかし皇后が立ち新たに目をかける内侍があれば、その一派は皇こう帝ていの寵ちよう愛あいを一身に受ける皇后の力によって、旧勢力の内侍たちを追い落とせる。

　伊文亮は必死だ。しかも諸官の前で恥をかいた三人の尚しよう書しよたちも、黙だまっていないはず。

（理美の身が一層危険にさらされる）

　不安は増すが、とにかく今は彼女をねぎらうのが先だろう。
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　公謁が終わり新しん和わ殿でんから散る官かん吏りたちの中に、周考仁と迅景有、登利範の姿があった。

　考仁の背後に景有と利範は並んでいたが、表情は対たい照しよう的だった。

「面おも白しろい公謁だったねぇ利範」

　愉ゆ快かいでたまらないといった様子の景有に、利範が苦い顔をする。

「儀ぎ式しきを司つかさどる礼れい部ぶ尚書のおまえが、あのような型破りの儀式を面白がってどうする」

「固いね利範は。型破りだが礼には則のつとっていたから、止められやしないだろう？　面白いものが見られたとみんな喜んでる」

「おまえはなんでも面白がる。始末に悪い」

「不ふ機き嫌げんだね。そういえば公謁が始まる前から、妙みように険のある物言いだったけど。なにかあったのか。気になる情報を摑んだとか言っていたが」

　利範は、前を歩む考仁の背に硬かたい声を投げる。

「周宰さい相しよう。公謁の直前、俺の部下が妙な報告を寄こしました。ご報告する暇ひまがなかった」

「妙とは？」

「ご子息。食しき学がく博士はかせ周朱西が、このところ鳳寧孫の屋や敷しきに頻ひん繁ぱんに出入りしているようです。それは、宰相が御ご存ぞん知じのことですか？」

　ぴたりと考仁の足が止まる。

「寧孫に妙な動きがあるこのとき、陛下の侍中たる食学博士が鳳家と接せつ触しよくするのは、あなたのご指示ではないのですか」

「わたしは知らぬ。あれの判断だろう。折を見て、本人に訊いてみよう」

　さらりと言うと、また歩き出す。
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　平然と利範の問いに答えて再び歩き出した考仁だったが、落ち着き払った背中とは裏腹に、内心は波立っていた。

（朱西が寧孫と接触していると。なぜだ。あれは自らの出生をまだ知らぬと、丈鉄は）

　苛いら立だちが膨ふくれあがる。

（朱西はとうに自らの出生を知っているということか？　それを丈鉄が隠かくしている……いや、丈鉄も誤ご魔ま化かされているのか。そんなことがありえるのか。丈鉄が目を光らせていて、見落とすことはないだろう。丈鉄はなにをしている。あれほど念を押したにもかかわらず）




　　　三




　祥飛に抱かれて新和殿を後にした理美だったが、腰こしが抜けて、疲つかれきっていたので、しばらく休んでから水すい祇し宮きゆうに帰る手はずになった。

　朱西は伯礼とともに祥飛に呼ばれ、皇帝の室へと同行していった。おそらく公謁においての吏り部ぶ尚書たちの行動について話し合い、彼らの処しよ遇ぐうを考えるのだろう。

　客人の休きゆう憩けい所としても使われる双そう龍りゆう宮きゆうに入り、主殿の寝しん台だいで横になっていた。水祇宮から連れてきた侍女たちは気をきかせて別室にさがっていたので静かだ。

（……終わった）

　虚きよ脱だつ状態でなにも考えられず天てん蓋がいを見あげていると、人がいなくなったのを見計らい丈鉄が、「よお」と気軽に挨あい拶さつしながら室に入ってきた。

「朱西様と伯礼様は陛下のところへ行かれましたけど。丈鉄様は行かなくていいんですか」

「俺は今あんたの護衛だから、あんたを一人で寝ねかせておく訳にはいかないだろ。にしても、公謁はひやひやものだったが。よく切り抜ぬけたな」

「見ていらしたんですか」

「あんたからは見えなくても、俺はあんたが見える場所にいるのさ。まあ、よくやったぜ」

　彼は閉め切られていた窓を開け風を入れると、窓まど枠わくに腰こしかけた。春風とともに吹き込む強い香かおりに誘さそわれて窓の外へ目を向けると、庭に院わの木もく蓮れんが濃こい紫むらさき色いろの花を枝いっぱいにつけていた。

「木蓮が、いい香ですね」

「俺は嫌きらいだな」

「なぜですか」

　丈鉄は口元を歪ゆがめた。

「さあ、なぜだか忘れちまった」

　休息を妨さまたげない配はい慮りよか、それで会話は打ち切りとばかりに静かに窓の外へと視線を向けた。賢かしこく忠実な狼おおかみが室の隅すみで寝そべり、守ってくれているような頼たのもしさが心ここ地ちいい。

（そういえば珠ちゃん、まだ帰ってこない。もう少し横になって疲れがとれたら丈鉄様にお願いして、宮城を一いつ緒しよに歩いてもらおう。珠ちゃんを呼んで、もう帰るよって……）

　そんなことを考えながらも、うとうとしていた。

　しばらくして丈鉄が静かに動く気配で目が覚めた。さして長い時間はたっていないらしく、窓の外、庭院の木蓮の枝に掛かっている太陽の位置は、うたた寝する前とほとんど変わっていない。丈鉄は音を立てないように室から出て行くところだった。

（ちょうどいい。珠ちゃんを一緒に捜さがしてもらおう）

　彼がどこへ行くにしろ、一緒について行けば、適当な場所を歩き回れるだろう。珠ちゃんを呼ぶのに丁度いい。そう思って急いで寝台を下りて彼の後を追った。

　丈鉄は主殿を出ると望ぼう楼ろうへ向かい、閉じられていた扉とびらを細く開いて中へ滑すべり込む。静かに扉が閉まる。その動きは人目をはばかるようで、違い和わ感かんを覚えた。

（丈鉄様？　なにを）

　望楼へ近づくと、扉の隙すき間まから中を覗のぞく。

　望楼上階は欄らん干かんのついた露ろ台だいになっているが、一階部分は壁かべに囲まれているし、扉も窓も閉め切られているから薄うす暗ぐらい。ただ上階へと続く階段から明かりがこぼれ落ち、筋になり、薄うす闇やみに舞まう細かな埃ほこりがきらきら光って見えた。

　こぼれる光を避さけるように立つ、丈鉄の背中。そして彼に向かい合い理美の方へ顔を向けているのは、黒の深しん衣いを身につけた宰相。周考仁だ。

「こんな真っ昼間に、しかも急なお呼びとは何事ですか。こんなやり方では、人目を避けるのは難しいですよ。周宰相」

「そのようなこと今はどうでも良い。それよりも朱西のことだ。おまえは、なにをしていた丈鉄。朱西を見張り、奴やつがどこへ行くのかつきとめよと命じていたはずだ」

　静かに考仁が口を開く。

「俺が見る限り、朱西に妙な動きはありませんけれどね」

「そうか」

　一歩、考仁が丈鉄に近づく。

「朱西はまだ己の出生は知らぬだろうと、氾はん因いんでおまえは報告した。あれは間ま違ちがいないか」

「そうですが。それがなにか」

「……そうか」

　もう一歩考仁は丈鉄に近づき、いきなり、丈鉄が腰にさしていた剣けんを鞘さやごと引き抜こうとした。丈鉄が「なんですか」と声をあげるが、考仁は「動くな！」と鋭するどく命じ剣を奪うばう。

　命じられるままに剣を奪われることを許した丈鉄だったが、それでも落ち着いたもので、のんびり首を傾かしげる。

　考仁は剣を抜くと左手に提さげ持ち、鞘を右手で構えた。

「なんの真似まねですか。近ちか頃ごろ、剣の稽けい古こでもしてるんですか」

　おどける声に緊きん張ちようが滲にじむ。

「朱西は己おのれの出生を知らぬ。どこへ行く様子もない。その報告に間違いないか」

「さっきから、そうご報告していると思いますが」

「ならば登利範の報告はなんだ。利範は朱西が、鳳寧孫の屋敷に密ひそかに出入りしていると情報を摑つかんだぞ」

（朱西様が鳳家のお屋敷に？）

　いつぞや朱西は水祇宮でも、夜中に外出し明け方に帰ってきたことがあった。妓ぎ楼ろうにでも行っているのかと勘かん違ちがいしてしまったが、あのときも朱西は、寧孫の屋敷へ行っていたのかもしれない。

　なぜという疑問の後に、不安が押し寄せる。

　朱西は己の出生を知っている。自らの出自が祥飛の政敵になり得る立場だと心得ているはず。それなのに、今まさに祥飛を玉座から引きずり下ろしたがっている寧孫と接触するとは。

（まさか朱西様が、鳳寧孫様に荷か担たんを。そんなはずはない。朱西様に限って）

　丈鉄の背中が笑ったように微かすかに揺ゆれる。

「へぇ、そりゃ、知りませんでしたね。あいつも、なにか楽しみを見つけたんですかね」

「おまえは噓うそをついたのか！」

　考仁が怒ど鳴なった。普ふ段だん感情をほとんど表に出さない考仁の、怒いかりの声と表情に理美はびくりとした。しかも考仁は右手に構えた鞘を振ふり抜き、丈鉄の横腹を殴なぐりつけた。ふいをつかれた丈鉄は低く呻うめき、よろけた。もう一度同じ場所に、同じような打だ撃げきが加えられた。

　丈鉄は板張りの床ゆかに倒たおれ込む。

（丈鉄様！）

　口に手を当て、悲鳴を押し殺す。なんとか上体を起こしかけた丈鉄の横よこ面つらに、考仁はさらに鞘を振り上げ一撃。その衝しよう撃げきで今度こそ丈鉄は床に伏ふした。口でも切ったのか、床に血の玉が細かく散っていた。

「なぜ噓をついた」

　一いつ瞬しゆんの激げつ昂こうが噓のように、静かに考仁は問う。苦しげではあったが、まだ微かに笑いを含ふくんだ声で丈鉄が答える。

「噓じゃありませんよ。知りませんでしたと言いましたけれどね、俺は」

「おまえが本気で調べて、知らないということはあるまい。わたしの剣として仕えることを許したのは、おまえが密みつ探たんとして優すぐれた資質があるからだ」

「お褒ほめにあずかり光栄ですよ」

「なぜ噓をつく」

「噓じゃないと……」

　言葉が終わらないうちに鞘が振り下ろされた。丈鉄の背中、肩かた、腕うで、腰と打ち据すえる。抵てい抗こうせずに丈鉄は体を丸める。頭を庇かばう腕にも鞘が打ち下ろされる。

　何度か続いた打撃の後考仁は手を休め、肩で息をしながら告げた。

「今一度機会をやる。今夜にでも朱西を捕とらえ、なにを考えて寧孫と接せつ触しよくしているかを聞き出せ。手っ取り早く体に訊きいても良い。朱西の口を割らせるのだ」

　くくっと、体を丸めたまま丈鉄が笑う。

「いやですね」

「なぜだ」

「うんざりだからですよ」

「愚おろか者」

　吐はき捨てると、再び考仁は鞘を振り上げた。容よう赦しやない攻こう撃げきが続き、理美は恐おそろしさに震ふるえた。無表情に考仁は鞘を振るい続ける。

（死んでしまう。丈鉄様が）

　もう見ていられなかった。

「やめてください！」

　声をあげ扉を開くと中へ飛び込んだ。理美は丈鉄の体に覆おおい被かぶさるようにして、振り上げた考仁の手にある鞘を睨ねめつけた。

「何をしていらっしゃるんです！　周宰さい相しよう。丈鉄様は禁軍尉い将しようであり、陛下の護衛の勅ちよく任にん武官でいらっしゃいます。今はわたしの護衛もしてくださっている方です。いくら宰相とはいえ身分ある武官に対し、このような振る舞いは」

「雪理美。いつから話を聞いていた」

「最初から、なにもかも！」

　きっと見上げる。考仁は疲つかれたように、その場に剣と鞘を投げ捨てた。

「なるほど、朱西のことも知ったか。しかしたいした誤算ではない。それよりもこの剣が使えなくなったことの方が痛手だ。斬きれぬ剣は必要ない。なまくらは不要。今から禁軍将軍と相談し、おまえの身分を剝はく奪だつする。宮城から出て行け。理美の護衛も新たにつけるように陛下に進言する故ゆえ、今すぐ消えよ」

　淡たん々たんと言うと考仁は身を翻ひるがえす。

「周宰相！　お待ちください、そんなこと許されると」

　咎とがめる声を発して腰を浮うかした理美の腕を、丈鉄が摑つかむ。

「やめとけよ。あの人にたてついても、ろくなことはないぜ」

「でも周宰相は、丈鉄様の身分を奪うと。そんなひどいこと。そうだ、陛下にお願いすれば」

「陛下になんて言う？　朱西が、陛下を玉座から引きずり下ろしたがってる鳳家とつるんでるのを見過ごしたから、俺は宰相閣下の怒りを買いましたと？　朱西は鳳ほう青修の子供なんですってか？」

「あ……」

　それはできない。なにも知らない祥飛にそんなことを告げたら、朱西の立場はどうなるか。そもそも彼がなんの目的で鳳家と接触をしているのか、それもわからない。この状じよう況きようで下手へたなことをすれば、丈鉄のみならず、朱西の身も危あやうくなるということ。

「痛いてぇ。遠えん慮りよなくやってくれた」

　顔を歪ゆがめながら丈鉄は上体を起こす。肩を貸そうとしたが、彼は大だい丈じよう夫ぶだと理美の手を退け一人で立ち上がった。脇わき腹ばらを押さえ「肋あばらをやられた」と舌打ちする。

「手当てをしなきゃ」

「必要ない。あんたは朱西のことを心配してろ。あの周宰相の剣けん幕まくじゃあ、俺は今日の内に身分を剝奪される。あんたの護衛は、かわりの勅任武官が来るだろうから安心しな。それよりも朱西だ。朱西が鳳家に出入りしていて、それを宰相が知ったことが厄やつ介かいだ」

　息苦しそうに、丈鉄は何度か深く息を吸う。

「もしわずかでも危険とみなせば、周宰相は理由をつけて朱西を捕らえる。下手したら生かしておかないかもしれない」

「実の子ではなくとも、今まで育ててきた方をそんなに簡単に捕らえたり殺したりなんか」

「あの人は、おそらく、朱西を可愛かわいいと思ったことなど一度もないはずだ。いっそ、憎にくらしかったかもしれない。あの人は鳳青修という人が、心底嫌きらいだったらしいからな」

「じゃあ、なんで朱西様を今まで実の子として」

「憎らしい奴やつの息子むすこを飼い慣らして、いたぶって、楽しみたかったんだろうぜ」

　あまりのことに理美は言葉を失う。

「そんなことって……」

「新しい護衛が来るまでは、双そう龍りゆう宮きゆうの中でおとなしくしてろ。俺は今すぐ宮城を出る」

　床に転がる剣けんと鞘さやを拾いあげると、丈鉄はそれを腰に戻もどした。望ぼう楼ろうを出ようとする彼の袖そでを、理美は慌あわてて摑む。

「待ってください。丈鉄様がいなくなったら、陛下も朱西様も、わたしも、不安で」

「俺は消えるしかない。周宰相が決定したからには、俺は数刻後には身分のないごろつきだ。ごろつきが宮城の中にいて、あまつさえ皇后内定者の側そばにいたら、それだけで捕ほ縛ばくされる理由になる。あの人が今すぐ出て行けと言ったのは、ある種恩情だぜ。なにも知らずに吞のん気きにあんたの側にいたら、新しいあんたの護衛が来て、ごろつきをとっ捕つかまえるだろうからな」

　理美の手の甲こうを軽く叩たたき、丈鉄は念を押すように繰くり返した。

「朱西のこと、頼たのんだぜ」

「丈鉄様！」

　手をふりほどき、丈鉄は望楼から駆かけ出した。理美はその場に、へなへな崩くずれるように座り込んでしまった。

（丈鉄様が行ってしまわれた。そして朱西様が……なぜ、鳳寧孫様と）
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「吏り部ぶ尚しよう書しよたちをたきつけているのは、間ま違ちがいなく伊文亮であろう。公こう謁えつのさなかに、文亮はのこのこ新しん和わ殿でんに顔を出したようではないか」

　理美を双龍宮へ連れて行き休ませてから、祥飛は朱西と伯礼を連れて居室へ戻った。苛いら々いらと室内を歩き回りながら、卓たく子しに着いた朱西と伯礼に問う。

「伊内ない侍じ監かんが公謁の妨ぼう害がいに来たのは間違いないでしょう。俺が理美の助けをしていると見て、邪じや魔まに入りましたから」

　大役を終えほっとしているらしく、朱西は落ち着いていた。しかし祥飛の方ははらわたが煮にえくり返って、腰を落ち着けることもできない。

「公謁での吏部尚書たちの態度は、許しがたい。しかし奴らの態度を糾きゆう弾だんしても、『皇后内定者の資質を問いたかっただけ』と、澄すまして答えるのは目に見えている。それよりも奴らをたきつけているのが伊文亮であるなら、文亮を糾弾するべきだ。違うか」

　理美が追い詰つめられている公謁の間、爆ばく発はつしそうな感情を必死に抑おさえつけていた。発散できなかった怒いかりで、今も体が熱いほどだ。

「伊内侍監が黒幕なのは間違いないでしょう。けれど糾弾できるだけの証しよう拠こはありません」

　綺き麗れいな薄うす茶ちやの瞳ひとみで、さらりと伯礼が言う。朱西も難しい顔で頷うなずく。

「水すい祇し宮きゆうに紛まぎれ込んでいた、伊内侍監が放ったと思われる兇きよう手しゆは死んでいますし。あの兇手が生きていれば、誰だれの依い頼らいか証言させて証拠とできたかもしれませんが」

「なんとかならぬのか！」

　声を荒あららげたとき、室の出入り口に一人の若い武官が姿を現し膝ひざをつく。

「失礼いたします、陛下。禁軍将軍からの遣つかいで参りました」

　怒りの爆発を中断せざるを得ず、祥飛は舌打ちした。

「なんだ。さっさと申せ」

「はい。禁軍尉将秦丈鉄についてご報告です。尉将秦は重大な罪を犯おかしていたことが判明しました。将軍が周宰相と協議した結果、秦丈鉄は罷ひ免めんされました。そこで皇こう帝てい護衛の勅任武官として別の者を選定いたしました」

　その報告に耳を疑う。

「丈鉄を罷免しただと!?」

　朱西は「なぜ」と呟つぶやき、伯礼も眉まゆをひそめた。祥飛は急せき込んで問う。

「丈鉄が犯した罪とはなんだ」

「自らの出自を偽いつわっていたことです。彼が申し出た出生地に、秦丈鉄なる者の記録はありません。出自を偽るのは後ろ暗いところがあるということ。陛下の護衛としても禁軍尉い将しようとしても信しん頼らいできないという、将軍のご判断です」

「丈鉄を禁軍に入れたのは考仁と先帝なのだぞ。丈鉄の身元を二人が保証したからこそ、今の身分を与あたえられたはずだ。それを今さら」

「このたび丈鉄に疑ぎ惑わくありと将軍に申しん告こくしたのは、周宰相です」

「考仁が、なぜだ」

　丈鉄は、考仁と先帝が祥飛の護衛として連れてきた男だ。それ以来祥飛の護衛として仕えているが、同時に考仁の命令も忠実にこなしているふしがあった。

　いわば丈鉄は、考仁の駒こま。それをなぜ切るような真似まねをしたのか。

「……朱西。考仁はなにを考えている。余は、考仁に真意を問い質ただすべきか」

「周宰相のことです。訊きいたところで適当にかわされるだけです。それよりも丈鉄本人から事情を聞くべきです。あなた、名は」

　朱西が問うと、武官は「失礼いたします」と断り顔を上げた。

「申し遅おくれました。僕は許きよ訓くん記きと申します。新たに、陛下護衛の勅ちよく任にん武官に任じられました」

　はきはき告げる武官は、祥飛といくらも年が違わないと思える若さ。つるりとしたゆで卵のような顔立ちで、いかにも育ちが良さそうだった。

「陛下の護衛を命じられたのなら、ちょうど良いです。丈鉄を捜さがし、こちらに連れてきてくれませんか。丈鉄は皇后内定者の雪理美の護衛についているはずですから、双龍宮にいます」

　訓記は「はい」と従順に頷いてその場を去ったが、程ほどなくして一人帰ってきた。彼は申し訳なさそうに、丈鉄はすでに宮城を去った模様だと報告した。

「あっさり、いなくなったというのか」

　祥飛は呆ぼう然ぜんとした。

　なにがあったかは知らないが、祥飛や朱西に一言もなく丈鉄は去ったのだ。

　朱西も祥飛と同じく困こん惑わくしているらしかったが、それでも冷静だった。力が抜ぬけて椅い子すに座り込んだ祥飛の傍かたわらに近づき、勇気づけるように声をかける。

「陛下。丈鉄のことは情報を集め対処していきましょう。それよりも急がなければならないのは、理美に丈鉄に代わる護衛をつけることです」

　理美のことを言われて正気づくも、すぐに眉み間けんに皺しわが寄る。

　丈鉄の代わりを任じられた許訓記を、そのまま理美の護衛にするのが手っ取り早いはず。しかも考仁が祥飛の護衛を許可した武官なら、まずは信頼できると見ていい人物だ。

　ただ、丈鉄ほど経験があるように見えない。すこし頼たよりない感があるが───。

「理美の護衛、この許訓記はどうだ朱西。この若さで勅任武官となれば、腕うでは確かなはず」

「そうですね。理美を、宮城から水祇宮へ移動させる必要があります。まず当面は許訓記にお願いするしかないかもしれません」

　事の成り行きを黙だまって聞いていた訓記が、「あの」と小さく声を出す。

「なんだ」

「僕は陛下の護衛に任じられたのですが、今の陛下の口ぶりだと、僕はこれから皇后内定者の雪理美様付きの護衛になるということなのですか」

「そうだ。余の護衛ならば、余の皇后となる者の護衛をしても悪くあるまい」

「はぁ……。わかりました」

　と、すこし残念そうに答えた。皇帝護衛の勅任武官となれば、たいした名めい誉よである。この若者はその名誉ある役に任じられ、意い気き揚よう々ようとやって来たに違いない。が、いきなり皇后内定者の護衛をしろと言われれば、すこしばかりがっかりするのは仕方ないかもしれない。

「許訓記。雪理美は一度水祇宮で、兇手に襲おそわれています。頼りになる護衛が必要なんです」

　取りなすような朱西の言葉に、訓記は「そのようなことが、あったのですか」と表情を引き締しめた。彼は本当の意味で育ちが良さそうだ。家いえ柄がらが良いだけでなく、父母に愛され可愛かわいがられ、すくすく素す直なおに育った者特有の従順さと素直さが垣かい間ま見みられる。

「そういうことだ。許訓記。これから雪理美の護衛を命じる。水祇宮でなにかあれば、そこの内侍、蔡伯礼に相談せよ。頼りになる」

　祥飛に紹しよう介かいされた伯礼は、いつもの魅み惑わく的な微び笑しようを訓記に投げた。訓記は、伯礼にもきちんと礼をとった。

（しかし丈鉄は、なぜ）

　いなくなったと聞いてもまだ実感はないが、衝しよう撃げきは大きい。

　幼い頃ころから側そばにいて、悪友のように振ふる舞まっていた彼には様々に隠かくし事がある。それは以前から、祥飛も朱西もよくわかっていた。しかしそれでも丈鉄を信頼したのは、日々彼と過ごした時間のおかげ。彼が隠し事をしていることへの不信感は、毎日のふざけた笑え顔がおと祥飛をからかう声の親しさで帳消しになるほど、十年は長い時間だったのだ。

「そろそろ理美が水祇宮へと戻もどる時間です陛下。見送りに行かれるでしょう？　参りましょう」

　伯礼に促うながされ立ちあがった祥飛に、その場に立ちあがった朱西が礼をとる。

「俺はここで失礼いたします。今夜は水祇宮へ行かず、周家に帰る予定なので。丈鉄のことはお任せください。俺なりに情報を集め、彼の居所をつきとめて、詳くわしく経けい緯いを聞きましょう」

「そうか。今日は理美もよくやったが、おまえがいてこそ無事に公謁は終えられた。よくやってくれた。……感謝する」

　礼を言うのは照れくさかったが、朱西はその照れくささも見み透すかしたように微笑む。

「ありがとうございます、陛下」

　うむと頷き歩き出した祥飛の背中に、朱西が深い礼をとったのが目の端はしに見えた。

　伯礼に導かれ、新たに護衛として着任した訓記を従え歩を進めながらも、丈鉄のことが気がかりでならない。

（なぜそんなに簡単に姿を消したのだ丈鉄。余にも朱西にも、一言もなく。朱西と同じく、丈鉄は余の側に居続ける者と思っていたのに）

　そこでふと不安になる。まさか朱西まで消えやしまいか、と。
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　理美が宮城から水祇宮へと戻る道中の護衛は、許訓記という武官が引き受けてくれた。

　祥飛と伯礼は、理由はわからないが丈鉄が突とつ然ぜん罷免されたので、新たに訓記を護衛としたのだと説明してくれた。

　丈鉄が罷免された理由を、理美は知っていた。しかしそれを話すことはできない。理由を説明しようとすれば、必然的に朱西の出生の秘密にも触ふれなければならないからだ。

　珠ちゃんは出発直前に理美の元に帰ってきたので、馬車の中では珠ちゃんを抱だきしめて冷静になろうとした。珠ちゃんは「どうしたの？」と問いたげに、青い瞳ひとみで理美を見つめていた。

（丈鉄様が姿を消した。そして朱西様が……鳳寧孫様と接せつ触しよくしている。なぜ）

　朱西は今夜は周家に帰るとかで、水すい祇し宮きゆうに一いつ緒しよに戻ってこなかった。

　水祇宮の自室に戻ると、卓たく子しに準備された茶さ菓かを前に、理美は考え込む。「朱西のこと、頼たのんだぜ」と告げて去った丈鉄の声が、自分の中で鳴り響ひびいている。

（朱西様がなにを考えているのか、訊かなくちゃ。そうじゃなければ、なにもできない）

　ちょっと溜ため息いきをつき、さらに小さくぼやく。

「その前に……このお方、なんとかならないかなぁ……」

「なにか仰おつしやいましたか。理美様」

　武官らしくはきはきした声は、新たに護衛となった青年、許訓記。彼は理美に引き合わされてからずっと、彼女の背後をついてくる。水祇宮の室に帰っても、理美の背後の壁かべ際ぎわに直立し、生き真面目まじめに見張っている。

「真後ろに直立不動されていると気になって仕方ないです。一緒にお茶を飲みませんか」

「いえ、結構。僕は護衛なので、いないものと思ってください」

　ぴたりと手を突つき出し、頑かたくなに拒きよ否ひする。こんなに存在感がびしびしと伝わってくる人間を、いないものと思えというのは無理だ。つるりとした滑なめらかな頰ほおをしていて、笑えば年相応に可愛げもあるだろうに、とにかく表情が硬かたい。

（ゆで卵みたいに、つるつるの愛あい嬌きようあるお顔なのになぁ～。ゆで卵でも固ゆでねぇ～）

　存在感の強い訓記に背を向けお茶に口をつけていると、「あの」と戸と惑まどったように訓記が呼びかけてきた。

「なんですか？」

　再び振り返った理美は、危あやうく茶を取り落としそうになった。

（たたたた、珠ちゃん!?）

　珠ちゃんがのこのこ寝しん室しつから出てきて、訓記の前にちょこんと座り、じいっと彼を見あげているのだ。

「この生き物は、なんでしょうか？」

　五ご龍りゆうの姿を知らない彼は訝いぶかしげな顔をするが、理美はどっと冷や汗あせが出てくる。

「そ、それは。この子は、珠ちゃんで……珠ちゃんで。ね、鼠ねずみです！　わたしの飼ってる鼠です」

「……変な鼠ですね」

　珠ちゃんは「失礼ね」と言いたげに、ぷいとそっぽを向いて、とっとと理美の膝ひざの上へとやって来る。「珠ちゃん。なんで出てきちゃったの。誰だれかと勘かん違ちがいしたの？」とこそっと問うと、珠ちゃんは小さく頷うなずいたような気がした。するっと卓子の上へのぼると、重ねてあった書の山に顎あごを乗せる。それは朱西が用意した書で、彼の筆による解説の紙が何枚も挟はさみ込んである。

（朱西様が来たのと勘違いしたのね。確かに訓記様は、朱西様みたいに育ちが良さそう）

　そこにある朱西の文字を見ていると、不安が膨ふくらむ。彼はなぜ寧孫と接触しているのだろうか、と。もしや彼の身によからぬことが起こりはしないか、と。

（丈鉄様は、わたしに朱西様のことを託たくした）

　不安を消すためには、朱西に直接真意を確かめるしかない。

　考仁はひどく苛いら立だち怒おこっている。たった数刻のうちに丈鉄を罷ひ免めんしたことを考えると、今夜にでも朱西の身になにかが起こらないとも限らない。考仁は丈鉄に、朱西を捕とらえて無む理り矢や理りにでも彼の真意を聞き出せと命じていたのだ。

　こんな状じよう況きようを朱西自身が知らないのは、危険すぎる。

（朱西様に知らせないと。そのうえで、なにを考えていらっしゃるのか訊きかなければ）

　急ぎ朱西と話をしようと思えば、彼を呼び出すか、理美が出向くかしかない。

　遣つかいを出し朱西を呼び寄せるのと、理美が周家に出向くのでは、後者の方が圧あつ倒とう的に早い。ただ理美は一度兇きよう手しゆに襲われているので、うかつに一人で動いてはならないのが問題だ。

「訓記様。わたし、急ぎ朱西様にお目にかかる必要があるんですが、どうしたら良いでしょう」

　新たに護衛となった武官に相談するのが一番だろうと、直立している彼に訊いてみた。すると訓記は当然のように、

「では周家へお出かけなさいますか」

　と言ったので、理美の方が驚おどろく。

「良いんですか？　それでは訓記様が大変じゃ」

「あなたの行くところにお供し、お守りするのが僕の役目です。お任せください」

「可能なら宰さい相しようのお屋や敷しき、周家まで行きたいんです。お願いできますか。危険ではないですか」

「水祇宮に兇手が送り込まれたことは、陛下から聞いています。詳しよう細さいも、水祇宮の警護主任に聞きました。兇手は追い詰つめられて抵てい抗こうしましたが、最初に毒を使っています。その手口から見て、病死や事故死を装よそおいたいと思われます。あなたの命を狙ねらっている者は大だい胆たんな手を好まない。あなたに何事かあって『殺害された』ということになれば、犯人捜さがしが始まる。それを避さけたがっているように思います。となると、周家は安寧の街中にありますから、街中で馬車を襲おそうような過激な真似まねはしないでしょう。大事件になりますから」

　確かに今までの文亮は、荒あら事ごとにならない方策をとっている。兇手を送り込んだにしても、毒殺を選んでいるのは病死に見せかけたかったからか。そして次に打った手は、吏り部ぶ尚しよう書しよをたきつけての公こう謁えつの妨ぼう害がい。

　文亮は犯人捜しをされないように、どこまでも影かげに隠れているのを好むのだろう。手段を選んでいられないと思うほどの、苛立ちや怒いかりを感じない限りは──。

「かといって油断はしませんから。お任せください」

　訓記は笑顔で請うけ合った。

　その後訓記は、護衛の責任を負う伯礼にも相談しに行った。

　しかし伯礼は外出中。代わりに訓記は、四し夫ふ人じんと水祇宮の警護を任されている警護主任に意見を聞いたらしい。その警護主任は伯礼の代理として、理美の外出許可を出した。
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　馬車を仕立てて理美が水祇宮を出たのは、既すでに夕暮れ時。安寧の都を埋うめる灰色の甍いらかの街並みは、春らしいぼんやりした斜しや陽ようの中に沈しずみかけていた。

　極力目立たない一頭立ての馬車。傍かたわらには騎き乗じようした訓記がついてきた。

（周家に到とう着ちやくしたら、まずは朱西様を水祇宮にお連れしよう。そうすれば安心だもの）

　水祇宮には四夫人も滞たい在ざいしている関係で、周家の使用人以外にも女によ官かんや衛え士じもいる。いかに考仁が腹を立てているとはいえ、四夫人が滞在している水祇宮で、下手へたな騒さわぎは起こせないはず。朱西の身をひとまず保護するにはちょうど良い。

　一定の速度で揺ゆれる馬車の振しん動どうを感じながらも、息苦しくなり、明かり取りの小窓を開けた。

　夕暮れの光と、埃ほこりっぽい街の風が吹ふき込む。

　都の建物の大半は石いし壁かべで、灰色の屋や根ね瓦がわらが葺ふいてある。大路に面した商家などは漆しつ喰くい壁に朱しゆ塗ぬりの柱を組み合わせていたりと、造りは華はなやか。有名らしい飯店の前には卓子と椅い子すがいくつも並び、大きく開いた店の窓からは蒸むし物の蒸気がもくもくと上がっていた。

　天てん秤びん棒ぼうを担かついで野菜や塩肉を売り歩く人の声が、高く低く、楽しい拍ひよう子しをつけて響いている。

　菰こもを屋根にした露ろ店てんも辻つじごとにあり、干した海産物や野菜、古着などが並んでいる。

（こんなときでなければ、珠ちゃんと一緒に街見物したかったな）

　大路の活かつ況きようが面おも白しろくて、水祇宮に残してきた珠ちゃんのことを思う。

　朱西がなんのために鳳家に出入りしているのか。それを確かめるとき、どんな感情の乱れがあるか予想がつかない。神しん龍りゆうである珠ちゃんは激しい人の感情で疲ひ弊へいするため、留守番をお願いしていた。珠ちゃんはつまらなそうな顔をしたが、それでも素す直なおに寝しん台だいの中で丸まって、健けな気げな瞳で見送ってくれた。

「理美様」

　馬上の訓記が、窓に寄ってきて囁ささやく。

「先ほどから五、六人の男が、馬車をつけています」

「襲しゆう撃げき者ですか？」

「相手は徒歩です。大路を外れれば人通りが少なくなり、馬車の速度を上げられます。一いつ旦たん大路を外れ、速度を上げて追つい跡せき者を撒まきます。走るので揺れます。身構えておいてください」

「わかりました」

　窓を閉め、深く座席に腰こしかけると足を踏ふん張る。しばらくすると車体が大きく上下に揺れた。

　それから、じわじわと振動は大きくなった。走り出したのだ。最後には足を踏ん張り両手で壁に摑つかまっていても、振動に合わせて腰が浮うく。下手にしゃべれば舌を嚙かみそうだ。

（なにが、どうなってるのかしら）

　馬の荒い息づかいが聞こえる。軽かろやかな蹄ひづめの音も近くでするから、訓記もぴたりと馬車についてきているのだろう。

「よし！　いいぞ、撒いた！」

　訓記が御ぎよ者しやに向けてかけた声が聞こえたそのとき、御者の悲鳴があがった。馬がいななき馬車の車体が乱暴に振ふり回されたようにぐんと傾かたむき、その後、体が浮く。

（横転!?）

　咄とつ嗟さに頭を抱かかえて身を縮めた。天てん井じようの角で背中を強打し息が詰まる。

　車体が横よこ滑すべりし、何かにぶつかって止まった。衝しよう撃げきが全身を襲う。

　からからと車輪が空転する音が響ひびく。

「理美様！」

　急に明るくなった。横転した馬車の扉とびらを開けたらしく、上から訓記が顔を覗のぞかせていた。表情も声も緊きん迫ぱくしている。

「失礼いたします！」

　怪け我がの有う無むも訊かずに訓記は理美の二の腕うでを摑み、力ちから尽ずくで彼女の体を馬車の外へと引きずり出す。あちこち打ちつけていた理美は痛みに顔を歪ゆがめたが、訓記は詫わびも断りもなく彼女を外へ出すと地面に立たせた。自分は剣けんを抜ぬきながら前に出る。

　痛みの中で理美は周囲を見回し、訓記が気き遣づかう言葉もなく、無理矢理に自分を引っ張り出した理由がわかった。

　馬車は予想通り横転し、どこかの屋敷の塀へいに激げき突とつしていた。馬も横よこ倒だおしになりもがいていて、御者は縮こまって塀を背に座り込んでいる。理美を背後に庇かばい剣を構えた訓記の前には、騎乗した三人の男たち。全員顔を布で隠かくし、手には武官が使うものよりも細身の剣が握にぎられていた。

「訓記様」

　震ふるえ声で問うと、訓記は悔くやしげに呻うめく。

「申し訳ありません。徒歩の五人は撒いたのですが、騎馬の追っ手もいたようで。先回りされていました。それで馬が驚き、馬車が」

　訓記の馬が、三人の襲撃者の背後でうろうろと迷うように歩いていた。

「何者だ」

　問う訓記の声に、騎馬の三人が声を殺して笑う気配。彼らは剣を構えて二人を包囲しながらも、なかなか近づいてこない。何かを待っているようだった。

「来たか」

　しばらくして騎馬の一人が、男にしては細く高い声で呟つぶやいた。それを合図に、ゆっくりと三騎が近づいてくる。ぼんやりと薄うす闇やみが落ちる中で、細身の剣の鋭するどい輝かがやきだけが鮮あざやか。

　三騎が近づくのに呼応し、建物の陰から幾いく人にんもの男たちが姿を現す。彼らは見るからに風ふう体ていの良くない、街のごろつきといった男たちだった。剣を手にしている者もあれば、棒きれを提さげている者もいる。三騎の騎馬は、彼らの到着を待っていたのだろう。

「殺してかまわん」

　騎馬の一人が男たちに告げる。すると一人の男が、卑いやしげな笑い声を漏もらす。

「女は殺すのはもったいねぇ」

「確実に最後に殺すと約束するなら、好きに楽しめば良い」

　残ざん忍にんな言葉にぞっとした。訓記も眉まゆをつり上げる。

「僕から離はなれないでください」

　その囁きを聞いたのと同時に、男たちが吠ほえ一いつ斉せいに襲いかかってきた。

　横倒しになった馬車の底に背をつけ、理美は身を縮めて悲鳴を飲み込む。襲いかかってきた男たちに、訓記は横よこ薙なぎの一いつ閃せんで応じた。男たちはわっと左右に逃にげ散ったが、遅おくれた数人が、訓記の剣で腕や腹を浅く斬きられた。それでも男らは怯ひるまず、また叫さけびながら襲おそってくる。

　訓記は剣を振るうが、数人を浅く斬るだけ。相手は次々やってくる。絶え間なく剣を振るっても、倒たおすに至らず退けるのが精せい一いつ杯ぱい。

　数が違ちがいすぎる。いずれ疲つかれ果てた訓記に隙すきができるのを、敵は待っている。

（相手が多すぎる）

　三人の騎馬は見物するように、馬上から薄ら笑いでこちらを見ている。

　頭上に影かげがさす。はっと見上げたそこに、凶きよう暴ぼうな笑えみを浮かべた男の姿があった。悲鳴をあげると同時に上から腕を摑まれ、横転したままの馬車の横腹に引っ張り上げられる。

「理美様！」

　慌あわてた訓記がふり返ろうとするが、男たちが襲ってきた。彼はそれに向かって剣を振るうしかない。

「やった！　女を捕つかまえたぞ！」

　逃げようともがく理美の腕を摑み、男が自じ慢まんげに声を張りあげ胸を反らしたその瞬しゆん間かん。

　理美の頭越ごしに、ひゅっと鋭く空気が裂さける音がした。

　理美の腕を摑んでいた力がゆるむ。

　男の喉のどに矢が突つき立っていた。男は笑った顔のまま背後へ倒れ、馬車の横腹から転げ落ちる。

　理美も、訓記も、男たちも、矢が飛んできた方向へ目を向けた。

　残照を背に弓に矢をつがえた男の影が、馬車が激突した塀へいの上にあった。さらに一射、影は矢を放つ。矢は騎乗する一人の胸に撃うち込まれ落馬した。馬が浮き足立ち、男たちが動どう揺ようして後あと退ずさる。

　影は弓を背に負うと塀から飛び下り理美の隣となりに立ち、いきなり腰を抱だいた。

　驚おどろきに、理美は目を丸くした。それは姿を消したはずの人。

「丈鉄様!?」

「よお、理美」

　狼おおかみが笑ったような顔で、丈鉄は片目をつぶる。

「どうしてここに」

「新しい護衛が誰だれかと思えば、坊ぼつちゃんだからな。気になって見張ってた」

「あなたは、丈鉄さん」

　訓記が啞あ然ぜんとしている。丈鉄は腰の剣を抜いて怒ど鳴なった。

「来るぞ！　敵から目を離すな！」

　慌ててふり返った訓記は、隙に乗じて踏み込んできた二人を斬り伏ふせた。理美を抱かかえるようにして車体から飛び下りた丈鉄は、短く一言「馬をとるぞ」と告げた。訓記は目を見開く。

「二人でこの人数を突とつ破ぱするなど、無む茶ちやです。僕も丈鉄さんも斬り刻まれます」

「理美を守りながら二人でこの人数を相手にしてたら、日が落ちきる前に疲れきって結局細切れだぜ。馬をとって逃げるしかない」

　ちらっと丈鉄は笑った。

「て、ことで理美。ちょいと無茶をする。俺にしっかり抱きついてろ、小こ猿ざるみたいにな」

　腰を抱かれていたので、そのままぴょんと跳とんで彼の首に腕を回してしがみつく。ぴたりと体を密着させ、極力彼の動きを邪じや魔ましないようにした。

「行くぜ、坊ちゃん」

「許訓記です。何度かお目にかかって、名乗ったことがありますよ」

「男の名なんぞ、覚えてないね。坊ちゃん、来い！」

「覚えてください！」

　二人は男たちへ向けて駆かけた。

　四方から棒きれや剣が襲ってくる。二人はそれをかいくぐり、避よけきれないものは剣で跳はね返す。避けきれず跳ね返せない打撃が訓記の肩かたを襲い、訓記は呻きながらも肩を打ちつけた男を振り向きざまに斬り倒す。

　入り乱れる脚あしに踏みにじられ、土つち煙けむりが巻き上がる。薄闇の視界がさらにけぶる。

　剣を構えた三人が、一斉に丈鉄に向け突進してきた。丈鉄は二人の刃やいばは身をひねってかわし、三人目の刃は剣ではじき返し、返す刃で相手の胴どうを薙ぐ。

　しかしその隙に、残り二人の剣が丈鉄の背に振ふり下ろされた。

「丈鉄様！」

　理美の目の前、丈鉄の肩越しに血が舞まった。鉄さびのような臭においが広がる。

　丈鉄はものともせず、ふり返りざま二人を次々と斜ななめに斬り伏せる。悲鳴を飲み込む理美の腰こしを、存在を確かめるように丈鉄は抱えなおした。

　彼の走る速度も変わらず、敵をかわし攻こう撃げきをはねのけていく動きも鈍にぶらない。

　丈鉄は自分が射落とした男が乗っていた馬に駆け寄ると、理美を鞍くらに放ほうり上げる。鞍にしがみついた理美の後ろに飛び乗り、手た綱づなを引く。

「許訓記！」

　丈鉄が叫ぶ。訓記も自分の馬にたどり着き、鞍に飛び乗ったところだった。

　訓記が答える。

「行けます！」

「別々に逃げるぞ！」

　一発、馬の腹に強く蹴けりを入れる。馬がいななき駆け出した。

　訓記の馬も、丈鉄と理美を乗せた馬とは別の方向へ走る。

「追え」「馬を増やせ」と叫ぶ声が背後から聞こえ、騎馬の一人が追ってきた。理美は丈鉄の両りよう腕うでの間に身を縮め、隠れるようにして必死に鞍に摑まっていた。
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　許訓記は必死に馬を走らせていた。目指していた周家は宮城の西門近くだったので、そのまま西門へ馬ごと乗り入れ、そこで力ちから尽つき馬から滑すべり落ちた。

　なんとか馬に乗って逃げられた。だが肩や背を打たれ、腕は浅く斬られてしまっていた。致ち命めい傷しようではないが出血が多い。意識が、朦もう朧ろうとしていた。

　あの人数を相手にしたのだから当然の結果だが、訓記は己おのれの身一つ。丈鉄は理美を連れていた。おそらく彼の方は、訓記よりもさらに多くの傷を負ったに違いない。

（はやく……丈鉄さんを助けなければ……！）

　禁軍尉い将しようとして顔を知られている訓記が、傷だらけで駆け込んできたのに衛え士じたちは驚き、何事かと騒さわぎ出す。訓記は衛士たちに声を絞しぼって告げた。

「皇后内定者の理美様が襲われた。秦丈鉄とともに逃げている……早く、追え」

　訓記は意識を失い、衛士たちは大急ぎで報告に走った。

　衛士たちが慌てて上司へ報告に走るのと同時に、内ない侍じ省から禁軍へ知らせが入った。それは「皇后内定者雪理美が襲しゆう撃げきされ連れ去られるのを、街中へ遣つかいに出ていた内侍が偶ぐう然ぜん目撃した」というものだった。理美を襲撃し連れ去ったのは、罷ひ免めんされた禁軍尉将の秦丈鉄である、と。

　訓記も意識を失う前に、理美は秦丈鉄とともに逃げている、と口にしていた。

　内侍省からの報告もある。

　皇后内定者の雪理美は、放ほう逐ちくされた秦丈鉄に攫さらわれたに違いないと誰もが判断した。禁軍将軍は精せい鋭えいの衛士を集め部隊を組織し、丈鉄追つい跡せきと雪理美奪だつ還かんにかかれと命じた。

　皇こう帝てい祥飛へと、その報告が上がった。

　一報を聞いた皇帝は、内侍の伯礼と食しき学がく博士はかせの朱西に遣いをやり彼らを呼び出した。
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　理美の身が危険だと知っていながら守り切れなかった後こう悔かいと、行方ゆくえ知れずになっている彼女を自ら捜さがし出すこともできない不自由さが、悔くやしくてやるせなくて、祥飛は長なが椅い子すに座り込み、額に手を当て不安に耐たえるために目を閉じていた。

　理美を攫った丈鉄を追跡する部隊は、既すでに出発したと報告が来た。

　丈鉄が理美を攫ったと、衛士と内侍省より報告が上がったからには、それをもとに丈鉄追跡と理美の奪還を、将軍が指示したのは当然。

　しかし。

（丈鉄が理美を攫って逃にげるなど、ありえない）

　祥飛は信じていた。丈鉄が、祥飛が愛し欲ほつしている少女を攫って逃げるなど、あるはずがないと。十年以上傍かたわらにいてくれた彼への信しん頼らいは、強固で揺ゆるぎない。

　ただ、なぜこのような状じよう況きようになっているのか見当がつかないのは確か。それだけが不安でどうしようもない。

（もしや余が知らぬところで、大変なことが起きているのか。丈鉄。理美。二人は無事なのか）

　既に陽ひは落ち、闇やみが焦あせりを増ぞう幅ふくさせる。

　じりじりしながら待っていると、程ほどなく青い顔をした朱西が室に飛び込んできた。

「陛下！　理美が攫われたと聞きました。しかも攫ったのは丈鉄だと」

「そうだ。追跡隊も編成された」

「追跡隊は動きましたか!?」

　慌あわてたような朱西の問いに、祥飛は唇くちびるを嚙かむ。

「動いた」

「なぜですか。丈鉄がそのようなことをするなど、ありえません。このような状況で丈鉄を追わせれば、追跡隊は丈鉄を発見し次し第だい殺しかねません」

「わかっている！　しかし衛士と内侍省から、丈鉄が理美を攫ったと報告が上がったのだ。その報告を受けて将軍が下した判断を、皇帝たる余が根こん拠きよもなくやめろとは言えぬ。追わせるしかあるまい！　理美が実際に姿を消しているのだ！」

　理美が消えた不安。なにが起こっているのかわからない不安。二つの不安が昂こうじ、長椅子から立ちあがると朱西を怒ど鳴なりつけていた。八つ当たりだ。

「なにがどうなっているのか、余にはわからぬ！　だが理美だけは、絶対に取り戻もどさなければならぬのだ」

「陛下。どうぞ、気をお鎮しずめください」

　立ちあがった祥飛の傍らに寄ると、朱西は真っ直すぐ祥飛を見つめる。理知的な瞳ひとみに見つめられ、祥飛は顔を伏ふせて呻うめく。

「丈鉄が理美を攫ったというのは、どこからもたらされた情報ですか」

「一つは、理美の護衛をしていた許訓記の証言。もう一つは内侍省からもたらされた証言だ」

「理美の馬車は集団で襲おそわれたと聞いています。それら襲撃者は、伊内侍監かんの手の者ですか？」

「わからぬ」

「いいえ、わかっております」

　出入り口から突とつ然ぜん声がした。

「理美を襲撃したのは、伊内侍監の配下で間ま違ちがいありません」

　声とともに足早に入室してきたのは伯礼。彼も緊きん張ちようした面おも持もちだ。

「馬車が襲撃されるのを目撃した者が、騎き乗じようした三人が、ごろつき集団に命令していたと証言しました。騎乗していた者は声が高く、手にした剣けんはやけに細かったと。その特とく徴ちようから察するに、三人はおそらく内侍」

　伯礼は祥飛の前で礼をとり「伯礼参上いたしました」と告げ、膝ひざをついて深く頭こうべを垂れる。

「申し訳ありません陛下。わたしが留守の間に、水すい祇し宮きゆうの警護主任が理美の外出を許してしまったようです。彼らに念を押し注意していましたが、さらに厳しく躾しつけておくべきでした」

　膝を折る伯礼を見ると、逆に祥飛は自分が情けなくなる。

　本来荒あら事ごととは無む縁えんのはずの内侍の伯礼にすら責任の一いつ端たんを負わせてしまっている自分は、あまりにも無力。

「……いや。これはやはり、余の責任なのだ」

　理美を任せられるだけの信頼できる者を、自分の周囲に何人も侍はべらせておけばこんなことにはなっていない。祥飛がかろうじて絆きずなを繫つなげているのは、朱西と丈鉄だけなのだ。

　英えい雄ゆうとしてたたえられる崑国初代皇帝は、自分の命を預けられる臣下を三十人抱かかえていたともいう。もし三十人の丈鉄や朱西がいれば、今回のこともきっとその誰だれかに任せられた。

　素す直なおで正直そうではあるが、すこし頼たよりない、しかも背後にうごめく者のことも知らぬ許訓記を護衛につけることはなかった。

　そこで伯礼は顔をあげた。

「理美が外出したことは、わたしが個人的に雇やとった者たちの報告ですぐに知りました。彼らに急ぎ馬車を追わせたのですが、間に合わず。馬車に追いついたときには、逃げ散る襲撃者を目撃したに留とどまりました。しかし先ほどご報告した通り、襲撃者が伊内侍監の手の者であることだけは確かく認にんできました」

「おまえが個人的に人を雇ったのか？」

「公こう謁えつを無事に終えたことで伊内侍監は焦りを募つのらせ、今までにない強きよう硬こう手段に出ることも予想されたので、念のため手配しました。彼らは金で動く連中ですが、そのぶん金払ばらいさえ良くしてやれば信頼が置ける。ただ今回は急なことだったので、対応が後手後手に回りました」

　伊文亮が焦り、荒っぽい手段に出る可能性も伯礼は考えていたらしい。そこで自らも人を雇い、もしもの時に備えようとしていたのだろう。

　祥飛の願いに応こたえ、先回りし、周しゆう到とうに準備してくれることに感謝の念と同時に、申し訳なさが大きくなる。

（不運の身でありながら、力を尽つくしてくれる）

　視線をそらすと、伯礼に「立て」と命じた。そして目をそらしたまま、

「……おまえの働きはありがたい。伯礼」

　と小さく言った。照れくさかったが、ここで言わねばならないと勇気をふり絞った。

　立ちあがりかけていた伯礼はびっくりしたような顔をしたが、徐じよ々じよに表情がゆるむ。そして「お言葉嬉うれしいです陛下」と、すこし面おも白しろがるような、優やさしい声で囁ささやく。

　いびつな関係を余よ儀ぎなくされた二人の、それはぎこちない兄弟としてのやりとり。

「襲撃者が伊内侍監の手の者だと明らかになれば、推測は簡単です。その点で伯礼の周到さは役に立ったのです。丈鉄は襲われた理美を助け、逃げ出したに違いない。丈鉄が理美を攫ったという内侍省からの証言は、伊内侍監が操あやつっているものと思って良いでしょうから」

　朱西の言葉に、祥飛は体の芯しんから力が抜ぬけ、再び長椅子に腰こしを下ろす。

「でも訓記の証言はどうなの？　彼の証言から丈鉄は理美を拐かどわかしたと思われているのに」

　伯礼の問いに、朱西は苦く笑しようした。

「事情を知らない訓記の目には、理美を守るために連れ去った丈鉄が、敵に見えた可能性もあります。もうひとつ、訓記の言葉が正しく周囲に伝わらなかった可能性も。『理美は丈鉄に守られて逃げた』と、訓記は言いたいところが、うまく伝わらなかったとも」

　信じられない報告をどう解かい釈しやくすれば良いのか、誰かに説明してほしかった。それがこうやって朱西が解いてくれると、抱いだいていた疑問が全すべて消えていく。

（そうか、丈鉄は……）

　丈鉄が理美を救ったのだ。だからこそ、こんなおかしな報告が上がってきたのだ。

　なにがあったにしろ、丈鉄は罷ひ免めんされた。周考仁から見放されたのだろうと推測はできる。本当ならばもう宮城とは無関係と笑い、自由気ままに生きても良いのだ。

（それなのに丈鉄は、理美を救ってくれた）

　自由なはずの丈鉄が理美を救ってくれたことが、嬉しくてたまらない。救ってくれたことそのものが、彼が祥飛たちとの絆を捨て去っていない証あかしに思えた。

「理美が丈鉄に守られているとしたら、ひとまず安心して良いのか？」

「安心してもいられません。状況的には丈鉄が理美を攫ったとしか思えない。俺たちも、それを否定するだけの証しよう拠こを示せません。この状態であれば追つい跡せき隊は丈鉄を犯人とみなし、発見と同時に丈鉄を殺す可能性が大きい。しかも追跡隊は……」

「しかも追跡隊が、なんだ」

「いえ。とにかく追跡隊よりも早く丈鉄と理美を、見つける必要があります」

　ここで祥飛が禁軍将軍を通して、追跡中止を命じられれば良いのだろう。

　しかし二箇か所しよから「丈鉄こそ皇后内定者を攫さらった犯人」と報告が上がっていれば、それを証拠もなしに「違う、やめろ」とは言えない。威い厳げんもない若き皇こう帝ていのたわごとと、将軍たちは、聞こえないふりをしかねない。よしんば命令を聞いたとしても、大きな不満が残る。

（余が信頼している者だから追跡は不要、と。その一言で禁軍将軍や衛え士じたちを従わせるほどの皇帝としての威厳は、余にはない。本当の意味で皇帝らしくなりたい。宮城に潜ひそむ影かげに怯おびえ、命令ひとつ下せない皇帝など滑こつ稽けいすぎる。真の皇帝らしくならねば）

　現状を嘆なげいても、今が変わるわけではない。祥飛は悔くやしさを嚙みしめながらも問う。

「丈鉄が理美を守っているなら、真っ先に安全な余の元へ理美を連れて来そうなものだが」

「そうできない事情があるのでしょう。伊内ない侍じ監のばらまいた追跡者が多すぎて、身動きとれないのかもしれません」

「どこかに身を潜めている可能性が高いね。丈鉄が身を寄せそうな場所の見当はつきますか？　陛下、朱西。親族がいる場所や、土と地ち勘かんがある場所に身を潜めていそうだと思いますけど？　彼の出生地や育った場所に」

　伯礼の問いに祥飛は絶望的な気持ちになる。

「余も朱西も、丈鉄とは長いつきあいだが。出生地もなにも知らぬ。実のところ秦丈鉄というのが本当の名なのかすら、怪あやしい」

「聞き出しましょう」

　朱西が決然と告げた。

「丈鉄の出生地、育った場所。彼の詳くわしい情報を知っているはずの周宰さい相しように訊ききましょう。俺が聞き出します」
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　襲しゆう撃げき者はしつこく、理美と丈鉄を追ってきた。二人を乗せた馬の速度が上がらなかったことも災わざわいし、新たに加わったらしい馬での追跡者に追い回された。

　馬の速度が上がらないぶん、丈鉄は路地を何度も折れて都の中を走り回ったが、街中に放たれた追跡者の数が多すぎるようだった。角を曲がると追跡者と鉢はち合あわせしそうになることが数度重なり、丈鉄は方針を変えたようだ。

　馬首を巡めぐらし、都の外へと出た。

　竹林を駆かけ抜け、小川を跳とび越こえ、雑木の森を稲いな妻ずま状に抜け、ようやく背後から蹄ひづめの音が聞こえなくなったときには、すっかり夜になっていた。それでも月が明るく周囲を照らしていたので、馬の影が、まばらな下草が生える田舎いなか道の上に落ちていた。

「ここは、どこでしょうか」

　安寧からさほど距きよ離りはないと思われた。遠くに岩がちな低い山が連なり、馬が歩む幅はば広びろの砂じや利り道の左右は桃もも畑らしく、新芽をつけた低木が規則正しく並んでいた。

「安あん県けん魯ろ高こう郷ぐん……って言っても、わからないか。安県は都の安寧がある県で、魯高郷は都に隣りん接せつする郷だ。そこの昌しよう平へいって邑むらだ」

　答えた声が苦しげだったので、理美は丈鉄の顔を仰あおぎ見る。

「丈鉄様。大だい丈じよう夫ぶですか。背中の傷が」

「大丈夫さ。見ろ。あれが昌平だ」

　指さされた道の向こう、かなり遠い場所に低い土つち壁かべがある。その中に石積みの家々がちらほら建ち、ぽつりぽつりと控ひかえめな明かりが家の中で揺ゆれていた。

　丈鉄は邑の手前にある枝道へと馬を進め、桃畑を抜け、雑木が生おい茂しげる森への道を辿たどる。しばらく行くと開けた場所に出た。

　廃はい屋おくが二、三軒けん、蔓つる草くさに搦からめ捕とられるように建っていた。廃屋を取り囲む木もく蓮れんの大木が、月夜に濃こい紫むらさきの花を浮うかび上がらせている。強い香かおりが漂ただよっていた。

「ここまで来れば、しばらく休めるぞ」

　馬を止めた丈鉄は先に鞍くらから下り、次に理美を地上へ下ろしてくれた。

「行くぜ。馬を建物の中に隠かくして、俺たちもそこで……」

　轡くつわをとって歩き出そうとした丈鉄だったが、急にその場に跪ひざまずく。

「丈鉄様!?」

　跪いた彼の背を見て、理美は悲鳴をあげそうになった。

　左ひだり肩かたから腰へかけて深く斬きられ、衣きぬの裂さけ目から赤黒い肉の色が覗のぞく。衣の背は血で黒く染まっている。

　包囲されたあの場から逃にげ出すときに斬られた傷だ。これほどの深手だったことに驚おどろき、さらに傷を負ってなお長時間馬を走らせ、理美をここまで連れてきてくれたことに、言いようもない申し訳なさと感謝があふれる。

「丈鉄様、そのままでいてください」

　丈鉄は限界だ。ぎりぎりまで気力と体力を使い、痛みに耐たえ、ここまで来たのだ。もうこれ以上無理はさせられないし、できないだろう。

　理美は轡を引いて廃屋の一つへ馬を入れて柱に繫つないだ。

　引き返してくると、今度は丈鉄の傍かたわらに膝ひざをつき、彼の腕うでの下に肩を入れる。丈鉄は顔を歪ゆがめ、脇わき腹ばらを庇かばうような仕草をした。

（そういえば丈鉄様は、周宰相に打たれて肋ろつ骨こつを）

　全身の打ち身と、肋骨の骨折。そんな状態にもかかわらず、あの人数の敵をかいくぐり理美を助けてくれたのだ。こんな傷を負ったのも、体調が万ばん全ぜんでなかったから。いつもの丈鉄ならば、あの人数でもかすり傷で切り抜けたかもしれない。

「すこしだけ歩けますか？　建物の中へ入りましょう。夜よ露つゆが当たらない所へ」

　脚あしを踏ふん張り丈鉄の体を支えると、彼は小さく呻うめきながらも立ちあがり歩き出す。

（なぜ丈鉄様は助けてくださったの？）

　助けに現れたときから、ずっと疑問だった。

「可愛かわいい女によ官かんと二人きりだ。こんな状態じゃなけりゃ、色っぽいことの一つもできるのにな」

　痛みを誤ご魔ま化かすようなしわがれ声に、逆にじわりと泣けてきた。こんな状態でも、理美に心配かけまいとしているようだった。

「陛下に怒おこられますよ」

「あんたが黙だまっててくれりゃ、わからないぜ」

「お元気そうで、良かったです」

　廃屋には扉とびらがなく、屋根は所々に穴が空き、月光が筋になって射さし込んでいた。

　比ひ較かく的屋根がまともに残っている奥のほうへ行き、丈鉄を座らせた。背中がひどく傷ついているので、丈鉄は体の右側を壁につけ上体を支える。

（傷の手当てをしなきゃ）

　丈鉄を休ませると、廃屋の周囲を歩き回って下草の中に薬草を探した。

　美味うましの宮みやを務める中で、山菜採りに行くこともたまにあり、そこで山守に薬草のことを習っていた。月光の下で探し回ると、消毒消しよう炎えん作用がある春はる蓬よもぎが見つかった。これは和国にもあった──というよりは、崑国から薬草として伝来したものが、和国の山野で増えたのだと聞いたことがあった。

　摘つんだ春蓬を手で揉もむと、爽さわやかな香かおりが立ち手指は緑に染まる。丹たん念ねんに揉んだそれを丈鉄の背の傷に当てた。丈鉄は「痛い」と苦情を言ったが、我が慢まんしてくださいと突つっぱねた。裳を縦に裂いて細長い布にして、春蓬を当てた傷を覆おおうように巻きつける。

　気休めの処置だが、放置するよりもずっと良いはず。

　一息ついて丈鉄の傍らに腰こしを下ろすと、裳も裾すそが真っ黒に汚よごれていることに気がついた。

「これ、なに」

　目を丸くしていると、丈鉄が小さく咳せき込むように笑う。

「心配するな。煤すすさ。昔、ここで火事があったからな。炭になったいろんなものが、その辺にごろごろ残ってるだろうぜ。なんせ木蓮の生木まで燃えてたからな」

「火事ですか？　よく御ご存ぞん知じですね。この邑と縁ゆかりがあるんですか」

「ここは俺が生まれた場所だ。十三の歳としまで住んでた」

　風が吹ふき、ざわりと木蓮の枝が騒さわぐ。香が強くなる。

　丈鉄には秘密が多い。ここで生まれ育ったということは、祥飛も朱西も知らないのではないかと思う。

「なぜ助けてくださったんですか丈鉄様。わたしの護衛をする必要はなくなったのに。それでもわたしを見張っていてくださったのは、なぜですか」

「なんでかな」と丈鉄は苦く笑しようした。

「俺にもよくわからないがな。まあ、なんとなくだ」

　痛みに耐えるように顔をしかめた。彼の指先が小刻みに震ふるえている。

（出血が多すぎる）

　このまま放置すれば死ぬだろうという予感がした。

　昌平邑に助けを求めようかと考えたが、丈鉄があえて邑に入らずここに来たことには意味があるはず。助けを求めれば、同時に敵に居場所を知られる危険があるのかもしれない。

「丈鉄様。はやく手当てをしなければお命に関かかわります。わたしがなにか……」

「なにもするな。下手へたに動くな。あんたは、ここにいるんだ。朱西が見つけてくれるまで」

「朱西様が？　でもわたしたちがここにいることは、朱西様は御存知ないのに」

「あいつなら必ず見つける。信じろ」

　震える丈鉄が寒そうで見ていられなくなり、理美は傷に触ふれないように彼の体に寄り添そった。すこしでも温かければ、と。丈鉄は「おい、おい」と小さく力なく呟つぶやいたが、そのまま震えながら目を閉じる。

（朱西様。朱西様。来てください。早く）

　祈いのるしかなかった。
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　朱西は馬を駆り、急ぎ周家へと向かった。

　考仁を宮城内で捜さがしたが姿が見えず、侍じ官かんに問うと屋や敷しきへ帰ったらしいという。朱西が屋敷を飛び出したのと、入れ違ちがいになったようだった。既すでに真夜中。しかし屋敷の門は開いていた。馬で駆かけ込むと、今まさに門を閉じようとしていた門番が目を白黒させた。

「若様。馬車でお出かけだったのに、なぜ馬で。馬車はどうされました」

　めったに屋敷に帰らない若様が、出たり入ったりなので戸と惑まどっている門番に馬の轡をとらせると、急せき込んで問う。

「父上は屋敷内におられるな」

「はい。先ほどお帰りになったばかりで、庭に院わの離はなれにおいでです」

　母おも屋やの裏手にある庭院には離れがあり、考仁専用の居室になっている。屋敷に帰っても彼はそこに籠こもりがちだ。母屋を通り抜ぬけ庭院に出ると、月光に照らされた庭木の間に、離れの丸窓が見える。明かりが灯ともり、冠かんむりをはずした考仁の姿が窓の向こうで動いていた。

　庭院を横切り、朱西は離れの扉の前に立つ。

「父上！」

　寝ねている陽よう夫人を起こさないように声を落とし、鋭するどく呼ぶ。扉はすぐに開いた。

　考仁の冷ややかな眼まな差ざしが朱西を迎むかえる。

「ほお、捜す手間が省けた。逃げ出したかと思ったが、そうではなかったのだな朱西」

　考仁がなんのことを言っているのか、朱西には今ひとつわからなかった。だが、それをくどくど訊きくほど心に余よ裕ゆうがない。

「父上に訊きたいことがあります。丈鉄の出生地、育った場所。親族の居場所。なんでもいい。彼に関わりが深い場所の情報を教えてください。彼を陛下の護衛として連れてきたのは、あなただ。あなたしか、知らないことがあるはず」

「なにがあった」

「理美が伊内侍監の手の者に襲しゆう撃げきされ、それを丈鉄が救い出し、彼女を連れて逃にげている模様です。伊内侍監の手の者よりも先に、丈鉄が逃げた場所に見当をつけ、捜して、保護しなければ。理美も丈鉄も死にます」

　焦あせる朱西を見つめ、考仁はしごく落ち着いた態度で顎あごを撫なでる。

「ふむ。しかしわたしは、丈鉄がどうなろうと知ったことではない。理美にしても、望ましい皇后候補だとは思うが唯ゆい一いつというわけではない。彼女が駄だ目めなら、また陛下には新たな皇后候補をあてがえばよい。今度は伊文亮が気に入るような、生きつ粋すいの崑国人で家いえ柄がらの良い女を」

「なにを仰おつしやっているのですか！」

　かっとして声が高くなると、考仁はうっすら笑う。

「本当のことを言ったまで。わたしにとって丈鉄も理美もその程度のもの。しかし、おまえにとっては違う」

　沸わきあがる怒いかりを堪こらえ、歯を食いしばる。

「……そうです。だから、なんだと」

「おまえが正直に話をするなら、丈鉄のことを教えても良い」

「なにを話せというのですか」

「おまえが頻ひん繁ぱんに、鳳寧孫の屋敷に出入りしていることは知っているぞ。なんのために出入りしている。そしておまえは知っているのだろう、自らの出生を」

　驚おどろきに一いつ瞬しゆん、言葉を失う。

（全すべて知られているのか。だから父上の怒りを買い、丈鉄は罷ひ免めんされたのか）

　丈鉄が考仁の怒りを買ったのは、朱西が出生を知ったことを報告しなかったことがばれたのだ。さらに朱西が寧孫の屋敷に出入りしていることも、丈鉄は報告していなかったのだろう。

　そもそも丈鉄は、朱西を見張っていた様子がない。考仁に朱西の監かん視しを命じられていたのを、彼は無視し続けたのだろう。

　丈鉄は自らを、考仁の剣けんだと言った。その剣が、なぜ主あるじの命令を無視したのか。

　運命を楽しめと朱西に言った彼はなにを考えて、そんな振ふる舞まいをしていたのか。

（丈鉄がなにを考えていようとも、今、丈鉄が理美を守っていることは確かだ。早く彼らを見つけなければ。そのためには父上から情報をとる必要がある。寧孫のこと、認めるしかない）

　寧孫の屋敷へ出入りするとき、朱西は可能な限り目立たないようにしていた。しかし彼の行動を注視する者があれば、いずれ気づかれることは百も承知。

　知られること自体は、あまり問題ではない。

（ただ思っていたよりも、知られるのが早かった）

　そこだけが誤算と言えば誤算。

「正直に話せば、丈鉄のことを教えてくれますか」

　真っ直すぐ見つめると、考仁は「無論」と鷹おう揚ように頷うなずく。

「それで？　おまえは、知っているのか。自らのこと」

　一つ小さく息をつき、答えた。

「知っています。俺は鳳青修の子です。鳳寧孫から聞きました。そして鳳家に出入りし、寧孫と接せつ触しよくしているのも事実です。ただ俺が青修の子であろうとも、陛下にお仕えする臣であることには変わりありません」

　考仁は疑うように目を細めるが、朱西は続けた。

「寧孫は陛下を退位に追い込み、新たに自らの意のままに動かせる者を帝てい位いにつけようと画策している節があります。俺に接触してきたのも、その思おも惑わくからのようです。それを逆手にとれば、陛下に叛はん意い抱いだく者たちの情報を集められます。鳳家に出入りし、寧孫の信用を得れば、おのずとそれらの情報が手に入ります。そのため鳳家へ出入りをはじめました」

「それを信用しろと？」

「信じてもらうしかありません」

　しばらく睨にらみ合うように互たがいに視線をそらさなかったが、考仁は顎をしゃくり「中へ入れ」と促うながした。考仁に従い、細い蠟ろう燭そくの明かりに照らされた室内へ踏ふみ込んだ。

　文ふ机づくえと卓たく子しの上には書と図版と巻物が乱雑に積み上げられ、書しよ棚だなも書と紙類であふれ返っている。壁かべ際ぎわの長なが椅い子すの上には、ぐしゃぐしゃの上うわ掛がけが何枚も絡からみ合って丸められていた。勉学に明け暮れる書生の室といった感じだ。

　考仁は卓子の上に、紙を一枚置く。上質の紙でごく薄うすく、表面はつるりと滑なめらか。天神のおわす場所を示す印が透すかし模様で入っている。

「これは真しん約やく？」

　紙は天神に仕える覡げきが漉すくもので、これを庶しよ民みんが目にすることはほとんどない。天神に対して最も固い誓ちかいを記し、天てん壇だんに奉ほう納のうするためのものだからだ。

　庶民が天壇に詣もうでることはできない。天壇に詣でるのは皇帝と王族、臣下たちのみ。

　しかも皇帝といえど、滅めつ多たに手にするものではない。

　真約とは天神に最も近い場所である天壇に奉納する、最も固い誓い。それを破れば神しん罰ばつが下り、身を滅ほろぼすだけでなく、魂こん魄ぱくまでもが天神の怒りで消し去られる。

　燭国最後の皇帝が真約を破ったが故ゆえに燭国は滅び、皇帝の骸むくろが空から舞い降りた巨きよ大だいな狗いぬ鷲わしの群れに襲おそわれ、跡あと形かたもなく食い尽つくされたと伝説にある。

　大陸に生まれ育ち、天神の加護のうちに生きる者にとって、真約は滅多に手を出してはならない行こう為いなのだ。真約そのものが禁きん忌きに近いものとみなされている。

「噓うそがないというなら、真約はできよう」

「真約せよとは、罰のようですね」

　崑国二代皇帝が、ある官かん吏りの忠誠心を疑い真約を迫せまったという逸いつ話わが残っている。

　官吏は真約を拒こばみ、拒むことは忠誠心がないと断じられ斬ざん首しゆされた。官吏も、拒めば斬首されることはわかっていただろうが、真約をすれば天神の神罰が下り魂魄が消える。そうなるくらいならばと、普ふ通つうに死ぬことを選んだのだ。

「できぬか」

　見透かしたように考仁の口元が笑いの形に歪ゆがむが、朱西は首を横に振る。

「いいえ」

　答えるとすぐに、卓子の上にあった筆を手に取り、躊躇ためらいなく紙の上に走らせる。

「良いのか、朱西」

「真約せよと言ったのは、あなただ。必要であればやります。俺は、なにも恐おそれる必要はないのですから」

　筆を走らせながら、朱西はつい訊いた。

「父上。なぜ俺を実子として育てたのです」

「そのようなこと己おのれで考えよ」

（答えてはくれないか）

　落らく胆たんする自分に気がつき、内心苦く笑しようした。

　ここまで事実がさらけ出されたのだから、もしや考仁は本心を語るかもしれない。そしてそれには朱西に対する思いやりのようなものがありはしないかと、無意識に求めていたらしい。

（この人の実子でないと頭ではわかっていても、長年、父と認にん識しきしていた慕したわしさというのは簡単に消えないのだな）

　子どものときと同様に、考仁に愛情を求めてしまう。これはただの条件反射だろう。

『崑国五代皇帝陛下龍祥飛様に忠誠を誓い、治世を守るため身命を賭として仕えると誓せい約やくする』

　端たん的てきにわかりやすく記し、最後に署名した。筆を置くと、薄紙の端はしを撫で───密ひそかに笑う。

「真約いたしました。丈鉄の出生地、育った場所、彼がなじみ深い場所。親族の居場所。全て教えてください」

「……よかろう」

　あっさりと朱西が真約したことに驚いているらしく、考仁の答えが数すう拍はく遅おくれた。

「丈鉄に親族はいない。天てん涯がい孤こ独どくの身。その出生地は安県魯高郷昌平邑。彼はそこで生まれ、十三の歳としまで過ごした。その後は安寧東とう区くの柳りゆう幹かんの屋や敷しきに一年住んだ。そこで密みつ探たんとして様々に仕込まれ、宮きゆう廷ていへ出仕した」

（昌平邑は周家の領地。柳幹は、周家に古くから仕える密探の一人）

　丈鉄と周家の関かかわりは思った以上に強そうだ。しかし今はそれを詮せん索さくするより、丈鉄と理美を見つけ出すことが先だ。

「ありがとうございます。急ぎますので、行きます」

　短く告げると、朱西は離はなれを飛び出し、門番に預けた馬に乗った。

（安寧の柳幹の元に身を潜ひそめるくらいならば、丈鉄は宮城へ逃にげ込む。そうできない状じよう況きようとなれば、安寧の外へ出る。昌平なら馬で移動できる距きよ離り。竹林や雑木林も多く、川もあり、追つい跡せき者を撒まくのには好条件。土と地ち勘かんがあれば、逃げ込むのにちょうどいい。昌平だ！）

　追跡隊も有能だ。都人や邑人の証言を集め、丈鉄の逃げた道を着実に割り出しているはず。今から昌平に向かって追跡隊を出し抜ぬけるかは、微び妙みようなところ。

　門から出ようとしたとき、門前に誰だれかが佇たたずんでいるのを認めた。

「伯礼。どうしてここに」

　驚きつつ、美しい内ない侍じを馬上から見おろした。彼は馬の傍かたわらに近づくと、急せかすように問う。

「陛下が大変心を痛めておいでで、見ていられなくてね。それで丈鉄が逃げ込みそうな場所の見当はついたの？」

「あなたが来てくれたのなら、ちょうど良い。丈鉄は昌平へ逃げ込んだ可能性が高い。俺はこれから急ぎ昌平へ向かいますが、一人では心こころ許もとない。事情を理解した上で、腕うでが立ち信しん頼らいできる者を数名、昌平へ走らせてほしいと陛下にお願いしてください」

　朱西は、表情を厳しくする。

「陛下にご心配かけたくないので言いませんでしたが、俺たちよりも先に追跡隊が丈鉄と理美を見つけてしまったら、二人とも命が危あやういでしょう。そう思いませんか伯礼」

　そのことに伯礼も既すでに気がついていたらしく、頷く。

「そうだね。それを阻そ止しするために、君は彼らの元へ走って。あとのことは、わたしに任せて」

「お願いします」

　朱西は馬の腹を蹴けった。

（急がなければ）

　再び夜道を駆かる。
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　朱西が去り静せい寂じやくが落ちる離れの中で、考仁は蠟燭の揺ゆれる明かりに照らされた、墨すみが乾かわききらない端たん正せいな文字を見つめていた。

「こうもあっさり、真約をするとは」

　真約は恐きよう怖ふだ。考仁ですら真約しろと言われれば二の足を踏む。

　それを躊躇いなく書いたところを見れば、朱西は自らの出生を知ってもなお、祥飛に仕えるという信念がぶれていないのだろう。鳳家に出入りしているのも、祥飛のために敵の内情を探さぐろうとしていることに間ま違ちがいないはず。

「愚おろかしいほど真っ直すぐなのだな」

　朱西の生き真面目まじめさを考えれば、ありえることのように思う。

（どこまでも似ている、青修に）
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「……寒いな」

　丈鉄がぽつりと口にしたので、理美はさらに彼の体に密着した。夜が更ふけるにつれ気温は下がり、空気は湿しめっぽさが強くなる。冷やされた空気がしっとりと、廃はい屋おくの周囲に落ちていく。

「安寧に戻もどったら温かいものを作ってさしあげます。なにが食べたいですか」

「蜊リー酒ジユウ麵ミイエン」

　迷いない答えだった。

「お好きなんですね」

「ずっと昔から食ってるからな。餓が鬼きの頃ころも食ってた。たいがい、一人で」

　丈鉄の声に力がない。冷たい夜気の中に、彼の生命力がどんどん溶とけ出しているかのようで怖こわい。目を閉じている彼が、このまま眠ねむってしまえば二度と目覚めない予感がして、意識を繫つなぎとめるために話しかける。

「お一人で食べていたんですか？　ご家族は」

「お袋ふくろと二人だったからな。お袋は、仕事で何日も帰ってこないことがざらで。そんなときに、銭を持って邑の中へ行くんだ。露ろ店てんがあって、そこでいつも食ってた。怖こわがられてたから、友だちもいなかった。一人で食ってた」

「怖がられてたって、なんで」

「お袋は、貴族に使われる密探だって噂うわさがあったからな。実際、そうだったらしい」

　丈鉄はゆっくりと目を開く。

「仕事がらみで恨うらみを買ったんだろ。俺が川へ釣つりに行ってる間に家ごと焼き殺された。ちょうど今いま頃ごろの時季だ。お袋が好きだった木もく蓮れんの木も、一いつ緒しよに燃えてた」

　なんでもないことのように淡たん々たんとした言葉に、理美は目を見開く。

「そんな、ひどいことが」

「そんな顔するなよ。十年以上前の話……」

　急に丈鉄は口を噤つぐんだ。

　走る馬の蹄ひづめの音が聞こえた。近づいてくるその音に、「追っ手が来やがったか」と呟つぶやく。その目にわずかばかり生気が戻る。理美の体を押し離すと、呻うめきながら立ちあがった。

「だめです丈鉄様、動いては！」

「寝ねてたら死ぬだけだ。あんた馬に乗れるか？　俺が、追っ手をできるだけ食い止める。その間に安寧へ向けて走れ。朱西が的確に動いていれば、あんたが助かる可能性はある」

　壁かべ伝いに廃屋の外へ出た丈鉄にしがみつく。

「一緒に馬に乗ってください。お願いです。逃げてください」

「俺はもう無理だ。行くんだ」

　蹄の音が近づく。丈鉄は理美の肩かたを押す。

「でも」

　道の向こうに、月光を背にした一騎きの人馬の影かげが見えた。こちらに向けて駆けてくる。

「行け！」

　追い詰つめられた絶望感に膝ひざが震ふるえた。

（どうすればいいの!?）

　そのときだった。




　　　二




「丈鉄！　理美！」

　月を背にした人馬の影が声を発した。その声に驚おどろき、息が詰まりそうになった。それは理美が聞きたかった声だ。丈鉄の腕から力が抜ける。

　二人の目の前で手た綱づなを絞しぼり、馬を停止させたのは───朱西だった。

「朱西様！」

　喜びがわきあがり、それが涙なみだになってあふれた。

（来てくれた！）

　緊きん張ちようした面おも持もちで二人を見おろす朱西の姿が、なによりも頼たのもしかった。

「怪け我がはありませんか、理美！」

「わたしは平気です。でも丈鉄様が」

　馬から飛び下りた朱西は、よろける丈鉄の体を支えた。

「斬きられたのか」

「なに……かすり傷」

　笑おうとした丈鉄の顔が歪ゆがむと、朱西の表情が険しくなる。怪我の状態がひどいのを見て取ったのだろう。

「たいしたかすり傷だな」

「状況は？」

「宮城では、おまえが理美を攫さらったということになっている。追跡隊がおまえを追っている」

　とんでもない勘かん違ちがいが起こっていることに、理美はたまらず声をあげた。

「わたしがちゃんと、それは違うと証言します」

「あなたがいくら違うと言っても、無理です。彼らは軍人です。命令が絶対の彼らは、最初に聞かされている命令通り丈鉄を犯人と思い込み捕ほ縛ばくします」

「そうなっても、宮城に帰って陛下もお口くち添ぞえくだされば、丈鉄様の嫌けん疑ぎも晴れますよね」

「無事に帰れれば、な」

　丈鉄が細い声で皮肉に言う。

「無事にって、どういうことですか？」

「俺が伊文亮なら、追つい跡せき隊の中に自分の息がかかった者を入れておくぜ。なぁ、朱西」

「俺も伯礼も、それを最も危あやぶんでいた。だから追跡隊よりも早く、二人を見つけなければと」

　それで理美もようやく気がつく。

（伊内ない侍じ監かんにしてみたら、それが一番確実で手っ取り早い）

　追跡隊の中に伊文亮の手先がいたとしたら、彼らは丈鉄を捕縛し理美を保護した後、宮城に帰る道すがら二人を確実に殺すだろう。なんらかの騒そう動どうを仕し掛かけ、隊を混乱させた隙すきに理美を殺し、丈鉄を殺す。

　これほど簡単で確実な手はない。その手を文亮が打たないわけはない。

（追跡隊の中には伊文亮の息がかかった者がいる。そう思って間違いない。追跡隊に見つかることは伊文亮に見つかるのと同じことなんだ）

　だから朱西はこれほど慌あわて、追跡者たちよりも早く理美たちの元へ駆けつけてきたのだ。

「急ぎましょう、理美。丈鉄。宮城へ戻れば陛下の加護がある」

　馬の方へ歩みながら、朱西は勇気づける。

「しかも俺はここへ来る前に、伯礼に頼んで、陛下に知らせを走らせています。事情を理解し信しん頼らいできる者が昌平へ送られてくるはず。その者たちと合流できれば、安全に宮城まで……」

　そこで言葉を切り、朱西は顔をあげて呻く。丈鉄が口元を歪めた。

「追跡隊が来ちまったな、朱西」

　複数の蹄の音が、雑木の枝に視界を遮さえぎられた道の向こうから聞こえる。理美は、朱西が支えるのと反対側の丈鉄の肩を支えた。

「早く馬へ、丈鉄様」

「無理です理美。もう間に合いません」

　緊張した低い声で朱西が言うのと同時に、二十騎ばかりの人馬が姿を見せた。先頭を行く騎手が軽く手をあげると、隊は歩調を緩ゆるめこちらへ向かって来る。散開し三人を取り囲む。

　完全に三人を包囲したとみると、彼らは馬を下り、剣けんを構えて周囲を固めた。

「我ら陛下の勅ちよく命めいを受けた禁軍将軍配下の者である。秦丈鉄だな。そしてそちらの方は、雪理美様か。秦丈鉄には誘ゆう拐かいの罪で捕縛の命令が出ている。雪理美様をこちらへ引き渡わたし、おとなしくお縄なわにつけ」

　衛え士じを率いる武官が告げると、朱西は理美に小さく「丈鉄を頼みます」と囁ささやき、丈鉄から離はなれて一歩前に出る。

「俺は礼れい部ぶ勅ちよく任にん官として食しき学がく博士はかせを名乗る周朱西です。侍中として陛下の側そば近くにもお仕えしています」

　声を張った朱西に、武官が剣を構えたまま眉まゆをひそめる。

「食学博士？　侍中がなぜここにいらっしゃる」

　朱西の名を聞いたことはあっても、顔を知らないらしい武官は不ふ審しん感かんをあらわにする。

「事情があり、俺も秦丈鉄と雪理美を捜さがしていたのです。秦丈鉄が彼女を攫ったというのは誤解で、彼は襲しゆう撃げき者から彼女を守るためにここまで来たのです。ご覧なさい、彼女が丈鉄に無む理り矢や理り拐かどわかされたように見えますか？　丈鉄はあの傷です。立っているのもやっとです」

「あなたが本当に食学博士なのか、この場では確かめようがない」

「俺が何者であれ、目の前になにが見えますか？　傷を負った丈鉄とそれを支える理美です。これを見て丈鉄を捕とらえるというのですか？」

「状じよう況きようがどうであれ、我々に課されているのは秦丈鉄の捕縛と雪理美様の保護。我々は丈鉄を捕らえ、理美様を保護する。丈鉄に罪があるかなきかは、宮城にて詮せん議ぎすれば良いこと」

　三人の様子を鋭するどく見つめる武官の頑かたくなな態度。朱西は活路を見いだそうと、相手を視線で牽けん制せいしながら思考を巡めぐらしているようだ。

（丈鉄様とわたしが追跡隊の手に渡れば、宮城まで生きて帰れない）

「このまま手を出さず、すこし待ってもらえませんか」

　朱西は助けが来るのを待ちたいのだ。彼の言葉に、武官の眉が吊つり上がる。

「なにか企たくらんでいるのか」

　木もく蓮れんの強い香かおりが辺りを満たす。濃こい紫むらさきの花が、取り囲まれた理美たちを見おろしている。禍まが々まがしいほどの濃い色が月光に映はえる。

「丈鉄と理美の身の安全を図はかりたいだけです」

「我らは禁軍将軍の命により動く者ぞ。それを信頼できぬと!?」

「あなたを信頼していないのではない！」

　武官と朱西の押し問答が続くが、朱西はその間も周囲に視線を走らせている。こうやってわずかでも時間を稼かせぎ、助けが来るのを待っている。

「ではなにが不安と」

「あなたたちが、急ごしらえの追跡隊であるということです。あなたが引き連れている配下は、体の空いている者が急きゆう遽きよ呼び出され、寄せ集めで編成されたのでしょう。固定された二十人からなる部隊であれば、従事すべき役目がある。それを放ほうり出すことはできない。となると急な命令に対しては、急ごしらえをするしかない」

「全員が宮城の衛士だぞ」

「断言できますか？　顔を知らない者は一人もいませんか」

　言葉に詰つまり、武官は剣の柄つかを握にぎりなおす。武官の怒いかりと苛いら立だちが高まっている。

　朱西と武官の間に張りつめる不ふ穏おんな緊きん張ちよう感かんに息を詰めていた理美の耳に、背後で草を踏ふむ音が聞こえた。はっとしてふり返る。

　二人の衛士が細身の剣を構え、理美の背後数歩の所にまで忍しのび足で近づいていた。彼らは理美がふり返ったと見るや、素す早ばやく踏み込んだ。周囲を囲む衛士たちが気がつき「あっ」と声をあげるが、誰だれもが、なにが起ころうとしているのかわからず身動きがとれない。

　逃にげられる間合いではない。

　咄とつ嗟さに理美は丈鉄を突つき飛ばした。丈鉄は草の上に倒たおれ込むと、首をひねって顔をあげる。

「「理美！」」

　丈鉄の声と、ふり返った朱西の声が重なった。

　足がすくんだ。迫せまってくる細身の剣が弾はじく不気味な月光の輝かがやきを見あげた。

　恐きよう怖ふのあまり頭が真っ白になった、そのとき。

　周囲を囲む衛士の間から、誰かが飛び出した。手には細身の剣がある。その剣が、理美に向かって刃やいばを振ふりあげた二人の背中を一気に横よこ薙なぎにした。襲撃者が悲鳴をあげ刃がぶれた。

　理美は考える間もなく真横に身をかわしたが、脚あしがもつれて下草の上に倒れ込む。

　朱西が駆かけ寄り、理美の上体を抱だき起こす。

「理美！」

「朱西様」

　肩かたを抱かれ、理美は朱西の腕うでにすがりつく。二人は、背を斬きられた襲撃者が、さらにもう一いつ閃せん膝ひざ裏うら辺りを斬られて地面にどっと倒れ込むのを見た。

　呆ぼう然ぜんとした。

　襲撃者二人を斬り倒し、剣を手にしてそこに立つのは意外すぎる人物だった。周囲の衛士たちも武官も目を見開いている。丈鉄は浅い息をしながら、苦く笑しようするように目を細めた。

　剣を手に、上質な深しん衣いの袖そでと白い頰ほおに返り血を点々と浴びたその人は、いつもの魅み惑わく的な微び笑しようを浮うかべた。

「伯礼様」

　月を背に立つのは伯礼。彼は懐ふところを探さぐると、一枚の紙を取り出し月光の下ではらりと開く。それを掲かかげる。

「皇こう帝てい陛下の勅命である！　秦丈鉄の身み柄がらはこの勅書を持つ者に預けられる。雪理美の身柄も同様」

「貴様は何者だ！　衛士を斬るなどと！」

　ようやく正気づいた武官が怒ど鳴なると、伯礼は流し目をくれた。

「わたしは内侍の蔡伯礼と申します」

「内侍!?　内侍が、どうして」

「わたしの同どう輩はいがこちらに紛まぎれ込んでいましたようで、迎むかえに来ましたが」

　伯礼は自分の足あし下もとで呻うめく二人の衛士の兜かぶとを、沓くつ先さきで蹴けり飛ばす。転がった兜の下から現れた顔は白く、髭ひげもなく、どう見ても宦かん官がんの顔だった。

　武官が目を見開く。伯礼は笑えみを深くする。

「おいたが過ぎるようなので、少々手て荒あらなことをいたしました。けれど口がきけるようにしてありますから、誰がこの二人に『いたずらしておいで』と命じたか、いずれわかりましょう。そしてそこの秦丈鉄と雪理美の身柄、ついでに食学博士は、わたしが責任を持って陛下の元へ送り届けます。あなたがたは、手を出さないで」

「しかし、我らは陛下から命を受けた禁軍将軍の指示を受けたのだ」

「わたしは勅書を持っています」

　今一度伯礼は勅書を突き出す。

「そして、信頼できる護衛も連れて参りました」

　声に応じるように、衛士たちの背後を囲むように十人の黒衣の男たちが静かに姿を現す。

「彼らはわたしが個人的に雇やとい入れた者で、信頼がおけます」

「我々は信用ならぬと言うのか」

「おや、これで信用できると仰おつしやる？」

　足下の二人の男の手の甲こうを、伯礼は容よう赦しやなく踏みつけた。悲鳴をあげる襲撃者に、武官は苦々しい顔をした。もはや武官は反論できない。

「伯礼。まさか、あなた自身が来るとは」

　朱西の呟つぶやきに、伯礼は剣けんを鞘さやに納めながら答えた。

「わたしの計が間に合わなかったにもかかわらず、陛下はお褒ほめの言葉を下さったからね。それに応こたえ、今度こそは間に合わなければならないでしょう」

　丈鉄は草の上に倒れ込んだまま顔をあげていたが、安心したように頭を地面につける。
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「へぇ、あんたも嬉うれしがることがあるんだな……」

　丈鉄は目を閉じ、うっすら口元で笑う。

「そうか……あんたの化けの皮の下。……あんたは、わりと陛下が好きなんだな……」

　そこで声が途と切ぎれた。

「丈鉄様!?」

「丈鉄！」

　理美と朱西は同時に立ちあがって丈鉄に駆け寄った。呼吸が浅く、意識がない。

　焦あせったように伯礼が声をあげた。

「馬車を！　彼を宮城へ運ぶ。急げ！」




　　　三




　木蓮が燃えていた。いつかそんな日が来るという予感は幼い頃ころからあった。

　母はすらりとして美しい女だったが、腕や足、腹には骨を締しめあげているような筋肉がついていた。ふとしたときに見せる表情は鋭するどく、目つきに油断がなかった。

　それでも丈鉄と二人きりしかいない家の中では、母親らしく柔やわらかな笑顔を見せた。

　幼い丈鉄が転んで泣けば、大笑いして「大げさな奴やつ」と頭を小こ突づいた。痛みもなにもかも大したことないと吹ふき飛ばしてしまうような、そんな大らかさで接してくれた。

　彼女は木蓮が好きで、家の周りにたくさん植えた。そして「ご覧よ。木蓮は冬に蕾つぼみをつけて咲さくべき春を待つ。いじらしいじゃない。待っていれば春が来るのを知ってる」と、冬ふゆ枯がれの枝先についた蕾を指さし、白い息を吐はいていた。

　達観した女だった母に、自らに訪おとずれる春──すなわち希望や夢を、木蓮に託たくすような感傷があるとは思えない。あれは、丈鉄に言って聞かせたいがための言葉だったのかもしれない。

「あの女は密みつ探たんだ」

　昌平邑の者たちはそう噂うわさして、村はずれに住む親子を恐おそれた。おそらくそれは本当で、母は何日も家を空けることがざらにあり、丈鉄はそんなとき、母が置いて行った銭ぜにを握って邑の屋台で蜊リー酒ジユウ麵ミイエンを食った。誰も話しかけてこなかったが、逆に嫌いやなこともされなかった。

　そこにいない者のようにあつかわれた。だから丈鉄自身も、真冬の木蓮の蕾のように心を閉とざし身を固くし、周囲と交わることを拒こばんだ。

　自分の父が誰なのか、生きているのか死んでいるのか、母に訊きいたことがある。すると母は「あのお方は生きている」と答えた。そして時が来れば、おまえも会うだろうと。

　父のことを母は「あのお方」と、よそよそしく呼んだ。

　そして十三歳だったあの日。春の盛り。川釣つりをしていた丈鉄はきな臭くささにはっとして、家の方をふり返って見た。もうもうと黒い煙けむりがあがっていたので急いで駆けつけた。

　そこで炎ほのおに包まれた家を見た。油でも撒まかれていたのか、濃こい紫むらさき色いろの花を咲かせた木もく蓮れんにも火が移り、生木が燃えていた。熱風が渦うず巻まき、とても家に近づけなかった。

　家を燃やし尽つくして火は消えた。焼け跡あとで丈鉄は母の亡なき骸がらを捜さがして森の中へ埋うめた。亡骸はほぼ炭になっていたので、脆もろくて、軽くて、その軽さと脆さにぞっとして、泣けもしなかった。

　木蓮の香かおりが火事場の焦こげ臭さと混じり合っていた。

　昨日まで確かに温かい寝ね床どこがあったはずの場所が、灰になった。その喪そう失しつ感かんに、哀かなしいというよりも呆然とした。

　あの日のように丈鉄は今、ぼんやり白く明るい場所に立ちつくしていた。

（ここはどこだ？　俺はなにをしていた。お袋ふくろもいない、友だち一人もいない。まったく、つまらんな）

　考えることを止やめ、ふっと真っ白な光の中に溶とけ消えてしまえば心ここ地ちよいのかもしれない。そう思って目を閉じた。

（ここは、いい。木蓮の香がしない。なんの香もない。なにもない。なにも考える必要がない。俺に相応ふさわしい）

　なにか大切なことを忘れている気がした。考えなければならないような気がした。

　けれど長年染しみついた思考を停止させる癖くせのために、忘れていることを思い出す努力もできない。なにも考えないのは心地よい。本当につまらないと思うのだが、反面心が波立たないぶんだけ心地よいのだ。

　無意識に、自分の外側に繫つながる感覚を全すべて遮しや断だんした。なにも聞こえず、なんの感かん触しよくもなく、なにも見えなければ、なにも考えないですむ。

　生木の木蓮でさえ燃え尽きてしまったように、どんなに燃えにくかろうと思えるものでも、燃え尽きるときは燃え尽きる。そんなものだろう。
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「理美！」

　伯礼にともなわれて祥飛の室へと入った理美は、礼をとる暇ひまもなく、駆かけ寄ってきた祥飛に強い力で抱だきすくめられた。

「陛下。ご心配をおかけしました」

　強く抱かれた力のぶんだけ祥飛の不安と心配が伝わる気がして、申し訳ない気持ちで一いつ杯ぱいになる。丈鉄が去り、理美も攫さらわれたとなれば、祥飛はどれほど気を揉もんだろうか。

「良い。帰ってきてくれたのであれば、良いのだ。怪け我がもないな？」

「はい。丈鉄様が守ってくださいました。そして朱西様と伯礼様が助けに来てくださいました」

　祥飛はようやく理美の体を放して、室の出入り口に控ひかえる伯礼に向き直る。

「間に合ってくれたのだな、伯礼。それで首しゆ尾びは」

「追つい跡せき隊のなかに伊内ない侍じ監かんの命令で送り込まれた兇きよう手しゆがいましたが、生け捕どりました。よほど焦ったのか内侍の中から腕うでの立つ者を選んで送り込んだらしく、彼らは直接伊内侍監からの命令を受けています。彼らが伊内侍監のしたことを全て白状してくれるはずです。これほどあからさまな証しよう拠こがあっては、逃にげられません。伊内侍監を捕とらえることも可能。そして彼を尋じん問もんすれば、吏り部ぶ尚しよう書しよとの関係も白状してくれるでしょう。彼は人の痛みには鈍どん感かんですが、己おのれの痛みには、わずかも我が慢まんできないので」

　薄うすく伯礼は笑う。

「今いま頃ごろ、伊内侍監は逃げ出す準備に大おお忙いそがしでしょう」

　兇手を生け捕りにしたことで、皇后内定者に対する暗殺未み遂すいと、公こう謁えつにおける無礼を先導したことの証拠が得られたのだ。伊文亮はもう影かげに隠かくれることはできず、訴そ追ついは免まぬかれない。

「伊内侍監のことは考仁に託す。吏部尚書へ手出しすることになるのだから、考仁が余の命により直接動く方が良いだろうと思うが、朱西に意見を訊きたい」

　祥飛は室内を見回し、入室したのが伯礼と理美のみであることにようやく気がついたらしい。

「朱西はどこだ。丈鉄も姿が見えぬ。無事に帰ってきたのだろう」

「朱西様は丈鉄様に付き添そって食しき学がく堂どうにおいでです。丈鉄様は」

　そこまで口にした理美は、唇くちびるを嚙かむ。

「丈鉄様はわたしを守るために、重傷を負われて。意識がありません」

「……なんだと」

　祥飛は目を見開くが、すぐにきっと表情をきつくすると、

「丈鉄は、食学堂にいるのだな」

　怒おこったように言って歩き出す。理美と伯礼もそれを追い、食学堂へ向かった。

　食学堂の黒くろ瓦がわらが明るい月光をはじき返し、白く輝かがやいている。食学堂の扉とびらは開け放たれており、そこから蠟ろう燭そくの明かりが外へ漏もれ、庭に院わの砂利じやりの上に四角く揺ゆらめき落ちている。

　書に囲まれた内部の最さい奥おうに大きめの長なが椅い子すがあり、丈鉄はそこに寝ねかされていた。朱西が傍かたわらに膝ひざをついている。

　罷ひ免めんされている丈鉄は位も官職もなく、今は宮城に居場所がない人間。その彼を運び込める場所はほとんどなく、結局朱西が主あるじのように使っている食学堂へ連れてくるしかなかった。

　中へ踏ふみ込んだ祥飛に、朱西が礼をとる。

「朱西。丈鉄は」

　足早に長椅子に近づいた祥飛は、目を閉じて横たわる丈鉄を見おろし、動どう揺ようを抑おさえるような硬かたい声で問う。

「背に深い傷を負っています。出血は止まっていますが、失った血が多すぎると医師は見立てました。傷が原因の熱も高い。あとは丈鉄の体力と気力次し第だい。意識が戻もどれば助かる見こみも」

「丈鉄」

　祥飛が長椅子の傍らに膝をつく。皇こう帝ていは臣下の前で膝などついてはならないものだ。驚おどろいた朱西が制するように「陛下」と呼ぶが、祥飛は「かまわん」と短く答え、朱西と同様に丈鉄を間近に覗のぞき込む。

「丈鉄。よく理美を守ってくれた。余は……嬉うれしかった」

　朱西の目が優やさしく祥飛を見つめ、それから丈鉄に視線を戻す。よくやったと、無言で丈鉄を褒ほめるようなその仕草。

（絆きずなだ）

　祥飛と朱西と丈鉄。その三人が作り上げてきた絆がそこにある。

　そして理解した。なぜ丈鉄が理美を命がけで助けてくれたのかを。

（陛下と朱西様のためなんだ）

　なぜ理美を助けてくれるのかと訊いたとき、丈鉄は自分でもわからないと言っていた。きっと彼自身も自覚していなかったのだろうが、今の理美にはわかる。

（わたしは皇后内定者。陛下が望んでくださっている。そして丈鉄様は、朱西様とわたしが、わずかの間でも心を通わせたことを知っている。だからだ。だから助けてくださった）

　理美の存在を祥飛は望み、そしてかつては朱西も求めた。二人が求めた存在だからこそ、二人のために丈鉄は理美を助けたのだ。二人が求めた存在ならば、それが理美だろうが案山子かかしだろうが、丈鉄は命をかけて守りたくなるのだろう。

　丈鉄にとって二人との絆は、丈鉄自身が思っている以上に大切なものなのだ。

　緩ゆるやかに温かく繫つながっているものの存在に胸を打たれ、そして今三つの繫がりの一つが欠けようとしていることに心が痛む。

（丈鉄様）

　命がけで理美を助けてくれた彼を救いたい。なんとかしたい。そう思うと自然と泣けてくる。

（こんなときわたしは無力です斎さい宮ぐう様。なにもできない）

　思わず、心の中で呟つぶやいていた。幼い頃ころから心の中にあり、困ったとき哀しいとき、無意識にすがる美しい姉斎宮。しかし心の中で呟いたのと同時に、自分が崑国人になるために灰にした姉斎宮の手紙のことを思い出す。

（そうか。わたしは、もう和国人ではなかった……斎宮様の妹皇おう女じよではない……）

　しかし。

　──寂さびしがりなのね美味うましの宮みや。いつもいつも証あかしを欲しがる。証などなくとも良いの。なんの証がなくとも、あなたは、あなた。わたしの妹皇女。それで良いのではないかしら。

　声が聞こえた。それは姉斎宮の声。はっと周囲を見回すが、当然姉斎宮の姿があるわけはない。それは自分の心の中に響ひびいた声。

（斎宮様!?）

　和国人であることを捨てた自分には、和国の国くに護まもり大のおお神かみに仕える姉斎宮の声などもう聞こえるわけがないと思っていた。

　けれど聞こえた。なぜかこうやって聞こえた。自ら捨て、無くしたと思っていた故国との縁えにしが存在するのだろうか。

　さらに、

　──あなたは無力？　違ちがう。あなたは美味宮なのでしょう。美味宮としての力があるはず。

　続けて聞こえた声に、理美は目を見開く。それはいつだったか、姉斎宮に言われた言葉。

（わたしにできることがあるのですか？　斎宮様）

　医師は体力と気力次第だと告げたらしい。丈鉄の体力は充じゆう分ぶんだろうから、あと彼に必要なのは気力。彼に気力を与あたえるものは、なんだろうか。

　丈鉄が無意識になによりも大切にしているのは、祥飛と朱西との絆。しかし傍らに祥飛と朱西がいてもなお、丈鉄は目を開かない。まるで二人の存在に、気がついていないかのように。

　傷が深すぎて、彼の意識は現実の感覚を遮断しているのかもしれない。それはとても危険で、そのまま無感覚の世界にとどまれば気力をなくし、眠ねむるように命の灯ともし火びは消えかねない。

（引き戻さなければいけない。丈鉄様を、陛下と朱西様の元へ）

　潤うるむ目で三人の姿を見つめていると、水すい祇し宮きゆうでのことを思い出す。三人は楽しそうに昔話をしながら蜊リー酒ジユウ麵ミイエンを食べた。懐なつかしいと朱西は口にした。

　どんな料理が好きか、なにを食べたいかと訊きくと、二度とも丈鉄は蜊酒麵と答えた。

　丈鉄にとってその料理は、祥飛と朱西との温かい時間に繫がる味なのだろうと思う。

（そうか。わたしは美味宮）

　できることは、ただ一つ。

（丈鉄様を引き戻すために、丈鉄様が大切にしているものに繫がる料理を作ればいい）

　意識を失っている丈鉄が、食べたいと思うほどの料理。香かおりだけでも、たった一いつ滴てきの湯タンの味わいだけでもいいのだ。それによって遮しや断だんされている感覚が戻り、自分がいなくなれば、祥飛と朱西がどれほど哀かなしむかということに気がついてくれれば良い。

「伯礼様。わたしは、厨ちゆう房ぼうへ行きます」

　丈鉄を見守る祥飛と朱西を邪じや魔ましないように、壁かべ際ぎわに控える伯礼に囁ささやく。彼はすこし不思議そうな顔をしたが、一いつ緒しよに行きましょうと言って、理美とともに食学堂を出た。

　並んで歩いていると、伯礼が兇手を斬きり倒たおしたあざやかな身ごなしを思い出す。

　あれはよく訓練された武人の動きで、剣けんを摑つかむ彼の手首も指も、硬こう質しつな強さを感じさせた。

　いつもは長い袖そでに隠されているので、彼の腕はほっそりとしているとばかり思い込んでいた。しかし二人を一刀の下もとに斬るだけの腕わん力りよくがあるとすれば、彼の腕は深しん衣いの上から想像するよりも、しっかりと筋肉がついているはず。

（伯礼様には、わたしたちが知らない顔がある）

　彼の手をまじまじ見ていたら伯礼が気がついたらしく、不思議そうな顔をする。

「なに？」

「え、いえ。伯礼様が昌平であざやかに剣を使われたのに驚いたので、つい」

「わたしだけではなく、君の暗殺を命じられた内ない侍じも剣を使っていたでしょう。内侍の筋力は衰おとろえがちだけど、日々の鍛たん錬れん次第では剣けん技ぎを磨みがくこともできるよ。ただし筋力の関係で、剣は一いつ般ぱん的なものより細身を使うけれどね。それはそうと、なんのために厨房へ行くの？」

「料理をします。昌平で丈鉄様に約束したんです。安寧に帰ったら、蜊酒麵を作ると」

「丈鉄はまだ目覚めていないよ理美」

「だから作るんです」

　哀しげに伯礼が微笑ほほえむ。

「料理の香で、お腹なかがすいたと目を覚ますほど彼の眠りは浅くないだろうけど」

「そうかもしれません。けれど、わたしにできることは今これだけなんです」

　真夜中の厨房は竈かまどの火が消え、冷え切った空気が沈しずんでいた。

　竈に火をおこす。火が安定するまでの間、石いし室むろから材料を探して取り出し、作業台に並べる。

　砂抜ぬきを終えた蜊あさり、干貝柱、干海老えび、海うみ布ふ、小麦、卵。さすが皇帝の食事を準備する厨房だけあり、必要なものは全すべてあった。

　厨房に置いてある売り水の瓶かめから水を鍋なべに移し、火にかける。

　小麦に卵を練り込んだ麵めんを打つ。

　水祇宮で作ったときの手順を思い出して辿たどる。干貝柱と干海老から作った湯タンに、一ひと工く夫ふうの海布を加える。さらに蜊を酒で蒸むし、基本の湯タンに混ぜる。

　湯タンを作る間休ませていた麵が、ちょうどよい頃ころ合あい。

　大量の湯をわかして麵を茹ゆでる。さっと茹でた細麵を鉢はちに入れ、そこへ澄すんだ湯タンを注ぐ。湯タンの中でほんのり黄金こがね色いろの細麵がゆらりと泳ぐ。

　最後に熱した油に葱ねぎを入れ、葱油を作る。香かおりを移した油を一匙さじたらす。湯タンの表面にきらきらと美しい油ゆ膜まくが広がる。

（駄だ目めかもしれない）

　伯礼も言うように、こんなことで丈鉄の意識が引き戻されるとは思えない。けれど心に働きかけようと思ったとき、まずは体に──感覚に働きかけることは有効なのだ。体に働きかけることで、心に届く。心が動く。そういう例はたくさんあるのだ。

　そこにいる全員のために、五杯はいの蜊酒麵の鉢を持って食しき学がく堂どうへ戻る。

「お夜食をお持ちしました」

　理美も丈鉄もそうだったが、朱西も伯礼も祥飛も、今夜は食事をとっていないはず。

　卓たく子しに置かれた蜊酒麵の鉢を見て、祥飛も朱西も自分が空腹だったことにやっと気がついたような顔をして立ちあがる。

　卓子に着くと彼らは箸はしを手にとった。

「伯礼様もどうぞ」

　理美がすすめると伯礼は一歩引く。

「わたしは内侍だからね。内侍が陛下と卓を囲むことは許されないよ」

　箸を手にした祥飛は不ふ機き嫌げんそうに伯礼を睨にらむ。

「今さらだ、伯礼。一年前理美の詭き弁べんにひっかかり、余と向かい合って食事したではないか。一度が二度になろうが三度になろうが、同じだ。参れ」

　伯礼は困ったような顔をしたが、祥飛が「参れ」とさらに言うので、「では」と卓子に着く。

　静かに卓についた伯礼はすこし嬉うれしそうな気がした。

　理美は鉢を手にして長なが椅い子すの傍かたわらに行き、跪ひざまずいて丈鉄の顔を覗のぞき込む。

「丈鉄様。お約束の蜊酒麵です」

　干海老と干貝柱、酒蒸しの蜊の香は丈鉄にも届いているはずだ。

　囁いたが反応はない。箸を手にしていた祥飛と伯礼は、戸と惑まどうように手を止めて理美の方を見た。「そんなことをしてなんになる」と言いたげだったが、理美の気持ちを慮おもんぱかったらしく、あえてなにも言わない。

（食べてくださいませんか？　丈鉄様）

　そう言いたかったが、問えば涙なみだがあふれそうだ。

　朱西は立ちあがり、理美の隣となりに膝ひざをつく。

「理美。湯タンを一匙、丈鉄の口へ」

　もし丈鉄が外からの刺し激げきを受け付けないのであれば、香は受け付けない。だが味覚ならば受け付けるかもしれない。口は自分の内側だ。

　朱西の助言に従い、鉢から一匙湯タンをすくい薄うすく開いた丈鉄の唇くちびるへ。

　数すう滴てき、唇の隙すき間まから口の中へ湯タンが滑すべり込む。
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　唇を、なにかが濡ぬらした。けれどそれにはなんの感かん慨がいもなかった。

　丈鉄の意識は真っ白に近くなり、どんどん気持ちよくなっていく。

　このまま消えるのは悪くない。
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　その場にいた全員がしばし丈鉄を注視するも、反応がない。

　諦あきらめたように伯礼が小さく息をつき目をそらし、祥飛は俯うつむく。朱西は唇を嚙かむ。

「もう良い。理美も朱西も」

　見かねたように祥飛は呟つぶやき、箸を置く。

「余も期待してここにいるわけではない。ただ離はなれがたいだけなのだから」

　諦めないでくださいと言いたいが、そう言えるだけの希望を紡つむぐ力がない。

　伯礼が澄んだ湯タンの表面を見つめていた。

「丈鉄はこれが好物なのですか？」

「聞いたことはなかったがな」

　ぽつりと答えると、祥飛は小さく笑う。

「またこれが食えたら喜んだであろうな。最初のときに、美味うまいと言っていたからな」

（最初？）

　祥飛の言葉が、理美の中に引っかかる。

「そうですね。蜊酒麵は食べ飽あきているでしょうが、この蜊酒麵なら」

　朱西が祥飛に応じた言葉が、理美の中に突つき刺ささる。

　最初。食べ飽きる。この蜊酒麵。この、とは───別物という意味を含ふくんでいる。

「わたしは間ま違ちがっている！」

　その場にいた全員が目を丸くするのもかまわず、鉢を卓子に置くと厨ちゆう房ぼうへ向かって駆かけ出す。

　朱西が追って来て厨房の手前で、腕うでを摑つかまれ止められた。

「お待ちなさい理美。どうしました。いったいなにが間違っていると」

「わたしは、間違っていました」

　まだ可能性は残っている。そのことが嬉しい。けれど同時に不安も強い。ただ必死にもう一度だけ試みたい。

「丈鉄様にお作りするものを、わたしは間違っていたんです！」
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「間違っていた？」

　朱西が不思議そうに瞬まばたきした。

「はい。だからもう一度蜊リー酒ジユウ麵ミイエンを作り直します。美味おいしければ良いというものじゃないんです、思い出の味は。でも、それでも、同じ結果かもしれません。けれど、わたしにはこれしかできないので、できる限りのことをします」

　摑んでいた腕を放して、朱西は柔やわらかく微笑ほほえむ。

「あなたがなにに気づいたのか、俺にはよくわかりませんが……。そうですね、試ためしてください。俺も今丈鉄のためにしてやれることは、あなたに『お願いします』と言うことだけなので」

　朱西も必死に丈鉄の回復を願っているし、祥飛も同様だ。

　厨房へ踏ふみ込むと、小さく息を整え目を閉じた。

（救いたい。丈鉄様を引き戻もどしたい。陛下と朱西様のお側そばに）

　強い思いがわきあがり、それが力になる。

　──神の口からすら、おいしいと一言を引き出せるように向き合え。美味うましの宮みやよ。

　耳の奥に聞こえた姉斎さい宮ぐうの声。

（聞こえる）

　聖せい餐さんを作ろうとするとき、いつも聞こえるその声がはっきりと自分の中に響ひびく。消えず、ぶれず、こうやって聞こえるのは、きっと和国人でなくなっても、自分の中に消えず、ぶれず、存在するものがあるからだ。

（和国人であろうが、崑国人であろうが、関係ない。わたしの中には、わたしという人間を支える柱がある）

　和国人でなくなることで動どう揺ようし、すっかり忘れていた。理美はどこにいて、何者になろうとも、自分を支えるものがあることを。自分を支えるもの。

　それは───食。

　それがある限り、和国人としての足あし跡あとが消えたとしても、なにも怖こわがることはない。寂さびしがることはない。理美を支える柱がきっと、姉斎宮と心を繫つないでくれる。

（はい。斎宮様。承知しました）

　耳の奥に聞こえた声に、真しん摯しに答えた。

　丈鉄は生と死のはざまにたゆたっている。向かい合うのは黄よ泉みの国くにそのもの。黄泉国と向かい合い、そのはざまにいる人に、こちらに帰れと光を示す。

　目を開き、今一度さっきと同じ手順を繰くり返す。ただ、一つだけの間違いを修正して。
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（聖餐を饗きようする仙せんが現れた）

　厨房の出入り口に立ち、朱西は動きだした理美の横顔を見て確信した。彼女は今、彼女自身と祥飛や朱西の祈いのりを背負って仙となり、聖餐を作っている。静かに朱西は祈る。

（もし彼女の聖餐が丈鉄を蘇よみがえらせてくれたなら）
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　卵を混ぜた小麦の麵を打ち、干貝柱と干海老えびで再び基本の湯タンを作る。さらに蜊あさりを酒で蒸むし、蒸し汁じるごと基本の湯タンに混ぜた。そこで理美は味を見た。

（これだ）

　確信して小さく頷うなずく。

　細ほそ麵めんを大おお鍋なべで茹ゆで、鉢はちに移して湯タンを注ぐ。最後に葱ねぎの油を一匙さじ。さっきと見た目は変わらない一鉢の蜊酒麵ができあがる。できあがったそれを見て朱西は首を傾かしげた。

「先ほどと同じものに見えますが」

「いいえ。違うんです」

　ほわりと笑うと、鉢を持って食しき学がく堂どうへ向かう。先ほどと同じに見える鉢を持って来た理美に、祥飛と伯礼も不可解そうな顔をした。理美は鉢を手に丈鉄が横たわる長なが椅い子すの側へ行き、跪ひざまずく。

「丈鉄様」

　柔らかく呼びかけた。

「すみませんでした。わたしは、丈鉄様が望まれたのと違うものを作っていました。でも、気がついたので。丈鉄様が望まれているものを、今やっと作りました。召めし上がってください」

　一匙、湯タンをすくい丈鉄の唇くちびるに運ぶ。数すう滴てき、透とう明めいな湯タンは丈鉄の口に流れ込む。

（丈鉄様。どうか、どうか）

　祥飛は恐おそれを抱いだきながらもそれに耐たえるかのような顔で長椅子に近づき、動かない丈鉄を見つめる。朱西が気き遣づかうように祥飛の傍かたわらに寄り添そう。

（丈鉄様）

　懇こん願がんするように、心の中で呼ぶ。

　しかし彼に反応はなく、浅い呼吸すら続いているのか不安になる。不安と絶望が高まる。

「丈鉄！」

　突とつ然ぜん、祥飛が怒ど鳴なった。

「目を開けよ！　命令だ！　命令だ！」

　慌あわてて朱西が祥飛の両りよう肩かたを押さえる。

「陛下。落ち着いてください。そのような無む茶ちやを仰おつしやっても」

　丈鉄の目は開かない。

「命令だ！」
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　唇を何かが濡ぬらした。それは馴な染じんだ香かおりと味で、だからこそすっと丈鉄の感覚に入り込んだ。

（蜊酒麵か。食いたかった）

　真っ白に近くなっていた丈鉄の中に言葉が浮うかぶ。それは思考というほどまとまったものではなかったが、本能に近い場所から沸わきあがった思い。ただ言葉が浮かんだことで、白一色で自分というものが散り散りになり消えていきそうだった丈鉄の中に、自分というものの形を再度集結させた。

　蜊酒麵は素そ朴ぼくな味。もっと美味しい食べ物ならこの世にごまんとある。蜊酒麵よりも美味しい食べ物はなにかと問われれば、丈鉄だって十や二十は料理の名を言えた。

　だが丈鉄は蜊酒麵が好きだ。なにが食いたいかと問われればたいがい蜊酒麵と答えたし、好物と問われれば、蜊酒麵と答える。

（なぜ好きなんだ）

　思考はまとまらないが、記き憶おくだけが断だん片ぺん的に浮かぶ。

　幼い頃ころ、昌平邑の屋台ですすった蜊酒麵の味。誰だれもこちらを見ようとせず、誰も話しかけてこない。まるで自分は見えない存在のようだと、そう思っていた。あの頃は蜊酒麵をさほど好きとは思ってはいなかった。

　いつから好きになったのだろうか。

　──なぜそこに立ってる。

　記憶の断片に現れたのは、可愛かわいらしい男の子だ。五つか六つで、女の子のようにぱっちりとした目と長い睫まつげ。お人形さんのようなのに、表情は常に不ふ機き嫌げんそうで、しゃべり方も小こ憎にくたらしい。その男の子が丈鉄を睨にらみつけるので、傍らにいた十歳かそこらの賢かしこそうな顔つきの少年が困ったように取りなす。

　──彼は祥飛様の護衛ですから、ずっと祥飛様の側にいるのは当然なんです。

　──そうじゃない。立ってるのが、嫌いやだ。

　癇かん癪しやくを起こす男の子を、丈鉄はうんざりして眺ながめていた。やれやれ、と。

　賢そうな少年は辛しん抱ぼう強づよく、癇癪を起こす子どもに付き合っている。

　──立っているのが嫌なら、どうすれば良いのです。座れと仰るので？

　──そうだ。座れ。

　──なるほど、そういうことですか。

　苦く笑しようして少年は丈鉄にふり返った。

　──すみません。祥飛様があなたに、こちらに来て座って欲しいと仰っています。座ってくれますか？　丈鉄。

　そのとき確か丈鉄はびっくりしてしまったのだ。

　──俺が？　公子様と同じ卓たく子しに座るのか。そんなことしていいのか。

　──お願いします。夜食は、蜊リー酒ジユウ麵ミイエンしかありませんが。祥飛様は食が細くて、近ちか頃ごろこれしか召し上がらないので。

　命じられたので、仕方なく丈鉄は卓子に着いた。そして小さな公子と、その勉学のお相手という少年と一いつ緒しよに蜊酒麵を食べた。それがものすごく美味うまかった。味は、昌平で食べていたときのものと変わらないように思う。なのに「これは美味い」としみじみ感じたのだ。

　母は留守がちで、向かい合って食事した記憶はほとんどない。

　昌平では、見えない者のようにあつかわれている中で飯を食った。

　けれど祥飛は丈鉄の存在を気にして、座れと命じた。朱西はそれに応じ、彼を卓子に招いた。彼ら二人は丈鉄を見える者としてあつかった。なおかつ、ともに食事しろと。

（俺は。あのときすこしだけ嬉うれしかったんだな）

　不思議と、あのとき、あの場所の空気は温かい気がしたのだ。丈鉄の周りは物心ついてからよそよそしく冷たいばかりで、ずっと冬の木もく蓮れんの蕾つぼみのように身を固くしていた。

　その固い蕾を、ゆるく温かいなにかが撫なでた。

　あのときから、好物を訊きかれると蜊酒麵と答えるようになった。一、二年の間は、本気で蜊酒麵がこの世で一番美味い食い物に違ちがいないと思い込んでいた。

　記憶の断片が引き金になり、思考を紡つむぎ出す。

（陛下と朱西と一緒に、いつも夜食を食ってた）

　そのうち朱西がゲテモノ料理を作るようになり、祥飛とともにげっそりしていた。

　げっそりしながら、心ここ地ちよいとも思っていた。

　丈鉄は周考仁の剣けんとして、祥飛の傍らに仕えることを命じられていた。けれど十年側そばにいたら、そこが自分の居場所になった。そして彼らもまた、丈鉄がいることを当たり前と受け止め、丈鉄の存在があることに安心していたように思う。

　必要とされることが心地よかった。春のゆるんだ大気のように、ゆるゆるとそれに浸ひたれた。

（そうか、理美。俺はあんたと同じだ）

　ふと思い出したのは和国から来たお姫ひめ様さまのこと。食い物のことばかり気にする変な奴やつだ。彼女は自ら居場所を作りだそうともがいていた。それを見て、よくやると半ば感心し、半ば呆あきれていたが、滑こつ稽けいなことに自分は彼女と同じらしい。自分の居場所が大事で、それを守りたい。

　自分の居場所は、祥飛と朱西の傍らだ。なのに自分は今、どこにいるのだろうか。

（陛下と朱西は？　どこにいる）

　彼らの元へ帰らなければと焦あせる。真っ白い空間の中をもがき、手を伸のばし、目を開く。
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「命令だ！　目を開けよ！」

　悲鳴のように祥飛は叫さけんだ後に、唇を嚙かみ拳こぶしを握にぎって俯うつむく。

「……開けよ……」

　力なく、まるで涙なみだの粒つぶが落ちるように祥飛の声がこぼれる。

　そのとき───微かすかに丈鉄の瞼まぶたが震ふるえた。

　理美ははっとし、鉢はちを抱かかえて立ちあがり数歩後あと退ずさった。

（まさか）

　悔くやしげに祥飛の声は震える。

「余の命令が聞けぬのか……おまえは、余の命令を」

　あやすように朱西の手が優やさしく祥飛の背を撫でた。







　くすっと、小さな笑い声が聞こえた。







　理美はきょとんとして、祥飛は顔をあげ、朱西ははっと動きを止める。伯礼が目め尻じりを下げた。

「死にかけの人間に……命令はないでしょう、陛下」

　掠かすれた声。それは丈鉄の声だ。

　全員がそれを悟さとると同時に、丈鉄の目が開く。

　目を開いた彼が、唇くちびるの端はしをわずかにあげて笑う。

「丈鉄！」

　祥飛が長なが椅い子すの傍かたわらに跪ひざまずく。

　理美はその場にへたり込む。ほの温かい鉢を抱え、じわりと涙があふれてくる。

（良かった。これが正解だった）

　理美は最初間違えてしまった。最初に理美が作ったのは、丈鉄が望む食べ物ではなかった。

　料理を作るとき、美味おいしければ美味しいほど喜ばれるだろうと、作る者は思ってしまう。

　けれど───違うときもあるのだ。それは望まれているものが、思い出の味だったとき。

　味と思い出が深く結びついているとき、思い出の中にある味と同じものを望まれる。

　最初に理美が蜊酒麵を作ったとき海うみ布ふを使い、味を良くする工く夫ふうをしてしまった。美味しければ美味しいほど、良いだろうと。それは確かに味わいを深くして料理を美味しくしたが、丈鉄が好きなのはその味ではない。

　祥飛と朱西と丈鉄が、三人で蜊酒麵を食べていたとき、理美自身気がついていた。丈鉄の表情が明るいのは、蜊酒麵の味わいのせいだけではなく、祥飛と朱西とともに食事する、あの空気のおかげなのだと。そして丈鉄が最も求めているのは、彼らとともにいるあの場所なのだ。

　素朴で、食べ慣れた、祥飛と朱西との絆きずなに繫つながる味。彼が求めているのはそれで、それであるからこそ丈鉄の深い場所に届く。

　味わいが良いというだけが、美味しさではない。望まれるのは、美味しさだけではない。

　味と、思い出と、心は繫がって、一つの美味しさになる。

「おまえが愚ぐ図ずなのが悪いのだ！」

　怒ど鳴なると、祥飛は顔を見られたくないかのように俯いた。丈鉄が身動きできないまま「すみませんね」と謝ると、祥飛は首を横に振ふる。そして、

「余には、……余には、信しん頼らいできる者が少ない。余はまだ皇こう帝ていとして未熟すぎる。だが」

　気弱そうな声で小さく言う。しばらくの沈ちん黙もくの後に、再び顔をあげた祥飛の目は潤うるんでいたが、強い意志が宿っていた。
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「だか───だからこそ、おまえが必要だ。考仁の手から離はなれた剣であるなら、今度こそ本物の余の剣として仕えよ」

　祥飛は目をそらさない。丈鉄は目を見開くと何度も瞬まばたきしたが、その表情が徐じよ々じよにゆるむ。

「あなたの剣になります。今度こそ本物の」

「頼たのむ」

　小さく答えた声は心なしか、泣きそうに震えていた。

　朱西は祥飛の傍らに座り、

「よくやってくれた。ありがとう」

　と告げた。丈鉄はにっと満足げに笑った。

　伯礼は穏おだやかな表情で扉とびらの外へ目を向けた。そのきれいな横顔には深い安あん堵どの色がある。

　理美は座り込んだままで、ただ嬉しくてぽろぽろ泣いていた。

　祥飛と朱西の傍らに、丈鉄を連れ戻もどせたことが嬉しい。それは、なによりも尊いと思えた。

　開いた扉の向こうには、うっすらと明け行く薄うす紫むらさきの空があった。明け烏がらすが鳴いていた。




　　　二




　宰さい相しよう周考仁の迅じん速そくな動きにより、伊文亮は捕ほ縛ばくされた。

　文亮が捕とらえられたとの知らせが宮城内を駆かけ巡めぐると同時に、吏り部ぶ尚しよう書しよが姿を消した。文亮の求めに応じ様々な動きをしたことが明るみに出れば、罷ひ免めんされるのは間違いないと踏ふんで逃とう亡ぼうしたのだ。

　祥飛は吏部尚書を追うこともなく、宮城から去ったので良しとした。

　吏部尚書とともに公こう謁えつを乱した兵へい部ぶ尚書、刑けい部ぶ尚書は、厳重注意に留とどまった。彼らは本当に皇后内定者に対して不安を抱いだき、その不安を突ついた吏部尚書の口車に乗っただけらしかった。

「新たに内ない侍じ監かんに任命されるのは、伯礼らしいわね」

　水すい祇し宮きゆう。翡ひ翠すい泉せんの水上に建つ四阿あずまやで四し夫ふ人じんと茶を飲んでいた理美は、情報通の宋貴き妃ひの言葉に目を丸くする。

「へ～、内侍監ですか。出世なさるんですね～」

「伯礼は正しよう三さん品ぴんで、位としては伊内侍監と同等でしたものね。不思議はない人事ですわ」

　温賢けん妃ひの言葉に、余淑しゆく妃ひは吞のん気きな感想を返す。

「不思議でも不思議じゃなくても、あんな妖よう怪かいみたいな内侍監より伯礼の方が綺き麗れいでいいです」

　鳳徳とく妃ひはなにも言わず茶に口をつける。その白けた表情に、理美はまたすこし胸が痛む。

「なんにしても、あなたが無事で良かったわよ雪宝ほう林りん」

　さりげなく話題を変えて鳳徳妃は微笑ほほえむ。

　理美が行方ゆくえ知れずになったとの知らせを受けた四夫人は、彼女の無事を知らされるまで気が気ではなく、侍女たちに当たり散らしたらしい。水祇宮に戻った理美は、各四夫人つきの侍女たちから「それはもう大変でした」と愚ぐ痴ちられたのだ。ぺこりと理美は頭を下げる。

「皆みな様さまには、本当にご心配おかけしました」

「まあ、また頭なんか下げた。あなたのその下僕根こん性じようは、なかなか治りませんわね」

　容よう赦しやない宋貴妃の言葉を聞けることも嬉うれしくて、理美はほわりと笑う。

「そうですね～。もう治らない気もするので開き直って、立りつ后こう式しきが終わっても堂々と厨ちゆう房ぼうで料理して皆様方に毎日料理を食べて頂こうかと思います。北ほく嶺れい宮きゆうに、皇后飯店とか名をつけて」

　四夫人は声をあげて笑った。

「公謁が無事に終わったから、あとは夜よ儀ぎと天てん許きよだけですねぇ。夜儀の衣い装しようの準備も、早く終わらせないと」

　余淑妃が目を輝かがやかせる。

　夜儀のことを思い出すと不安が頭をもたげるが、その不安を心から追い散らす。

　それよりも先に、確かめなければならない不安材料が理美にはあるのだ。

　伊文亮に襲しゆう撃げきされたことでうやむやになっていたが、朱西のことだ。彼が鳳寧孫の屋や敷しきに出入りしているという、その目的を訊きいておかなければならない。

　祥飛に寄り添そう朱西の様子からすると、けして祥飛に仇あだなす行こう為いではないと思う。

　ただ、確かめるだけは確かめておかなければならない。

　朱西も今は水祇宮に滞たい在ざいしている。今の時間なら、怪け我がの療りよう養ようのために水祇宮に移動した丈鉄の室にいるはずだった。

　お茶会が終わり、理美は丈鉄の見み舞まいがてら彼の室へと足を運ぶ。

　翡翠泉の緑の水みな面もを渡わたる風は春の盛りの暖かさ。裳も裾すそが揺ゆれるのも心ここ地ちよい。
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「男に見舞われても、嬉しくないな」

　丈鉄はまだ寝しん台だいから起き上がれないほどの傷だったが、口だけは達者に動くようになっていた。見舞いにやって来た朱西に憎にくまれ口を叩たたくと、彼は「悪かったな」と言いながら、寝台の傍らの椅い子すに腰こしかけた。

「俺が動けるようになるまでの間、陛下の護衛は大だい丈じよう夫ぶそうか？」

「許訓記がはりきってる。あの様子ではおまえが元気になっても、一いつ緒しよに陛下の護衛をしたいと涙なみだぐみそうな気がするが」

　丈鉄は禁軍尉い将しようとしては罷免されたが、改めて祥飛自身が召めし抱かかえる形にして護衛を仰おおせつかることになっていた。考仁は苦い顔をしているだろうが、祥飛の強い意向に文句が言えないらしく認められたという。

　そこで丈鉄はふと真面目まじめに問う。

「なぜ来てくれる朱西。俺がおまえの出生を知りながら黙だまっていたこと、許してくれるのか」

「許す許さないの問題じゃなく、おまえは理美を助けてくれた。そのことに感謝してるだけだ。だから見舞いに来てる」

「おまえ、鳳家に出入りしているんだろう。目的はなんだ」

「それを話すほど、まだ、おまえを信用はしきれない」

　丈鉄は溜ため息いきをつく。

「やっぱり怒おこってるじゃないかよ。どうしたら許してくれる。信用してくれる」

「怒ってはいない。ただ、おまえの考えていることが、よくわからないだけだ。考えのわからない相手に話せることじゃない」

「俺のなにがわからないって？」

「なぜ突とつ然ぜん、周考仁の命令に背そむくような真似まねをしたのか。なぜ俺を、そそのかすようなことを言うのか。その二つだ」

「それを話せば信用してくれるのか」

　丈鉄の室は水祇宮の西にあり、他の室と同様に出入り口から翡翠泉の水面が見える造りになっていた。小さくさざ波が立ち、きらきらと光っているのに目をやり、丈鉄は覚かく悟ごを決めた。

　周考仁の剣けんであることを止やめてから、丈鉄は徐じよ々じよにだが、自分の心の動きも見つめられるようになっていた。

（お袋ふくろが木もく蓮れんを好きだと言った意味が、今ならわかる。それを俺に言って聞かせた理由も）

　母親は、来るかどうかわからない春に希望を抱いだくほど感傷的でなかった。それでも春を待つ木蓮を愛したのは、幼い息子むすこのためだったかもしれない。自らに春は訪おとずれなくとも、いずれ丈鉄には春が訪れるかもしれない、と。次へと希望を繫つなぐ、母親らしい献けん身しん的な強さから。

　木蓮を愛した母は、いつか丈鉄が自分と違ちがう生き方を選ぶのを望んでいたかもしれない。

　木蓮は好きではない。木蓮を愛して冬のまま消えた母を思い出すから、好きになれるはずがない。けれど木蓮が好きだと丈鉄に言って聞かせた母の思いは、受け取れる。彼女は幼い息子に、暖かい場所を見つけられるかもしれないと、可能性を囁ささやいたのだ。

　丈鉄は冬の木蓮のように閉じていた。けれど祥飛と朱西に出会った。その出会いに、蕾つぼみは開こうかと迷っていたが、己おのれは周考仁の剣であるという冷ややかさに強く締しめつけられていた。

　しかし───自分が求めている場所には、蕾を開くべき暖かさと理由がある。

　それは母が囁き残した、春の木蓮の可能性。

「おまえをそそのかしたのは、なんでかな。たぶん……窮きゆう屈くつそうなおまえが、俺とだぶって見えたのかもな。俺もおまえも同じ。周宰相が張り巡らした網あみの中でもがいているような気がしたからだろう」

　一呼吸置き、告げた。

「俺の父親は周考仁だ」

　風が吹ふき、室の隅すみに吊つり下げられていた薬くす玉だまがからからと音を立てて壁かべに当たる。

「そうか」

　朱西が冷静に無表情に答えたのが意外だった。

「もっと驚おどろくかと思ったがな」

「理美を連れて逃にげたおまえを捜さがすとき、父上からおまえは昌平邑の出身だと聞いた。周家の所領に住んでいたということが引っかかった。しかもおまえたちが隠かくれていた廃はい屋おくへ行く前に、俺は一度昌平邑へ行き、そこで古老からあの廃屋のこととおまえと母親のことを聞いた。密みつ探たんだったというおまえの母親は、おそらく父上に仕えていたのだろうと想像がつく。そして父上は、役に立つ子どもを得るために幾いく人にんも外で子をもうけたと噂うわさになっている方だ」

　朱西の目に鋭するどいものが光る。

「父上が俺を嫡ちやく子しとして周家に入れたということは、あの人は世せ襲しゆうに興味がない。とすれば外に作った子どもは、道具として役立てるために必要だっただけ。密探の子なら、立派な密探に育つだろう。しかも己の血を引いていれば、裏切りもすまい。そう考えてもおかしくない」

　淡たん々たんと語る朱西の声に潜ひそむのは怒いかりだ。考仁のやり方に腹を立てる彼は、真っ直すぐな男だ。

　逆に丈鉄はそうでもなかった。

「俺は周宰さい相しようが父親で、役立つ道具にするために、母に俺を生ませたと知っても『へえ、そうか』と思っただけだったな。密探稼か業ぎようのお袋に育てられたせいか、ありえそうなことだと」

　だから母が殺されたあと、考仁の命じるままに密探となる訓練を受け、彼の剣として祥飛に仕えた。

「そのやり方に納なつ得とくしていたなら、なぜ父上の命令に背いた」

「俺は、慌あわてたんだ。おまえが俺を拒きよ絶ぜつしたことで慌てた。俺は無意識に、陛下とおまえの近くが自分の居場所だと思っていたらしい。自分の居場所の一部分であるおまえに拒絶されて、慌てたんだ」

　思考を殺して剣に徹てつすることで、失いかけた絆きずなに慌ててしまった。そしてようやく、考仁のやり口に付き合いきれないと思ったのだ。父親とも思えないくせに、逆らうことを考えてもみなかった男の命令に背き、自らを解放することは楽しかった。

　考仁に対しては、個人的な恨うらみも憎しみもないと思う。しかし心のどこかでは父親のくせにと、そんな思いがあったのかもしれない。それが自らの居場所を失いかけたことをきっかけに、吹き出したのかもしれない。

「居場所を失いたくなくて、周宰相の剣であることを拒きよ否ひした。まあ、剣としてはなまくらだ。あの人が言うようにな」

　そのかわりに、木蓮を愛した母の気持ちは受け取れた。この場所が自分には必要だと認めて。
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　朱西は丈鉄の声に耳を傾かたむけ、真しん摯しさを聞き取った。

（正直に話してくれた）

　そのことに安あん堵どし、そして丈鉄ならば信しん頼らいに足ると確信した。

「よくわかった。おまえの気持ちが」

　丈鉄はにやりとした。

「じゃあ、おまえが鳳家に出入りしている理由を聞かせてくれるか」

　鳳家に出入りしていることが予想よりも早く考仁に知られてから、朱西はずっと考えていた。自らの望みを果たすための計画を前まえ倒だおしする必要がある、と。

　丈鉄も命を取りとめ、伊文亮も捕ほ縛ばくされた。理美も無事だ。

　一連の騒そう動どうがいちおうの決着を見た今、計画を始めなければならないだろう。

「望みがある。唯ゆい一いつの望みだ。おまえが言ったように、俺は俺の運命を楽しむ」

　静かに口を開く。

「俺は───」

　朱西は自らの計画を語った。話を聞きながら丈鉄の顔から血の気が引いていくのがわかったが、朱西は彼を信頼していた。

　話し終わると丈鉄は言葉もなく啞あ然ぜんとしていた。しばらくしてようやく、

「止めろ。運命を楽しめと言ったのは、そんな意味じゃない」

　と呻うめくように言った。朱西は首を横に振ふった。

「もう決めたことだ。できれば夜よ儀ぎも天てん許きよも終わってからが望ましかったが、思ったよりも早く父上に知られたからには仕方ない。おそらく今日、明日のうちに行動することになる」

　立ちあがって背を向けた朱西に、丈鉄が必死の声をかける。

「止めろ、朱西！」

　まだ動くことができない丈鉄を室に残し、背中に彼の声を聞きながら室を出る。

　翡ひ翠すい泉せんのさざ波を見つめながら歩ほ廊ろうを歩き出すと、正面から理美がやって来るのが見えた。彼女は朱西の姿を見つけると小走りに駆かけ寄ってくる。侍じ女じよ一人もともにつけず歩いている油断した様子は、皇后内定者の自覚が皆かい無む。

　その様子に朱西は苦く笑しようする。

「朱西様！」

（この人は本当に、皇后内定者になっても相変わらず。ただの女によ官かんのように振る舞まう）

「どうしました」

「朱西様に伺うかがいたいことがあるんです。あまり人に聞かれたくない話なんです」

　改まった様子から、理美が朱西に対して不安を覚えていると察せられた。おそらく彼の不ふ穏おんな行動が耳に入ったのだろう。

　どうするべきかと一いつ瞬しゆん迷ったが、すぐに心は決まった。

「では、そうですね。水すい祇し洞どうへ行きましょうか」

「水祇洞ってなんですか？」

「水すい祇し宮きゆうには天然の地下洞どう窟くつがあり水神が祀まつられています。そもそも水祇宮はこの水祇洞を祀る祠ほこらを中心に建てられた離り宮きゆうで、それを皇こう帝ていの夏の離宮として利用しているのです。そこならば、盗ぬすみ聞きされる心配もなく話ができます。ついておいでなさい。しかも水祇洞は古代、闇あん光こう花か窟くつと呼ばれていました。一度見ておいても損はありません」

　水祇宮は、翡翠泉の岸を取り巻くように建物が配置されている。

　南側に正門があり、北側は水祇宮の最さい奥おう。

　その北側最奥。翡翠泉の縁ふちに食しき学がく堂どうとよく似た造りの堂が建っている。

　食学堂と違うのは、大きさが食学堂の五分の一程度の小ぶりな建物であること。あとは、食学堂が機能一いつ辺ぺん倒とうの白しろ漆しつ喰くいの壁に黒くろ瓦がわらという造りなのに対し、こちらの堂の壁には草模様が装そう飾しよくとして描えがかれ、瓦も深緑色の艶つやがあるものになっていること。

　岸を巡めぐる歩廊で繫つながれているので、理美も堂前を何気なく通り過ぎたことはあるはず。ただ常に扉とびらが閉まっているので倉庫かと勘かん違ちがいされがちだが、そこが水祇洞の入り口。

　堂の扉には閂かんぬきがかかっていた。それをはずし力をこめて引くと簡単に開く。

　開くと堂内の暗くら闇やみから、湿しつ気けを含ふくんだ冷風が吹きつける。

　中はがらんとした板張りの床ゆかで、中央に円形の穴がある。それが地下へ続く石造りの階段の入り口で、真っ直ぐ地底の闇へ吸い込まれていた。

　朱西は理美を伴ともなって闇へ続く階段を下りていく。

　闇が濃こく、壁を手て探さぐりして下りていると、不安を感じたのか「朱西様」と理美が呼ぶ。「階段を下りきれば大だい丈じよう夫ぶです」と答え、ゆっくりと歩を進める。

　水が岩にしたたり落ちる音が、絶え間なく闇に反はん響きようしていた。

　足あし下もとの石の階段が終わると、岩を粗あらく削けずった床になる。

　石段から一歩石床に足をおろすと、踏ふんだその場所がふわっと蛍ほたる火びのように輝かがやく。

「あっ」

　背後で理美が息を吞のむ。彼女の足下もまた青白い蛍火のように輝き、芍しやく薬やくに似た花の紋もん様ようが浮うき出ていた。

　理美が足を上げると輝きは消える。彼女はそろそろと、もう一度ゆっくり爪つま先さきから足をおろす。すると爪先で踏んだ石がさっきとおなじく、芍薬の花の形に輝いた。

　足をおろすと、光は一瞬強くなる。が、すこし経たつと儚はかなく消える。

「水祇洞の岩は、人の重みなどの刺し激げきに反応して光るんです」

　古代、闇光花窟と呼ばれていたのはこの奇き妙みような性質の岩の隧すい道どうだからだ。

　朱西がもう一歩踏み出すと足下が輝く。踏み出せば足下が明るくなることで周囲も見える。

　理美もそのまま、一歩踏み出すごとの光を頼たよりに闇を歩く。

　幅はば広びろの隧道は、一定の幅はばを保って直線的に広がっていた。この最奥に水神を祀る石の祠があるのだが、そこまで行く必要はない。

　一歩一歩進む。一歩一歩、足下に青白い花が咲さく。

　適当な距きよ離りを進むと、朱西は立ち止まりふり返った。

「この辺りで良いでしょう。ここなら誰だれの目も耳もない。お話を聞きましょう。なんですか」
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　足下では青白い花模様の光が、強弱を繰くり返している。左右の足裏にかかる微び妙みような体重移動の刺激で、輝いているのだろう。初めて目にする幻げん想そう的な空間に魅みせられ、理美はきょろきょろし通しだったが、お話を聞きましょうと言われて当初の目的を思い出す。

　朱西の真意を問いたいがために、理美は丈鉄の室へ向かっていた。だが室に着く前に運良く彼と行き会えた。これから訊きくことは朱西の立場に関かかわることなので、絶対に立ち聞きされない場所で話をする必要があったのだから、ここは最適な場所だろう。

　岩は人の重みの刺激で輝くのだから、誰かが身を潜ひそめて聞き耳を立てる心配がない。

「あの……朱西様が。朱西様が鳳寧孫様のお屋や敷しきに出入りしていると聞いたんです。寧孫様は陛下を退位に追い込んで、新しい皇帝を即そく位いさせようと企くわだてているのだと聞きました。そんなお方のお屋敷に、なぜ朱西様が。それが気になって」

「そうでしょうね。今あなたにとって、陛下は最も愛いとしく、大切なお方でしょうから」

　朱西の口から言われると、胸の奥を強く摑つかまれたような痛みを覚える。「違います」と言いたくても、絶対に言ってはならない。俯うつむき、細い声でかろうじて、「はい」と答えるしかない。

「それで、あの。朱西様はなぜ寧孫様のお屋敷に……」

　自分の爪先を見つめて再度問うと、徐じよ々じよに足下の輝きが消えていく。まさに暗闇になろうかというところで、朱西がすっとこちらに近寄ってきたのでそれに反応して岩が明るく輝く。

「理美」

　いきなり、抱だきしめられた。

　驚おどろき、理美は咄とつ嗟さに逃のがれようと身じろぎした。だが朱西の腕うでの力はそれを許さず、しっかり抱きしめる。二人の脚あしがもつれ、岩の床が目め眩まいを誘さそうほどに明めい滅めつした。

「朱西様。駄だ目めです。許されない」

　喜びとも恐きよう怖ふともつかない感情で混乱した理美の耳に、優やさしい声が落ちる。

「知っています。けれどこれが最後です。俺は……食学博士の周朱西という人間は、あなたの前から消えます」




　　　三




「どういうことですか!?」

「動かないで。これは最後の罪です。だから許してください」

　懇こん願がんするような声に理美は動きを止めた。すると耳元で「ありがとう」と彼は囁ささやく。

　抱きしめられているこの瞬しゆん間かんも不安が膨ふくれ、動どう悸きがしてくる。

　欲しくてたまらなかった温かさと沈じん香こうの薫かおりに包まれながら、声が掠かすれる。

「朱西様。最後って、なんですか。消えるって」

「すぐにわかります。俺がなぜ鳳寧孫の屋敷に出入りしていたのかも、すぐにわかります。待っていてください」

　強く抱きしめられると、足下で青白い花が開く。

「俺はおそらく永久に、あなたを忘れることができない。今も可愛かわいくて、可愛くて」

　泣きたくなった。理美も同じなのに、わたしもそうですと口に出せない。

　気持ちが乱れ、そのうえ朱西の言っていることの意味もわからず、混乱した。
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「ありがとう理美」

　しばらくすると朱西は理美の体を放し、数歩後あと退ずさる。その足下が光る。

「朱西様。どうしてしまわれたんですか」

　あきらかに朱西の様子がおかしい。彼の袖そでを摑むと、食い下がる。

「お願いです。教えてください。どうされたんですか。なにをお考えですか。なにかなさるおつもりなんですか。それを聞くまでは、わたしは、心配で。この手を放すことができません」

　彼は嬉うれしそうに微び笑しようした。

「困りましたね」

「教えてください」

　しばらく考えるように沈ちん黙もくしてから、朱西は頷うなずく。

「わかりました。ではお教えします。まず俺の袖から手を放し、その場で目を閉じ、ゆっくり百を数えてください。それから目を開けてくれれば、なにもかもわかります」

「百ですか？」

「はい」

　言われるままに袖を放し目を閉じ、ゆっくりと数え始めた。

（一、二、三……）

　目を開けたときに朱西はなにを見せるつもりなのか、困こん惑わくしながらも素す直なおに数え続ける。

（……四十三、四十四、四十五……）

　水すい滴てきが岩に落ちる音が、絶え間なく続く。それに呼吸を合わせるように数を数えた。

（……七十八、七十九……）

　百は思った以上に長い。じりじりしてくる。

（九十七、九十八、九十九、百！）

　ようやく数え終わって目を開くが、周囲は真の暗闇。自分が目を開いているのか閉じているのかさえわからない状態に戸と惑まどいよろけた。

　刺激に反応して岩が輝く。周囲がぼんやりと青白い光に浮かび上がる。

　そこに朱西の姿はない。

「朱西様？」

　返事はない。人の気配すらない。

　岩も、理美の周囲の他ほかは光らない。静けさが理美の声を吞のみ込んで闇の奥へとさらっていく。

「朱西様！」

　大声で呼ぶと洞どう窟くつの中に虚むなしく声が響ひびいた。理美が馬ば鹿かみたいに数を数えている間に、彼は行ってしまったのだ。なぜ彼がこんなことをしたのか、理解に苦しむ。そもそも彼は百数えれば理美になにかを教えると言ったのに。

（あれは、噓うそ）

　朱西が噓をついた。そのことが衝しよう撃げきだった。

（なにかがおかしい。絶対に、おかしい）

　焦しよう燥そう感かんに駆かられて理美は駆け出した。水すい祇し洞どうを出て朱西の姿を捜さがした。

　しかし彼の姿は水すい祇し宮きゆう内のどこにもなかった。







　その日、そのときから、朱西は姿を消した。







「朱西の消息は摑めぬか」

　祥飛の苛いら立だたしげな声に、周考仁は無表情に淡たん々たんと答える。

「まるで煙けむりのように消えております。まあ朱西も一人前の男です。婦女子の行方知れずのように心配するほどのこともないとは思います。ふらりと一人旅に出ていることもありえます」

「朱西に限って、そのようないい加減な振ふる舞まいはせぬ」

　断言する祥飛は正しい。

　珠ちゃんを抱だいて室の端はしに控ひかえた理美は、日に日に昂こうじる不安に押し潰つぶされそうだった。

　朱西が行方ゆくえをくらまして、今日で十一日。三日後には夜よ儀ぎも予定され、水祇宮では四し夫ふ人じんがはりきって準備を進めている。だが理美の方は、朱西のことが気になって夜儀どころではない。

　朱西が行方をくらました翌日から毎日、水祇宮から宮城の祥飛の元へ通った。朱西が行方知れずなのを心配した祥飛が、考仁に命じて行方を捜させていたからだ。

　朱西発見の知らせはないかと期待し、こうやって通い詰つめている。

　ようやく動けるようになった丈鉄が、昨日から祥飛の傍かたわらに護衛として立つようになった。丈鉄は口では朱西のことが心配だと言うが、さほど心配している様子がない。それよりもなにかを待ち受け、今か今かと身構えているような気配があるのは不可解だった。

「丈鉄が無事に戻もどってきたら、次は朱西か……」

　疲つかれたように祥飛が呟つぶやくと、考仁が鋭するどく丈鉄を睨にらむ。「なぜ戻ってきた」と言いたげな考仁の視線を受けても、丈鉄はすました顔だ。

　侍じ官かんが室の出入り口に姿を見せ、「失礼します」と礼をとった。そして、

「陛下。鳳家の御ご当主が挨あい拶さつにおみえです。如何いかがいたしましょう」

　と問う。祥飛も考仁も訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。丈鉄の表情が硬かたくなる。

（鳳家の当主様というと、鳳寧孫様？　あのお方がなぜ）

　祥飛を退位に追い込もうとしている鳳家の当主が、なぜご挨拶などと言ってやって来るのだろうか。理美でさえ不可解に思うのだから、当然祥飛も考仁も、何事かと怪あやしむ。

「このようなときに、会いたくもないが」

　呻うめく祥飛に、考仁は厳しい目を向ける。

「鳳家当主との面会を拒こばむのは、得策ではありません。相手が何を画策していようと、まずは表面上は友好を保たなければ。王族同士の争いがあると表面化すれば、宮きゆう廷ていが動どう揺よういたします」

「わかった。通せ」

　侍官がさがって程ほどなくして、沓くつ音おとと衣きぬ擦ずれの音が近づいてくる。

　祥飛は出入り口の正面の最さい奥おうにある長なが椅い子すに座り、足を組み、ふてぶてしい態度をとる。丈鉄は長椅子の背後に立つ。考仁はさりげなく室内を見み渡わたせる位置につく。

　理美はどうしようかと迷ったが、結局、邪じや魔まにならないように衝つい立たて近くに身を寄せて控えた。

　珠ちゃんは理美の腕うでの中で落ち着きなく、身を乗り出し、きょときょとしている。

「珠ちゃん、裳もの中に隠かくれてくれる？　これから鳳家の御当主が来られるの。姿を見られたら」

　珠ちゃんは理美の顔を見あげると、嫌いや々いやするように小さく何度も首を横に振った。人目にさらされるのを避さける珠ちゃんが、なぜか隠れたくないと拒きよ否ひしているようだ。

（どうしよう。珠ちゃんが神しん龍りゆうだって、ばれちゃうかな？　鼠ねずみで通しちゃおうかな）

　嫌いやがる珠ちゃんを裳の中へ押し込むこともできないので、鼠で通そうと決意した。

　俯うつむき加か減げんで出入り口にやって来た鳳家当主は、その場で深い礼をとる。

　逆光のために顔がよくわからないが、その立ち姿は老人ではない。青年だ。

「顔が見えぬゆえ、中へ入れ。鳳家当主が挨拶に来たと聞いたが、そなた何者だ」

　不ふ機き嫌げんな祥飛の声に応じ、青年は一歩室内へ踏ふみ込んだ。

　そして───顔をあげた。

「はじめてお目にかかります。新しい鳳家当主にございます、陛下」

「なにっ!?」

　長椅子から、祥飛は立ちあがった。

　丈鉄は痛みを感じたように眉まゆ根ねを寄せた。

　考仁が、低く呻く。

　珠ちゃんは理美の腕から身を乗り出し、青い綺き麗れいな瞳ひとみをきらきらさせて、キュウキュウと小さく嬉しげに鳴く。

　理美は愕がく然ぜんとして、頭が真っ白になる。

「先日、鳳寧孫に代わり鳳家当主となりました。鳳朱西と申します」

　穏おだやかに微笑み、そこに立っているのは朱西だった。
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　考仁は今、目の前に見えているものが信じられなかった。

　朱西が鳳家の当主となったということは、祥飛への裏切り。反逆とさえ言える行こう為い。

（朱西は陛下に仕えると真約した。なのになぜ恐おそれ気もなく、そのようなことができる。なぜ）

　考仁が知る朱西にはできるはずのない芸当。

　しかし実際に朱西は、こうやって鳳朱西と名乗って目の前にいる。

　考仁は朱西を、愚おろかしいほど真っ直すぐだと思い込んでいた。その朱西と、目の前にいる朱西が別人に思えた。
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　丈鉄は絶望感に目を伏ふせた。

（朱西。とうとう、始めちまったのか）

　必死で止めようとしたのに無む駄だだった。しかし朱西の計画を聞かされた瞬しゆん間かんから、わかっていたのだ。彼の決意は固く、丈鉄の説得などではけして変わらないだろうと。

　これが彼の、運命の楽しみ方なのだ。
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　呆ぼう然ぜんとする祥飛に、朱西は微笑ほほえんだままで告げる。

「今日は、ご挨拶に参りました。二十数年前に消息を絶ちました鳳寧孫が嫡ちやく子し青修の実子、朱西です」

「なにを馬ば鹿かなことを言っている！　考仁、朱西はおまえの実子」

　控える考仁にふり向くと、彼は見たこともないほど硬かたい表情。顔色は紙のように白い。血の気が引いている。その様子に驚きよう愕がくした。

「まさか考仁。本当なのか。朱西が青修の子だというのは」

　鳳青修の子。それは祥飛の座る場所を最も脅おびやかす存在。

「本当ですよ陛下。周宰さい相しようはなにもかも御ご存ぞん知じなので、あとで聞いてみると良いでしょう」

　晴れやかな朱西の声こわ音ねに、祥飛は恐きよう怖ふすら覚えた。

「なぜ、朱西。なぜ鳳家の当主に」

　笑え顔がおを消し、朱西の目が鋭い輝かがやきを宿す。

「自らの望みを叶かなえるために」

　祥飛は、数歩後あと退ずさる。

（これは本当に朱西か!?）

　驚愕の後に、祥飛の中にはぐらぐらと沸ふつ騰とうするなにかがある。怒いかりだ。

　祥飛は朱西を信じ切っていた。だからこそ怒りは激しい。彼がなんのために裏切ったか、理由などどうでもよかった。理由はどうあれ、裏切りには違ちがいない。

（今までのことはなにもかも噓うそなのか、朱西。労いたわりも、優やさしさも、気き遣づかいも全すべて……全て噓か！）
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　政まつりごとなどわからない理美にでもわかる。これから宮廷は地鳴りのように動揺すると。

　祥飛は未いまだに、多くの官かん吏りたちに侮あなどられている。そんな皇こう帝ていに不満や不安を持つ臣下たちの前に、青修の子が現れたらどうなるか。かつて皇帝にと望まれた青年が遺のこした実子。しかもその青年は崑国一の博士として知られるほど明めい晰せきな頭脳を持ち、皇帝に重用されていた。

　まるで先代皇帝の時代をやり直そうとするかのような、皮肉な再現性。

「どうして……」

　理美の呟きに、朱西は視線をくれる。

「言ったでしょう、理美。すぐにわかりますと」

[image: ]

「なにをなさるつもりなんですか。まさか、帝位を」

「叶えたい望みがあるのだと、言いました。俺には望むものがあります。それを手に入れるためであれば、なんでもしますよ理美。俺は、あなたが欲しい」

　祥飛の瞳に怒りの炎ほのおが燃える。

「いつからだ。いつから理美に、そのような不ふ埒らちな思いを抱いだいていたのだ」

「ずっと以前から。おそらく陛下よりも前から、俺は理美が欲しかったのですよ」

　息をすることもままならず、理美は立ちすくむ。

　祥飛と朱西は互たがいに目をそらさない。祥飛は怒りに燃えた目で朱西を睨にらみつけていたが、朱西はそれを微び笑しようで受け流す。

　強い風が吹ふき込み、文ふ机づくえの上に重ねられていた書類が舞まい散った。春風が運ぶ新芽の香かおりも、暖かさも、なにも感じなかった。吹き抜ぬけた風に煽あおられ、裳も裾すそや髪かみ飾かざりが揺ゆれる。

　解き放たれたような清すが々すがしさで、朱西は微笑む。この場でただ一人、彼だけが楽しげだった。







　あとがき




　皆みなさま、こんにちは。三み川かわみりです。前巻の帯でお知らせがありましたが、一いつ華か後こう宮きゆう料りよう理り帖ちようが白はく泉せん社しや様で漫画化して頂けることになりました！　描かかれるのは、まつばら咲さき先生です。

　ネームや下絵を読ませてもらえたのですが、小説で読むより確実に二倍、物語が面おも白しろくなっています。凄すごいですね～と、担当様とも感動しました。ぜひ読んで頂ければと思います。

　今回も大変お世話になりました、担当様。あれこれと面倒をおかけしていますが、いつも気持ちよく楽しくお話ししてもらえて、感謝です。これからも引き続き迷めい惑わくをおかけするとは思いますが、よろしくお願いいたします。

　イラストを描いてくださる、凪なぎかすみ様。毎回本当に素す敵てきな絵をありがとうございます。四巻のラスト近く、ものすごく嬉うれしそうな祥しよう飛ひの表情にトキメキました。毎回表紙を見る度たびに、描いて頂ける幸運に感謝しています。

　最後になりましたが読者の皆さま。物語は今回いよいよ立りつ后こう式しきかという流れになっていますが、ちょっと……いや、わりと大きなことが起こるので、読者の皆さまに温かく見守ってもらえれば良いなとドキドキしてます。次巻でも皆さまにお目にかかれるよう、祈いのっています！





三川　みり　　


















『一華後宮料理帖　第五品』

電子版特別ショートストーリー







　　　あなたの朝陽が昇るまで







　純白の絹に濃のう淡たんの銀ぎん糸しで刺し繡しゆうされているのは五本爪の神しん龍りゆう。その周囲をさらに極ごく彩さい色しきの花々の刺繡が埋うめる。豪ごう華か華か麗れいなその衣装は即そく位い礼れいに皇帝が身につけるもの。居室中央に置かれた衣い桁こうに恭うやうやしく掛けられ、燭しよく台だいの明かりに照らし出された衣装を見つめ、祥しよう飛ひは呟つぶやく。

「俺よりも、この衣装の方がよほど威い厳げんがあるな……」

　その声が耳に入ったのか、明日の即位礼の段取りを確認し終え、室へやから出ようとしていた朱しゆ西せいが足を止めてふり返った。

「祥飛様？　なにか仰おつしやいましたか？」

「なんでもない」

　窓辺に腰こしかけていた丈じよう鉄てつが、にやりとする。

「あれ、俺にもなにか聞こえましたけどね」

　心配そうな朱西の瞳ひとみと、茶化すような丈鉄のにやけ顔にさらされ、祥飛はかっとした。

「なんでもないと言っているだろう。二人とも、鬱うつ陶とうしい」

「しかし祥飛様。今」

　言葉を重ねようとする朱西に、祥飛は怒ど鳴なった。

「いいから、さがれ！」

「まあまあ、祥飛様。朱西はあなた様を心配しているんですからね、もうちょっと優しく」

「うるさい！　おまえも鬱陶しいのだ丈鉄！　おまえも、さがれ」

「え～、俺もですか？」

「そうだ！　二人ともさがるのだ！」

　怒鳴ると、朱西は躊躇ためらう素振りを見せながらも「早くお休みください」と一言を残し、丈鉄は「やれやれ」と大声で呆あきれたように言いながら、二人して出て行った。

　無意識に、気弱な一言を口にしてしまった自分が嫌いやだった。自分に対する苛いら立だちが、周囲への苛立ちにすり替わり、朱西と丈鉄の視線が鬱陶しかった。だから二人がいなくなっても、苛立ちが収まらないのは当然だ。本当は自分への苛立ちなのだから。

　祥飛は改めて即位礼の衣装を見つめる。

　明日、祥飛は皇帝の地位に就つく。登とう極きよくするときはどれほど自分が誇らしく、自信にあふれ、満ち足りているのだろうかと、幼おさない頃ころから想像していた。ずっと力が欲しかったから。

　しかし今、祥飛の中には不安が大きい。即位が決まり、宰さい相しようの周しゆう考こう仁じんを始め、朝ちよう廷ていの主おもだった官かん吏りたちと面会を続けたこの十日ばかり、祥飛は彼らの慇いん懃ぎんな態度の中に嘲ちよう笑しようを垣かい間ま見みていた。彼らの言葉の端はし々ばし、視線、互いへの目め配くばせの中に、若すぎる皇帝への侮あなどりがある。

（明日、俺がこれを身につけて、彼らの目に滑こつ稽けいに映らなければいいが）

　そんなことを考える己おのれが、まったくもって忌いま々いましいし、そう思う惨みじめさを味わわせる官吏たちに、腹が立つ。

　居室の長なが椅い子すに座ると、肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをつき衣装を睨にらみつける。朱西は早く休めと言ったが、苛立ちと不安で、とても横になる気になれない。それでも即位礼の準備で、慣れないこと続き。体も精神もくたくたなのだ。横になる気になれなくとも、暫しばらくするとうとうとし始めた。

（……このまま、ここで、朝まで眠れるかもしれない……）

　眠りに落ちかける寸前だった。突然、目の前にある即位礼の衣装が真まっ赤かな炎に包まれ燃えあがった。驚きと恐きよう怖ふに祥飛は悲鳴をあげた。

「誰だれか！」

　目を見開き、長椅子の上に身を縮めて己の肩かたを抱だいたその時、居室に丈鉄が飛び込んできた。

「祥飛様!?　なにかありましたか!?」

「火が！　火が！」

「火？」

　祥飛を庇かばうように長椅子の前に立ちはだかった丈鉄は、室内を見回し、訝いぶかしげにふり返った。

「火って、ぼーぼー燃えるあの火ですか？」

「そうだ即位礼の衣装が！」

　と言いかけて、祥飛は愕がく然ぜんとした。立ちはだかる丈鉄の向こう側には、豪華な衣装がなにごともなく掛かっているのだ。

「……燃えて……ない？」

　丈鉄は念のためというように居室と寝室内を確認して、長椅子の所へ戻ってきた。

「ご安心を。なにも変わったことはありませんよ」

　労いたわるような大らかな笑顔で前に立った丈鉄を見あげて、祥飛はなにを言っていいのかわからなくなった。

（夢だったのか）

　夢を見たのだ、すまないと謝るのが最も良いのだろうが、夢を見て騒さわいだ自分を認めるのが恥はずかしい。かといって虚きよ勢せいを張るのも滑稽だろう。

「丈鉄？　なにかあったのか？」

　出入り口から朱西の声がした。見ると朱西が室に入って来たところだった。その手には、小さな蓋ふた付つきの器うつわを二つ載せた盆ぼんがある。

「いいや。念のため部屋の中を検あらためてただけだ」

「不ふ審しんなことはなかったな」

「ああ」

　当然のようにそこにいる二人に、祥飛はようやく違い和わ感かんを覚える。

「おまえたち、さがれと命めいじたはずだぞ」

「ええ、ご命令通りさがっておりました。そしてまた改めて、参上しました」

　手にした盆を卓たく子しの上へ置くと、朱西は柔やわらかな笑顔を見せた。

「だいぶんお疲れのようですので、疲労回復に効能のある食材で作った、食学的な湯タンをお持ちしました。召めし上がってください。丈鉄の分もある。二人とも、こちらへどうぞ」

　先刻、祥飛は二人にさがれと命じたのだ。命じられた二人は、これ幸いと気ままにしていても良いはず。なのに丈鉄は律りち儀ぎに室の外にいたのだ。だから祥飛の悲鳴を聞いて、すぐに飛び込んできた。そして朱西に至っては、苛立つ祥飛をなんとか宥なだめる手段として食学的食事をとらせることを思いつき、厨ちゆう房ぼうへ向かったのだろう。

　さがれと命じても、彼らは素す直なおにさがりはしない。思えば、昔からそうだ。

「二人とも、本当に鬱陶しいな……」

　そう呟き祥飛は素直に卓子に着く。同様に卓子に着いた丈鉄は、にやりとする。

「おや、でも、なんとなく嬉うれしそうな顔に見えるんですけど？」

「おまえの目がおかしいのだ。そんな顔はしてない」

　器の蓋を開けながら、朱西は「それはそうと」と、話題を変える。

「明日の即位礼が終わったら、祥飛様はご自分のことを『俺』と呼んではいけませんよ。『余』と仰ってください。皇帝陛へい下かになられるのですから。俺たちも祥飛様とはお呼びせず、陛下とお呼びしますから」

　丈鉄が、面倒くさそうに眉まゆ尻じりを下げる。

「じゃあ俺も、陛下とお呼びしなくちゃならないのか？」

「当然だろう」

「余、か」

　口にして即位礼の衣装にまた目をやる。

　官吏たちは若い祥飛を侮り、内心馬ば鹿かにしているのだろう。けれど。

（さがれと命じてもこうやってこの場にいてくれる臣しん下かが、二人はいる）

　不安が消えはしないのだが、───心強い。

「祥飛様。俺はあなた様が立派な皇帝になられると信じています。夜は暗くら闇やみですが、太陽は消えたわけでなく、ゆっくりと昇のぼる準備をしているだけです。あなた様も崑こん国こくの太陽に等しい皇帝となられるのです。あなた様が国をあまねく照らす存在になると信じて、俺は焦あせらず、お側でお仕つかえしていきます」

　朱西が匙さじを卓子に置きながら、何気ないふうに言う。

　その言葉に祥飛はふっと心がやわらぐ。

（俺が本当の意味で国を照らす存在になれるまで、諦めもせず、呆れもせず、待つというのか。この鬱陶しい二人なら、きっと鬱陶しく、ずっと待つかもしれない）

　今はまだ無理だがいつか国を照らす存在に、と。朱西はそう願ってくれている。

「……知ってる」

　本当は「ありがとう」と言いたかったが、口をついて出た言葉はそんなものだった。朱西と丈鉄は顔を見合わせて、ちょっと笑ったようだった。

　祥飛は、匙を手に取り湯タンを口に運ぶ。

「うっ！」

　思わず片手で口を押さえた。

　魚が腐くさったような不ふ愉ゆ快かいな臭においが鼻に抜け、まず吐き気がする。それに耐えて飲み込むと口の中に土を嚙かんだような泥どろ臭くささが後味として残り、しかも飲み込んだ臭しゆう気きが再び喉のどの奥からこみあげてくる。

　丈鉄は匙に口をつけただけで、呻うめいて匙を置く。

　不用意に湯タンを口に入れた自分を呪のろいつつ、祥飛は涙目で朱西を睨みつけた。

「これはなんだ朱西！　俺を殺す気か!?」

「なんだと言われましても、先ほども言いましたとおり疲労回復する食学的食材で作った湯タンです。発酵させた泥でい魚ぎよの内ない臓ぞうを湯に溶かし、さらに青あお黴かびを付着させて熟じゆく成せいさせた鶏にわとりの鶏けい冠かんの」

「言うな！　さらに吐き気がする！」

「でも、なんで器が二つだ？　なんで祥飛様と俺の分しかないんだ」

　丈鉄の指摘に、朱西は目をそらす。

「俺は疲れていないし、厨房で味見をしたんだ」

　その言葉の後にはあきらかに「味見をしたら、とても自分は食えないと思ったから二人分しか持ってこなかった」という言葉が隠かくれている。祥飛は目をつり上げた。

「疲れてなくとも、おまえも食べるのだ朱西！」

「いえ、俺は」

「責任を取って食べろ！」

　祥飛は朱西の腕うでを引っ張って、無理矢理卓子に着かせた。

　三人とも、激しくまずい湯タンを目の前にして、「誰が食うか」「食わないか」で散々もめたが、結局最後は朱西が、「これは効能はあるが、食べ物ではない……かもしれない」と渋しぶ々しぶ認めて器を下げたので、一件落着した。

　その後祥飛は朱西のすすめに従い寝台に入り、朝陽が昇るまでぐっすり眠った。

　翌よく朝あさ、即位礼。

　崑国五代皇帝龍祥飛は天てん壇だんへ昇り、請せい明めい告こく天てんした。若き皇帝の振る舞いは堂々とし、姿は美しく、「天てん神じんさえも魅み了りようしたやもしれぬ」と囁ささやかれ、人々の記き憶おくに鮮せん烈れつに残ったという。
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